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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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はじめに

第三話「反撃の魔獣軍団」

第四話「戦場に咲く戦乙女！」




　あとがき







　　　　はじめに




　皆みなさん、初めまして。

　そうでない方はお久ひさしぶりです。

　私わたしは〝かわいそうな田中〟略りやくして〝かわたな〟こと、田中信二たなか・しんじです。

　本ほん格かく的てきに物語を始める前に、本書に関する基き礎そ的てきな知ち識しきを解かい説せつさせていただきます。




　本書『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・サヴァイヴ！②　戦いくさ乙おと女めは闇やみを斬きり裂さく！』（以下、『サヴァイヴ！』）は、ＴＲＰＧ、『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ』（以下、『ＡＲ２Ｅ』）のリプレイで、シリーズ第二巻かんにあたります。

　本書の舞ぶ台たいはマジェラニカ大陸。様々な冒ぼう険けんの舞台を紹しよう介かいするサプリメント『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅディスカバリーガイド』（以下、『ディスカバリーガイド』）で紹介された南方の大陸です。この大陸は厳きびしい自然環かん境きようと巨きよ大だいな魔ま獣じゆうが跋ばつ扈こする、危き険けんな土地なのです。

　このマジェラニカを舞台に、ヴァルキリーの少女ウェンディと、その仲間〝ワイルドブルー〟が強大な魔獣たちを退たい治じする、という物語が描えがかれます。




　そして、このお話の主人公のウェンディたちの冒険は本書以外でも公開中です。

　富ふ士じ見み書しよ房ぼうさんのウェブサイト『富士見書房公式ＴＲＰＧ ＯＮＬＩＮＥ』にて、本書の前日譚たんにあたるエピソード第〇話が公開中です！　ぜひそちらもご覧らんください！




　また、『サヴァイヴ！』は、二〇一四年二月に発売された『アリアンロッドＲＰＧ ２Ｅ　スキルガイド』（以下、『スキルガイド』）を導どう入にゆうしたリプレイです。

『スキルガイド』は、ＰＣが取得するスキルやギルドサポートを再さい定てい義ぎ、調整して網もう羅らした本で、その名のとおりたんまりスキルとギルドサポートが掲けい載さいされています。

　この一冊さつがあれば、ＰＣをさらに強くしようとデータと格かく闘とうし、眠ねむれぬ夜がやってくること請うけ合あいです。新しく整理されたスキルがどうなっているのか、そして実じつ際さいの運用についての例も示しめしていければと思っています。




　さて、前置きはこのくらいにしましょうか。

　ここからページをめくれば、胸むね躍おどる冒険の始まりです。

〝七つの封ふう印いん〟という強大な魔獣と、ウェンディたちの最終決戦が開かい幕まくするのです。

　では、またあとがきでお会いしましょう！







　　　　前巻のあらすじ




〝戦いの妖よう精せい〟ヴァルキリーの少女ウェンディ。ヴァルキリーである彼かの女じよは，魔獣を狩るもの──〝狩かりの女神〟となるべく、アジュール村で健やかに育てられていた。

　しかしある儀ぎ式しきの晩ばん、突とつ如じよ現あらわれた七体の魔獣に彼女の村は呪のろわれ、時を止められてしまう。辛からくも難なんを逃のがれたウェンディは、村を救うべく七体の魔獣を倒たおす冒険に挑いどむことを決意するのであった。

　仮か面めんを付けた巨きよ人じん族の青年ジン、アルディオン大陸からやって来たエクスマキナ・ナッツ、ヴァルーナの宮きゆう廷てい庭にわ師しルシャナら頼たのもしい仲間とともに、ウェンディはギルド〝ワイルドブルー〟を結成する。

　一行はカトゥーラの村で巨大オカマグロがもたらす災さい厄やくとの戦いに挑いどみ、これを解かい決けつする。後のちに分かることだが、この事じ件けんの真の敵てきディディモゾイドは、ウェンディの故こ郷きように呪のろいをかけた魔獣たちのうちの一体であった。

　続いて鉱こう山ざん都市ラムプーラに赴おもむく一行。街全体を瘴気のドームで覆おおった〝花の魔獣〟ラフレシアンを激げき闘とうのすえ退治した。その過か程ていで、あの七体の魔獣が〝七つの封印〟と呼よばれる、異い形ぎようの魔獣集しゆう団だんであること。そして、太古の神と魔の戦いで、魔族によって生み出されたことを知るのであった……。
















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆戦いの序じよ曲きよく




　人を始めとした多くの生きとし生けるものが住まう世界、エリン。

　その中でももっとも過か酷こくな環境をあげるとしたら、多くの人はマジェラニカ大陸を思おもい浮うかべるだろう。

　茫ぼう漠ばくたる砂さ漠ばく。人通かよわぬ荒こう野や。すべてを吞のみ込こむ沼しよう沢たく地ち。灼しやく熱ねつの火山地帯。

　そして、もっとも恐おそれられているのは、この大陸に蠢うごめく、巨大な魔獣たちにほかならない。




　この過酷な大地、マジェラニカ大陸を舞台に、ヴァルキリーの少女ウェンディと仲間たちの冒険の始まりと展てん開かいを描えがいたのが、前ぜん巻かん『戦乙女は荒野を駆かける！』であった。

　そして、今巻はその決着編へんにあたる物語をお届とどけすることになる。

　壮そう大だいな物語をフィナーレに持ちこまねばならないのだが……。




　シナリオ作成の段だん階かいで、早々に煮に詰つまってしまった筆者・かわたなであった。

　少々気合いが入りすぎてしまったようだ。

「自動シナリオ作成装そう置ちとかいう、未来の道具が落ちてないかなぁ」

　とよく分からない独ひとり言ごとを垂たれ流ながす始末。

　まったくとほほである。




　そんなある日。

　焦あせるかわたなの目に留とどまったのは、とある読者さんからの投とう稿こうだった。

　マジェラニカ大陸の様々な都市の投稿で、恐おそるべき魔獣の脅きよう威いにさらされる中で生きる人々を描えがく『サヴァイヴ！』にぴったりの内ない容ようであった。

　この投稿を『サヴァイヴ！』に合わせてアレンジさせていただくと、あら不思議。

　なんとなくシナリオらしきものの構こう想そうができたじゃありませんか（いかなる投稿であったかは本ほん編ぺんでご覧いただきたい）。

　方ほう針しんが決まればあとは走り出すのみ。

　張はり巡めぐらせた伏ふく線せんを回かい収しゆうし、それぞれのキャラクターをいかにして活かすのか！

　試し行こう錯さく誤ごの期間を取りもどすように、集中したシナリオ作成期間を過すごしたあと、ついにセッションの日がやって来たのでありました。







◆Preplay02◆魔獣の大陸での冒険・再さい起き動どう




　というわけで某ぼう日じつ。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．事じ務む所しよには五人の男女が姿すがたを見せていた。

『サヴァイヴ！』第二巻の冒険に臨のぞむ彼・彼女たちを紹介させていただこう。




大おお竹たけみゆ

　フリーで活動する女じよ性せい声せい優ゆう。ＴＲＰＧ部ルティナスの部長。昨年完結した『アリアンロッド・サガ・リプレイ』（以下、『無印』）シリーズでは、ヒロインのピアニィを演えんじた。さらに『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・オーバーキル』では、著ちよ者しやにも初はつ挑ちよう戦せんしている。

　ＴＲＰＧが──中でも戦せん闘とうが大好きで、キャラクターデータ作成におけるこだわりや、セッション時ののめり込みぶりから、〝殺意様〟というステキすぎるあだ名がついている。

大竹みゆblog*primlog+*　http://ameblo.jp/primlog/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




林啓太はやし・けいた

　気き鋭えいのイラストレーターで、小説『メックタイタン ガジェット　巨甲闘とう士しグランアース』（神坂一著ちよ）のヴィジュアルを、弟の林哲也はやし・てつやとともに担たん当とうしている。ロボットＴＲＰＧ『メタリックガーディアンＲＰＧ』を世に送り出したゲームデザイナーでもあるナイスガイ。

『メタリックガーディアンＲＰＧリプレイ　起動、鋼はがねの守しゆ護ご神しん！』（藤田史人ふじた・ふみと著）では、熱血漢、凰堂太陽を演えんじている。

　特に関係ないが、年中タンクトップで過すごす熱き男だ──。

林啓太Twitter　@keita_hayashi




久保田悠羅くぼた・ゆうら

　ＴＲＰＧ制せい作さく会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．所しよ属ぞく。『ＡＲ２Ｅ』のシステムデザイナーでもある。

　著ちよ作さくは『アリアンロッド・サガ・リプレイ・アクロス』シリーズ、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・セカンドウィンド』、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・ヴァイス』シリーズなど。

　クールな二枚まい目や理知的な女性から、果ては頭の緩ゆるい美少女キャラまで、幅はば広ひろいプレイスタイルを誇ほこるベテランプレイヤーだ。




鈴吹太郎すずふき・たろう

　ＴＲＰＧ制作会社Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の代表取とり締しまり役やく。名作ＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ　THE AXLERATION』のゲームデザイナーである。

　代表作は『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』シリーズ、『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・オンライン オレの青春が灰はいと隣となり合あわせのままダンジョンで終わるはずがない』など。プレイヤーとしての出しゆつ演えんシリーズは多た岐きにわたる。




ＧＭ：では、『サヴァイヴ』第三話の収しゆう録ろくをはじめたいと思います。

大竹：わ～♪（拍はく手しゆ）　めっちゃ楽しみにしてました！

久保田：嬉うれしそうですね、大竹さん。

大竹：はい！　前回、敵が〝七つの封印〟って魔獣だと分かったので、より倒すべき敵が具体的に見えてきて、盛もり上あがったんですよ。あたしの中で！

一同：（深く頷うなずく）なるほど～。




　大竹さんの旺おう盛せいな戦闘意い欲よくに、納なつ得とくの一同であった。

　ちなみに、〝七つの封印〟とは、太古の神と魔の戦いの際さいに魔族の勢せい力りよくが製せい造ぞうした、七体の魔獣である。大竹さん演えんずるウェンディの故郷・アジュール村を呪った宿敵でもあった。




林：〝七つの封印〟許ゆるすまじ、ですね！

大竹：そういうことで！（笑）

ＧＭ：なお、次回で最終回になりますので、そのつもりで大陸を駆け抜けてください！

大竹：そうなんですよねぇ～。もう少しウェンディちゃんで遊びたかったのですが……。

林：俺もジンが気に入ってるんですよ～。

大竹：でも、そのぶん思いっきり暴れますので、よろしくお願いします！

ＧＭ：こちらこそ（それはそれで怖いような……）。では、今回予告を読み上げます。




●今回予告とハンドアウト

▼今回予告

〝巨柱都市〟パヴィトラ・スタンヴァ。

　町の中央にそびえる巨大な柱によって魔獣から護まもられている都市だ。

〝狩りの女神〟の秘ひ密みつを探さぐるべく、ウェンディたちはこの地へ向かう。

　だが、ふたりの同どう志しを失った七つの封印も、自らの生せい存ぞんを懸かけた一大作戦を発動していた。




『アリアンロッド２Ｅ　リプレイ・サヴァイヴ！』

　第三話「反はん撃げきの魔獣軍ぐん団だん」




　───キミは生き残ることができるか!?




大竹：すごいタイトル！（笑）。

鈴吹：いきなり魔獣軍団が反撃してくるわけか。

ＧＭ：ふふふ。そのあたりは実際のセッションにて（笑）。

久保田：えーと。パヴィトラ・スタンヴァってどんな町？　初耳なんだけど。

ＧＭ：詳くわしくは後ほど説明しますが、ネディーア地方にあるという、読者投稿の街です。

林：なるほど。悠羅さんが知らないわけだ。

ＧＭ：では、ハンドアウトを配はい布ふします。まずは、ウェンディから。

大竹：はーい。




▼ウェンディ（大竹みゆ）用ハンドアウト

　コネクション：サムエルとチロ　関係：友人

　新たな冒険の目的地へと赴く道中、キミは、かつて助けた商人サムエルと犬のチロと同行することになった。過か酷こくではあったが、気のよい同行者とともに進む旅は、試練の戦いが続くキミの心に潤うるおいをもたらす出会いとなった。




大竹：サムエルとチロ……かつて助けた？

ＧＭ：はい。第〇話で。

大竹：ああ、そうでした！　思い出しました！　犬のチロちゃんと商人のおじさんですね。




　第〇話とは、『サヴァイヴ！』第一巻の発売にさきがけて、富士見書房公式、TRPG ONLINE上で公開した、プレストーリーである。

　ウェンディの旅立ちと、ギルド〝ワイルドブルー〟の初めての冒険が描かれている。第一話はレベル４から始まったため、その間（レベル１～３）を埋うめる冒険を一回でやり切った強行軍のセッションだ（笑）。無料で読めるので、未読の方はぜひご覧いただきたい。




ＧＭ：なお、第〇話の時はサムエルという名前はなく、ただの商人のおじさんでした（笑）。

大竹：まさか、また登場するなんて（笑）。今回は一いつ緒しよに旅をするんですね。

鈴吹：動物好きなルシャナは、きっと内心嬉うれしいんじゃない？（笑）

久保田：ルシャナはあくまで任にん務むに集中してますよ（笑）。

大竹：もっと素す直なおになった方がいいと思うよ、悠羅さん（一同爆ばく笑しよう）。




▼ジン（林啓太）用ハンドアウト

　コネクション：ガイダロス　関係：宿しゆく敵てき

　キミはカイラーシャの町で、巨きよ漢かんのドゥアン、ガイダロスと出会った。

　ニヤニヤと不ふ敵てきに笑う彼は、キミに挑ちよう戦せんしてくるのだった。

「〝狩りの女神〟の金魚のふんってのは、いったいどれほどのもんなんだい？」




林：ライバル登場ですか！

鈴吹：我われ々われはカイラーシャで有名なの？　〝狩りの女神〟の金魚のふんとか言われてるし。

久保田：金魚のふんにしては、ジンは大き過すぎるようですが……。

大竹：だから目立ってるんだ！（一同爆笑）

林：確たしかに目立ってるけどさぁ（笑）。




▼ナッツ（鈴吹太郎）用ハンドアウト

　コネクション：アサーバ先生　関係：貸かし

　キミは久ひさしぶりに会ったアサーバ先生から、耳よりな情じよう報ほうを手にした。

〝巨柱都市〟パヴィトラ・スタンヴァには、〝狩りの女神〟の太古の戦いの痕こん跡せきが残っている可か能のう性せいが高いという。ウェンディの役にたちそうな情報が手に入るかもしれない。




鈴吹：アサーバ先生は、遺い跡せきを調ちよう査さしようとしていた考古学の先生だな。

ＧＭ：はい、第二話で登場しましたね。彼の研究所は皆さんが滞たい在ざいしているカイラーシャにあります。そこでナッツと再さい会かいし意気投合した彼から情報を得る──そんな流れです。

鈴吹：意気投合したのか！（笑）　じゃあ、アサーバ先生と共通の趣しゆ味みがあるとしよう。




▼ルシャナ（久保田悠羅）用ハンドアウト

　コネクション：アンヴィル　関係：ビジネス

　キミの実家、アムルタート家から情報がとどいた。

　なんでもパヴィトラ・スタンヴァの町には、有ゆう能のうな職しよく人にんアンヴィルがいるそうだ。

　以前入手した〝狩りの女神〟の武ぶ具ぐの欠片かけらを持もち込こめば、キミの女神の新たな武ぶ器きを作ることができるかもしれない。




久保田：ほう、私の実家から支し援えんが来たのですか。で、ヴァルーナの方はどう？

ＧＭ：〝七つの封印〟の一体からの受けた被害も回かい復ふくし、街も平穏を取り戻しています。

久保田：それは重ちよう畳じよう。とにかく我わが女神が強化される〝狩りの女神〟の武具を入手できる可か能のう性せいがあるなら、当たってみなければならないですね。

大竹：助かります！（笑）

ＧＭ：はい。ハンドアウトはそんな感じ。次は、ＰＣの成長に移うつります。

一同：はーい。




●キャラクターの成長




ＧＭ：というわけで、皆さんは２レベルぶん成長することになります。

大竹：いぇーぃっ！




　今回〝ワイルドブルー〟の面々はレベル５からレベル７へ、２レベルぶん上じよう昇しようすることになる。これは、第二話で多くの成長点を得たことに加え、第二話のあとに収録した第〇話でも、多くの成長点を獲かく得とくした結果である。なお、ギルドのレベルは上昇していない。




ＧＭ：特に第〇話で、より多く戦闘することになり、成長点がたくさん入りまして（笑）。

林：（しみじみと）終しゆう盤ばんの戦闘もめっちゃきつかったもんなぁ。

ＧＭ：また、今回は『スキルガイド』で導入された、クラスロールも採さい用ようします。

一同：おおっ！




　クラスロールとは、ウォーリア、メイジ、アコライト、シーフという四つのメインクラスのヴァリエーションを表ひよう現げんし、個こ性せい付けするためのデータだ。

　ウォーリアでいえば、スピード重じゆう視しのスピードアタッカー、攻こう撃げき力りよく重視のブロウストライカー、防ぼう御ぎよ力りよく重視のパラディオンの三種に別れる。

　このクラスロールを導入することで、ロールスキルという強力なデータを取得できるのだ。




ＧＭ：敵もどんどん強力になりますので、皆さんにもパワーアップしていただければ、と。

鈴吹：ありがたい話だが……そんなに敵を強くしなくてもいいんだぞ（一同爆笑）。




　そして始まるレベルアップ。あーでもない、こーでもないと、試行錯誤がなされたあと、成長を遂とげた〝ワイルドブルー〟の面々が登場したのであった。




▼ウェンディ・ティファニー・グレースの場合（７レベル）


───大竹みゆ



ＧＭ：では、成長報ほう告こくをお願いします。

大竹（以下、ウェンディ）：はい。まず、《スラッシュブロウ》と《ヘビーハント》のレベルを上げたのだ。それから、新しん規き取得なのだが、《ワイルドパワー》で【筋きん力りよく】【精せい神しん】の基き本ほん値ちを上げ、《ハンティングセット》で精せい霊れい草を取得したのだ。これで、魔ま法ほうダメージも与あたえられるようになったのだ！

久保田：精霊草は、フリーアクションで、ダメージを魔法ダメージに変へん更こうする効こう果かでしたね。

ウェンディ：そうなのだ。ただ、シナリオ中１回しか使えないので、とっても大事なのだ。それから、クラスロールの《ブロウストライカーⅠ》を取ったのだ。




《ブロウストライカーⅠ》

　フェイトを１点消費することで、既すでに使用した《スラッシュブロウ》を再さい度ど使用可能にすることができる。シナリオ一回のみ。




鈴吹：やはりウェンディは攻撃力重視がよく似に合あう（笑）。

ＧＭ：装そう備びに変更はありますか？

ウェンディ：武器を、ヘビーエストックに変えたのだ。それから、リンクアイテム……頭部防ぼう具ぐを猟りよう王おうの兜かぶとに、胴どう部ぶ防具を猟王の皮鎧よろいに、補ほ助じよ防具を猟王の外がい套とうに変えたのだ。三つそろえたから、動どう物ぶつ系けい以外にも効きくのだ。

ＧＭ：なるほど。

ウェンディ：ただ、猟王シリーズの防具をつけてもあまり外見は変えたくないのだ。角とか毛皮とかついててあまりウェンディのイメージに合わなくて。

ＧＭ：了りよう解かいしました（笑）。じゃあこれまでの衣い装しようが猟王のシリーズの防具で、今回の成長でその真しん価かを発はつ揮きできるようになった、みたいな感じでどうでしょう。

ウェンディ：それでＯＫなのだ。



















▼ゴート・ジンガーの場合（７レベル）


───林啓太



林（以下、ジン）：ジンだ。《スペシャライズ：短たん剣けん》を伸のばした。新規取得は、ステップ系けいのスキルの効果持続中に、攻撃力とか命中とかが上がる《バトルステップ》を取った。

ＧＭ：ジンの短剣の技わざがまた、伸のびましたね。

ジン：それから、《ウェポンフォーカス》や、《ダンシングヒーロー》を使用した判はん定ていの直後に使用するとダイスを振ふり直せる《スーパーヒーロー》も取得した。

ウェンディ：《スーパーヒーロー》!?　ジンらしい特とく技ぎなのだ！（笑）

ジン：だろ、ダンスに生きる俺おれらしいじゃん！（笑）　一いつ般ぱんスキルは、《アンチトラップ》を取得したので、トラップが発動した場合の抵てい抗こうとかがちょっと強くなったぞ。あとは、武器をミスリルダガーに変更したぐらいかな。



















▼ナッツ・ロッカーの場合（７レベル）


───鈴吹太郎



鈴吹（以下、ナッツ）：ワタクシ、『サガ・クロニクル』にあわせて、リビルドしたのデス。

ウェンディ：リビルド！




『アリアンロッドＲＰＧ２Ｅ・サガ・クロニクル』は、二〇一四年四月に発売されたサプリメントだ。ナッツの故郷アルディオン大陸の最新情報・データを収録している。

　このサプリメントにより、ナッツの取得しているデータが一部が変更されたので、今回リビルド（サプリメントなどの発売により更こう新しんされたデータに基もとづいたキャラの再さい作さく成せい）してもらっている。




ナッツ：リビルドしたものの《プロテクション》を飛ばしたりしつつ、防ぼう御ぎよも固いという路線はほぼ変わってマセン（笑）。とはいえ、武器はウォーピック、補助防具をダイアポイントアーマーに変えたので、装備は少々変わったのデス。少しおたまがとがりマシタ（笑）。

ＧＭ：なるほど（笑）。

ナッツ：スキルは、《ファランクスアーツ》と《ホーリーガード》のレベルを上げて、防御力を上げる《アイアンアームド》を新規取得しマシタ。それから、アコライトのクラスロールの《ハンズオブライトⅠ》を取得しマシタ。フェイトを１点消費しますが、シーン中のダメージ軽けい減げんの魔ま術じゆつの効果に＋１Ｄなのデス。

ジン：シーン中持続か。これは強いな！

ナッツ：神々しい光をまといながら戦うようになったのデス。防御力だけじゃなくて、攻撃力もけっこう上がったのデス。若じやつ干かん命中には不安がありマスが、ルシャナ様が支援を飛ばしてくれるので、大だい丈じよう夫ぶデショウ。



















▼ルシャナ・アムルタートの場合（７レベル）


───久保田悠羅



久保田（以下、ルシャナ）：私は、《シャープネスガーデン》と《フィジカルエンチャント》のレベルを上げ、《グリーンサム》と《ブーストガーデン》を新規取得しました。

ＧＭ：それぞれ、どんな効果でしたっけ？

ルシャナ：まず、《グリーンサム》は、ダメージ増ぞう加か、ダメージ軽減などを行なう錬れん金きん術じゆつの効果が上がります。具体的には、《ブーストガーデン》や《シールドガーデン》などですね。

ＧＭ：《ブーストガーデン》は？

ルシャナ：《ブーストガーデン》は、《ガーデン：[image: ][image: ]》の効果を受けている他ＰＣのダメージが増加されます。

ＧＭ：なるほど。

ルシャナ：それから……クラスロールの、《エンチャンターⅠ》を取りました。フェイト１点消費して、《エンチャントウェポン》の属ぞく性せいを変更できるようになりました。これで、敵の属性にあわせた支援ができるようになりました。

ＧＭ：装備に変更はありますか？

ルシャナ：補助防具が庭匠の靴くつになりました。おかげで、ガーデナーのコストが下がりました。以上です。

ＧＭ：はい、了解です。では、ギルドの成長はないのでオープニングに移りましょう。
















　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆風は巨柱都市へ




　ラフレシアンとの死し闘とう後、〝ワイルドブルー〟はしばらく、カイラーシャに滞在していた。

　とある日の午後、ルシャナは世話になっている宿屋の庭の手入れに、いそしんでいた。

　草木の香かおりに心が安らぐ。庭師であるルシャナにとっては、願ってもない気分転てん換かんだった。




ＧＭ：では、オープニングフェイズに入ります。最初のシーンのシーンプレイヤーはルシャナです。他の皆さんは途と中ちゆうからの登場になります。

ルシャナ：分かりました。

ＧＭ：カイラーシャの神しん殿でんを拠きよ点てんとして活動していますが、逗とう留りゆう先は宿屋です。ラフレシアンを倒たおしたあと、〝七つの封印〟の情報を集めつつ、魔獣を狩かる暮くらしがしばらく続いていたとお考えください。

ウェンディ：ふむふむ。

ＧＭ：今日はそんな日々の中の休日。みんな思い思いに時間を使っています。

ルシャナ：では、私は皆さんがくつろいでいる時、宿屋の庭に出て、庭の手入れでもしていましょう。庭師ですからね。ガーデニングですよ。

ウェンディ：え、《ガーデン：荒野》で庭を荒野にするのか!?




　《ガーデン：荒野》──周辺の土地を荒野にしてしまうルシャナの得とく意い技わざであった。




ルシャナ：違ちがいます！（笑）　ごくまっとうに庭園術じゆつを使って、庭の手入れをします。ガーデンステッキを使って、不要な雑ざつ草そうを排はい除じよしたり、木々の育成のために不要な枝えだを剪せん定ていしたりします。

[image: ]




　ルシャナが手にした杖つえを振ふるう。すると、雑草は地に還かえり、不要な枝はみるみると縮ちぢんでいく。錬金術の一種である庭園術が行使されている光景は、神しん秘ぴ的てきでさえあった。




ナッツ：ガーデンステッキ、便利デスね！（笑）

ＧＭ：そこへ、宿屋のおかみがひょっこり顔を出します。「精がでますね、ルシャナさん」

ルシャナ：いえ、これも趣味のうちですので。

ＧＭ：「宮廷庭師に庭の手入れをしてもらえて、ご近所に自じ慢まんできますわ。ところで、ご実家から手紙が来てますよ」

ルシャナ：おや。では、作業の手をとめて中身を確かく認にんしてみましょう。




　手紙の差出人はルシャナの父で、中身は以下のとおり。

　マジェラニカの西方にあるネディーア地方の〝巨柱都市〟パヴィトラ・スタンヴァに、アンヴィルという腕うで利ききの鍛か冶じ職人がいる。

　前回の冒険で入手した〝狩りの女神〟の武具の欠片を彼のもとに持ち込めば、武具を再さい生せいすることができるかもしれない。




ルシャナ：なるほど。我が女神に相応ふさわしい武具が作れるかもしれないという話ですね。

ジン：あの欠片がなかったら、魔獣の瘴気ドームを破やぶることができなかったじゃん。

ウェンディ：ここで登場するのだ。すたっ！

ルシャナ：どうしましたか、我が女神。

ウェンディ：庭いじりをしているようだが庭に植えた精霊草は、どうなったのだ？

ジン：さっき、庭の雑草を排除とか言ってなかった？

ルシャナ：………。

ウェンディ：………？

ルシャナ：草花を育てるためには、土ど壌じよう作りが大切でして（一同爆笑）。

ウェンディ：シナリオ１回しか使えないんだぞ!?　こんなところで、墓ぼ穴けつ掘ほらないで!?（笑）

ルシャナ：って、あとから言われても困こまりますよっ！（笑）　というか、最近、皆さんの私に墓穴を掘らせようとする風ふう潮ちようはいったいなんなんですか!?（爆笑）




　ひどい話であった。

　ともあれ、精霊草が処しよ分ぶんされたなどという悲ひ劇げきは起こらず（笑）。

　ルシャナはウェンディに手紙の内容を報告した。そして〝ワイルドブルー〟全員で、件くだんの〝巨柱都市〟に向かうかどうかを話し合うこととなったのである。




ＧＭ：では、皆さんは、宿屋の一室で会合を持つことになりました。

ウェンディ：ルシャナ、ごめんなのだ。つい、墓穴を掘ほって貰もらいたくて（笑）。

ルシャナ：それはもういいですから（笑）。武具を入手するために、パヴィトラ・スタンヴァに赴くかどうかを話し合いましょう。

ナッツ：では、ワタクシは皆さんにハーブティーでも振ふる舞まいマショウ。

ジン：サンキュ、ナッツ。で、そこはどんな町なんだっけ？

ＧＭ：では、改めて解説しましょう。この町は埼さい玉たま県の木場椰子きば・やしさんの投稿を少々修しゆう正せいさせてもらったものでして……。




パヴィトラ・スタンヴァ（投稿者：埼玉県／木場椰子さん）

　ネディーア地方に存そん在ざいする町。町の中央に、巨大な金きん属ぞくの柱があり、それにちなんで〝巨柱都市〟のふたつ名を持つ。その柱を中心にしたクレーターの内部に人々が都市を形成している。周辺は危険な地形が多く、魔獣も闊かつ歩ぽしているが、クレーター内は安全で、一種のオアシス的な都市として存在している。




ジン：どういう理り屈くつかは分からないけど、クレーター内は魔獣の脅威がないってわけね。

ナッツ：マジェラニカに住む以上、多くの町が魔獣対たい策さくを何らかの形でしているのデスな。

ウェンディ：で、わたしは、この町の鍛か冶じ屋やアンヴィルさんに会いたい。

ナッツ：ほう。

ウェンディ：そして彼に〝狩りの女神〟の武具を作ってもらいたいと思っているのだ。一緒に行ってはくれないか？

ジン：おお、腕うで利きの職人かぁ。そいつはすげぇじゃん！　魔獣退治のためにも、伝説の武器をゲットしようじゃん。

ウェンディ：おお！　ありがとう、ジン。で、ナッちゃんは？

ナッツ：は、よろしいと思いマス。いってらっしゃいマセ。

ウェンディ：…………。

ナッツ：…………。

ウェンディ：ナッちゃんも一緒に行くの！（一同爆笑）

ナッツ：ワタクシ、手が光るようになったので、そのような武具などなくても……。

ウェンディ：ナッちゃんがいないとギルドが全ぜん滅めつしちゃうから！

ナッツ：ふぅ。そこまで言われてはしかたありマセン。ご同行しマス。

ルシャナ：なんで、偉えらそうなんだ（笑）。

ウェンディ：というわけで、パヴィトラ・スタンヴァに出発なのだ！

ＧＭ：では、皆さんがパヴィトラ・スタンヴァに向かうと決めたところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Opening02◆同行者




　パヴィトラ・スタンヴァに旅立つことになった一行。

　そのことを伝えにウェンディが神殿へ向かうと、小さな犬が元気よく吠ほえているのを見かけた。商人のサムエルが連れている、チロの吠ほえ声ごえだった。




ＧＭ：次のシーンです。シーンプレイヤーはウェンディ、他のＰＣは登場なしということで。パヴィトラ・スタンヴァに向かう前に、ウェンディは神殿へと立たち寄よりました。そこで、第〇話に出てきた、商人サムエルと彼の愛犬チロと再会することになります。

ウェンディ：よし。では、しばらくカイラーシャから離れるので、神殿に挨拶にいこう。

ＧＭ：ウェンディが神殿にやってくると、「ワンワンッ！」という元気な犬の鳴き声が聞こえます。

ウェンディ：この声……もしや、チロちゃんか!?

ＧＭ：そのとおり。近くにサムエルもおり、「ウェンディ様、あのときはお世話になりました」と頭を下げます。

ウェンディ：ダイアモンドおじじだ！（笑）　その節は、お世話になったのだ！　おかげで、装備が買えたのだ！　新しい装備を見せびらかすのだ！




　前ぜん述じゆつのとおり、ウェンディたちは第〇話でサムエルとチロを助けている。その結果、当時のレベルとしては強きよう敵てきのイエティと戦うはめになり、パーティ半はん壊かいの危き機きを迎むかえたのだ。

　ウェンディがサムエルをダイアモンドおじじと呼よんだのは以下の様な経けい緯いだ。

　イエティとの死闘後、生きながらえたサムエルが御お礼れいをすると申し出たのだ。激げき戦せんのため【ＭＰ】が枯こ渇かつしていた一同は、当然のようにＭＰポーションを切望したのである。しかし、彼が差し出したのは高級ダイアモンド。ありがたいが、実に空気の読めない代物であった。

　というエピソードが、よほどウェンディの印象に残っていたようである。




ＧＭ：「それは何よりです。皆さんのおかげで助けられたのですから、それくらいのお礼をするのは当然ですよ」ワンワンと連れのチロも元気に鳴きます。

ウェンディ：チロちゃんも元気そうだな！

ＧＭ：「チロは、私の家族です。あなたに救われたことで、私はチロと一緒に旅商人の暮らしを続けることができました」

ウェンディ：それはよかったのだ！

ＧＭ：「ウェンディ様は、どちらへ？」

ウェンディ：パヴィトラ・スタンヴァに向かう前に、神殿に挨あい拶さつに行こうと思っていたのだ。

ＧＭ：「実は、私もパヴィトラ・スタンヴァに届とどけ物ものを運ぶ仕事をしています」

ウェンディ：なんという偶ぐう然ぜん！（笑）

ＧＭ：「パヴィトラ・スタンヴァは私のお得意さまでして。ただ、あの町に行くには難なん所しよを越こえなくてはいけなくて……」

ウェンディ：そういえば、魔獣に囲まれているんだったな。

ＧＭ：「はい。その中を、弾だん丸がんキャラバンが進んでいくのです」

ウェンディ：じゃあ、一緒に行かないか？

ＧＭ：「それはありがたい！」実はこちらから頼もうと思ってました。さて、サムエルはそろばんを弾はじいて「どうでしょう？　五〇〇〇Ｇで」

ウェンディ：お金のことはルシャナに聞いてみないと分からないけど、ルシャナはチロみたいなカワイイ動物が好きだから賛さん成せいしてくれると思うのだ！

ルシャナ：ちょっ!?（一同爆笑）




　というわけで、ウェンディはこの話を一行に持もち込こんだ。相談の結果、サムエルと同行してパヴィトラ・スタンヴァに赴くことになったのである。




ウェンディ：不思議な縁えんというヤツだな。

ＧＭ：では、賑にぎやかな同行者ができたところで、シーンを終了しましょう。







◆Opening03◆ライバル出しゆつ現げん




　ジンは、旅の前の景気づけに、酒場に繰くり出だしていた。

　思わず踊おどり出したくなる音楽に身を委ねつつ、注文したミルクをあおる。

　みずみずしい肢し体たいを揺ゆらす踊おどり子こを目で追って楽しむ。

　しかしなぜか自分が見られているような不思議な感覚に、ジンは囚とらわれていた。




ＧＭ：次はジンのシーンです。ジンが謎なぞの巨漢から、挑戦を受けるシーンです。

ナッツ：きっと、渋しぶい酒場なんじゃない？　そこで、ジンが飲んでると、スーッとドリンクが……。

ジン：俺、未成年だから、お酒は飲めない。だからミルクで（笑）。

一同：ミルクかい！（爆笑）

ＧＭ：じゃ、酒場ということで。陽気な音楽に合わせて踊り子たちが舞っています。

ジン：よし、踊り子をナンパするじゃん。お姉ちゃん、俺と一緒に踊らなーい？

ＧＭ：「もー、ジンさんったら」

ジン：俺は適てき当とうにあしらわれるんだけど、めげない！　周りからは「しらふでよくあそこまでできるよなぁ」って目で見られてる（笑）。

ＧＭ：ジンの踊りは、「この辺では見ないけれど、これはこれで」みたいな評ひよう価かですね。

ジン：うちの部族の神しん聖せいな踊りなんだ。めいっぱい盛もり上あげるじゃん！

ＧＭ：何人かの女の子たちが「ジンさん素す敵てき！」「次もまたうちの店に来てよね！」と。

ジン：もちろん！　俺はミルクを飲んで上じよう機き嫌げんになる。

ＧＭ：すると、低い声で「女をはべらせて、ミルクで上機嫌か。チャラいな。〝狩りの女神〟の金魚のふんってのは、いったいどれほどのもんなんだい？」と声がかかります。

ジン：声がした方を向いてみる。

ＧＭ：岩のようにごつい体つきのドゥアンが、背せ中なかを丸めてカウンターに座すわっています。鋭するどい目つきでジンをにらみつけています。

ジン：そういうお前は一体誰だれだ？

ＧＭ：「俺はガイダロス。お前の評ひよう判ばんを聞いて来てみれば、とんだふぬけだな」

ジン：そうかい。俺がチャラいのはそのとおりだから、そこは聞き流す。

ＧＭ：ふむ。ガイダロスは不ふ機き嫌げんを周囲にまき散らし、ウェイトレスに「遅ぇ。もっと早く来いや！」となどと怒ど鳴なりつけます。ファーナというウェイトレスは震ふるえあがってますね。

ジン：女の子に当たり散らすのはどうかと思うぜ？

ＧＭ：「うるせぇな。ウェイトレスに何言おうが勝手だろ？」と巨漢は立ち上がります。「文もん句くがあるなら、一丁勝負をつけようじゃないか」

ジン：勝負に興きよう味みはないけど、ファーナちゃんへの振ふる舞いについては、謝あやまってもらわないと気が済すまないじゃん。

ＧＭ：では、ここで勝負になります。演えん出しゆつ的にはジンの好みでいいですが、【筋力】判定の対決となります。

ジン：力勝負、望むところじゃん！
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ナッツ：腕うで相ず撲もうとかデスカ？　それなら、酒場のマスターが机つくえを用意してくれて、野次馬がジンに賭かける人、謎の巨漢に賭かける人に別れて声せい援えんを……（笑）。

ＧＭ：賭けは、謎の巨漢がやや優ゆう勢せいのようですね。では、【筋力】判定で対決しましょう。先にこちらが振りますね。（ダイスを振る）出目が５で、達成値は15。

ジン：《ダンシングヒーロー》。妙みような踊りを踊りながら、腕相撲に挑む。これで俺は強くなるじゃーん！　（ダイスを振る）出目は11、達成値は15！

ＧＭ：同どう値ちなので、引き分けですね。




　激はげしい力と力のぶつかり合い。

　バキン！　その力の激げき突とつに耐たえられず机が割われた。

　ふたりの腕は空中で静止したまま───。




ウェンディ：ドラマチックなのだ！

ジン：なかなかやるじゃん！

ＧＭ：「リングがこれじゃあ、勝負は続けられねぇ。今日のところは勝負は預あずけてやる」

ジン：ああ。ただし、次の勝負で俺が勝ったら、ファーナちゃんには謝あやまるんだぜ？

ＧＭ：「再さい戦せんの時に、お前が生き残っていたらな」と言って、巨漢は机の破は片へんを摑つかみ上あげ、そのまま握にぎり潰つぶします。「楽しみが増ふえたぜ」と言って、のっしのっしと去って行きます。

ジン：ふう。……さて、雰ふん囲い気きが台無しになっちゃったけど、踊り直ししようぜ！

ＧＭ：巨漢の空気に圧あつ倒とうされたままの人々は、「そ、そうだね」とジンの言葉に促うながされて、いつもの空気を取とり戻もどします。

ジン：さぁ、もっと笑って、踊おどって！

ＧＭ：みな、ジンの呼よびかけによって、踊ったり飲んだりしはじめますが、まだ、自分たちが目もく撃げきしたものが信じられないという気持ちを残しているようです。どことなくぎこちなさが残る酒場を映うつしたところで、シーンを終了しましょう。







◆Opening04◆ナッツの音楽隊




　カイラーシャでカシュー、マカダミア、ヘイゼルという仲間を集め、音楽活動にいそしむナッツ。この街を離はなれたくないと思いつつ演えん奏そうしている。

　パヴィトラ・スタンヴァに行くという話はすっかり聞かなかったことにしていた。




ＧＭ：次は、ナッツのシーンになります。アサーバ先生から情報を得るシーンをなりますが、ナッツに希望はありますか？

ナッツ：ワタクシ、カシュー、マカダミア、ヘイゼルという仲間を得て、〝ナッツ・ロッカー〟というバンドを組んで、ライブハウスとかで音楽活動をしているのデス。

一同：…………。

ＧＭ：なんか、社長の趣味（洋楽大好き）丸出しですね。

ナッツ：（素に戻って）アサーバ先生と意気投合したってＧＭがいうから、趣味の友達ってことにしたんだよ！（一同爆笑）

ＧＭ：バンドまで組まなくてもいいんですけど（笑）。……じゃあ、その〝ナッツロッカー〟のメンバーに、ピスタチオ・アサーバ先生がいることにしましょう。

ウェンディ：アサーバ先生は、ピスタチオって名前だったのか（笑）。

ナッツ：通つう称しようは、〝教きよう授じゆ〟デスネ。担当はキーボードで、本業は古代遺跡を調べることだけど、趣味でバンドをやっているのデス（爆笑）。




　というわけで、評判の新進のバンド、ナッツロッカーが奏かなでる軽けい快かいなメロディがカイラーシャのとあるライブハウスに響ひびき渡わたる。

　ひとしきり演奏に興きようじたのちの休きゆう憩けい時間、メンバーのアサーバがナッツに切り出した。




ＧＭ：アサーバは「ナッツ君は今度、パヴィトラ・スタンヴァの町へ行くと聞いたぞ？」と話しかけてきます。

ナッツ：（裏うら声ごえで）行きマセン！　仲間が行くだけデス！

一同：ちょっ!?（一同爆笑）

ナッツ：（素すになって）でここで、アサーバ先生が「バンドのツアーと研究を兼かねてその町に行くことになったから」って言うんだよ。そうすればナッツは同行せざるをえない。

ＧＭ：なんでそんなもってまわった展開に。

ナッツ：しょうがないだろ！　ナッツは臆おく病びようなんだから、旅立つには理由が必要だんだよ。

ＧＭ：…………（ナッツがやる気になるならいいか）。その案で行きましょう。

ナッツ：では、ナッツはしぶしぶと、「しかたがないデスねぇ」と目的地に向かう気になる。

ＧＭ：難なん儀ぎなＰＣですね（笑）。で、ここからが本題になります。「パヴィトラ・スタンヴァに着いたら、あの町の神官ファリスタ殿を紹介しよう」

ナッツ：ファリスタ殿とは？

ＧＭ：「私の知人の、パヴィトラ・スタンヴァの神殿の神官長だ。あの町に立つ巨柱は太古の遺跡でな。その遺跡を利用した神殿を護まもる長が彼女なのだ」

ナッツ：太古から続く遺跡を護る神官長デスか。

ＧＭ：「その遺跡の力で、パヴィトラ・スタンヴァの町は、魔獣から護られているという。キミたちの目的に関連するかもしれんぞ」

ナッツ：ウェンディ様が喜ぶデショウ。ぜひ、お願いいたしマス。

ＧＭ：では、アサーバ先生一行も同行することになったということで。

ウェンディ：うむ。ナッちゃんを動かしたい時は、アサーバ先生を味方につければよさそうなのだ（笑）。

ジン：にしても、移い動どうが大所帯になるじゃん……（笑）。

ナッツ：賑にぎやかでいいデショウ？（笑）

ＧＭ：サムエル一行に加えて、アサーバ先生とバンドまで（笑）。ともあれ、パヴィトラ・スタンヴァに向かうメンツがそろったところでシーンを終了します。







　　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆出発の刻とき




　翌よく朝あさ、パヴィトラ・スタンヴァに出発しようと一行は、カイラーシャの門に集まった。

　ナッツと、そのバンド、ナッツロッカーのメンバーがわいわいと佇たたずんでいる。

　さらに商人サムエルとその飼い犬チロも一いつ緒しよだ。なんとも賑にぎやかな旅になるだろう。




ＧＭ：ミドルフェイズに入ります。〝巨きよ柱ちゆう都市〟パヴィトラ・スタンヴァに向かう道中を演えん出しゆつしようと思っていたのですが、もう少し手前から演出を始めましょうか。

一同：はい。

ＧＭ：場所は、カイラーシャの門の前。

ナッツ：いってらっしゃいマセー！（一同笑）

ウェンディ：だからナッちゃんも、バンドの人と一緒に行くことになったんでしょ!?（笑）

ナッツ：そうデス（笑）。所しよ属ぞくするバンドがワールドツアーを開かい催さいすることになりマシテ、急きゆう遽きよワタクシも一緒にパヴィトラ・スタンヴァに行くことになりマシタ。

ジン：バ、バンド!?

ナッツ：ええ！　この音を世界中に響ひびき渡わたらせることによって、ご主人様もワタクシのことに気づいてくださるかもしれないと気づきマシタ！　そのため、皆さんとご一緒にパヴィトラ・スタンヴァに行きマス！

ジン：なんか話が変わってるな（笑）。

ウェンディ：なにはともあれ、ナッちゃんが一緒に来てくれるみたいで、よかったのだ！

ジン：まさか、バンドメンバーを引き連れてくるとは思わなかったけどね（笑）。

ウェンディ：今回は大所帯なのだ！（笑）

ナッツ：ワタクシ、チロと肩かたを組んで写真を撮とりマス。「ご主人様が側にいていいデスネ」「いや、側にいると、それはそれで苦労があって……」と語り合ったり（笑）。

ウェンディ：今回ナッちゃんがちょっぴりおかしい！（笑）

ナッツ：《アニマルエンパシー》は持ってないですが、ワタクシはチロたちと仲良くなりマス。

ルシャナ：（ぼそりと）……ナッツ。あとで私わたしにもチロをもふもふさせてくださいね（笑）。

ウェンディ：今回は、ルシャナもどっかおかしい！（笑）

ＧＭ：サムエルが「準じゆん備びができましたし、出発しましょう」と号令をかけ、キャラバンはカイラーシャを出立することになります。

ナッツ：どういうルートにいくのでアリマスか？

ＧＭ：カイラーシャからしばらくは徒歩、港町へでるんですが、そこからは船で海を渡わたり、ネディーア地方へと向かうことになります。

[image: ]

ナッツ：海!?　ワタクシ、船ふな酔よいしそうデス。

ウェンディ：ナッちゃんが船酔い!?（笑）

ジン：そんな機き能のうまであるなんてすげえじゃん！

ルシャナ：でも、ナッちゃんは船でマジェラニカまでやって来たはずですよね？

ナッツ：細かいことは気にしないのデス（笑）。

ＧＭ：まず、カイラーシャの港からすぐに船旅になりますね。しばらく細長い湾わんを進み、そこから外洋に出て、ネディーア地方の港に入ることになります。

ルシャナ：海路なら、かなり行こう程ていを短たん縮しゆくできますね。

ナッツ：ところで、サムエル様はどんな物ぶつ資しを運んでいるのデショウ？　こんな遠路をいくのですから、食料品とかではないデスヨネ？

ジン：たぶん、カイラーシャの方でしか作れないような、交こう易えき品ひんを運んでるんじゃないかな。

ナッツ：なるホド。馬車を何台も引き連れているわけデスネ。

ＧＭ：はい。船旅が終われば、皆みなさんは陸路を馬車で移い動どうすることになります。というわけで、船旅はネディーア地方の東の都市に寄き港こうして終わり、これからは馬車の旅です。

ウェンディ：馬車で移動なのか？

ＧＭ：この辺はまだ穏おだやかな様子で、魔ま獣じゆうもあまり出てこないようです。周囲には、豊ゆたかな自然が織おりなす、のどかな光景が広がっています。

ウェンディ：じゃあ、わたしは馬車の中で、チロちゃんと一緒に遊んでいるのだ！

ジン：おっ、チロと遊ぶの？　いいじゃ～ん。

ナッツ：到とう着ちやくするまでは時間がありマスからね。では、私たちのバンド、ナッツロッカーがステキな音楽を奏かなでることにしまショウ。

ルシャナ：なんか、思いっきり油ゆ断だんしてる気もしますが……たまにはいいでしょう（笑）。

ジン：ルシャナは相変わらず固いじゃん！（笑）

ＧＭ：さて、一緒に遊ぶとチロはウェンディにすぐ懐なついてきますよ。

ウェンディ：うふふ、チロ～、チロ～。

ＧＭ：「ワンワン！」

ナッツ：じゃらら～ん♪（[image: ]ＢＧＭ）

ＧＭ：もうすっかり友達ですねー。

ウェンディ：この旅の間、ずっと一緒にいて仲良くなったのだ。

ルシャナ：船の上でも面めん倒どうをみていたのですね。

ＧＭ：そうすると、サムエルさんも微笑ほほえんでみていますよ。「いやあ、チロがこんなに懐なつくなんて。まるで、兄弟のようですなぁ」と。

ウェンディ：兄弟？　じゃあ、わたしが姉なのだな！

ＧＭ：「ワンワン！」とチロも喜んでいるように答えます。という旅を続けながら……ってところで、ここでちょっとシーンを挟はさみます。
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◆Middle02◆謎なぞの戦いくさ乙おと女め




　一行はネディーア地方の平原を陸路で移動する。

　がたごと馬車に揺ゆられながらの旅が続く。

　チロを抱だきながらそんな旅を続けるウェンディは、ついついうたた寝ねをししてしまう。




ＧＭ：では、旅の途と中ちゆう。ウェンディはチロを抱だいたまま、ちょっとうとうとし始めました。

ウェンディ：馬車でがたごと揺られてるから、眠ねむくなったのだ。チロを抱かかえたまま、居い眠ねむりしちゃうのだ。うとうと（笑）。

ＧＭ：そして、夢ゆめを見ることになります。

ウェンディ：夢？　どんな夢なのだ？

ＧＭ：はい。どことも知れぬ、不思議な空間の中……。ウェンディは、そんな中にいます。

ウェンディ：ここは？

ＧＭ：ふと気づくと、あなたを見下ろす人物がひとり。

ウェンディ：だ、誰だれなのだ!?

ＧＭ：その人物の姿すがたに、どこか覚えがあるようなのですが、どうも判はん然ぜんとしません。

ジン：ああ、記き憶おく喪そう失しつだからじゃん。

ウェンディ：うっ、そうだったのだ。

ＧＭ：彼かの女じよは、あなたと同じヴァルキリーです。豊かな黒くろ髪かみと、右目に眼がん帯たいをしている凛り々りしい女じよ性せいです。

ウェンディ：じゃあ……お姉様？

ルシャナ：お姉様!?

ウェンディ：よく覚えていないけど、そんな気がするのだ。

ジン：あくまでも、記憶喪失じゃん。

ＧＭ：黒髪のヴァルキリーは言います。「石を……あの石を渡わたしてはならない」と。

ウェンディ：石を？　この〝狩かりの女神〟の武ぶ具ぐの欠片かけらのことなのか？

ジン：何の石なんだ？　よく分からないんじゃん。

ＧＭ：「…………」やがて、その女性の姿は消えていきます。

ウェンディ：あっ、待って……!!

ＧＭ：というところで、目を覚まします。

ウェンディ：……はっ!?

ナッツ：どうしたのデスカ、ウェンディ様？

ウェンディ：うん、なんでもないのだ。

ＧＭ：そんなウェンディを心配するチロを映うつして、シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle03◆〝巨柱都市〟への試練




　パヴィトラ・スタンヴァへ向けて、隊商の馬車が列をなして進んでいく。

　晴天続きの行程が終わり、前方に暗雲が拡ひろがり始めた。

　周囲の光景も、穏やかな平原から、険けわしい谷へと変わってきた。

　この旅最大の難なん所しよが始まろうとしていた。




ＧＭ：では、次のシーンです。しばらく馬車を進めているんですが、サムエルが、ちょっと表ひよう情じようを引ひき締しめますね。

ナッツ：ど、どうしたのデスカ？

ＧＭ：「皆さん、心してください。これから、難所越ごえになります」

ルシャナ：難所……？

ＧＭ：ええ、サムエルが指差す先は、どんよりと暗雲が立ちこめています。というわけで、ここからは、ＦＳ判はん定ていです。皆さんには難所を次々と越えていただきます。

ナッツ：旅は楽しんでなんぼデスよ？

ウェンディ：今までの演出だけで、十分楽しかったのだ（笑）。

ＧＭ：オープニングで難所と言ったじゃないですか。楽しいだけの旅じゃありませんよ。

ナッツ：なるほど。では、皆さま、がんばってクダサイ。

ウェンディ：ナッちゃんもがんばるの！（笑）

ＧＭ：馬車はカラカラと平原地帯を進み、やがて谷ぞいの細い道へ入ります。すると、突如巨大な猪いのししであるヴァラーハの大群が後方から迫せまってきます。




ヴァラーハ

　マジェラニカに棲すむ猪の姿をした魔獣。強きよう靱じんな肉体による体当たりは、大だいの大人を軽く吹ふき飛とばすほどだ。
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ナッツ：暴あばれイノシシデスとぉ～っ!?

ＧＭ：サムエルは「皆さん、魔獣の相手をお願いします」と、皆さんを隊商の最さい後こう尾びに案内します。そこでは、ヴァラーハの大群が蹄ひづめで大地を蹴けり突とつ進しんしてくる様さまが見えます。

ジン：ヴァラーハぐらいなら、戦闘して追い払ってもいい？

ＧＭ：お勧めしません。ヴァラーハはさほどの敵ではありませんが〝大群〟です。戦闘するなら、最初に６体。ラウンドが進むごとに３体増援が来ます。隊商にも被害がでるでしょう。

ウェンディ：じゃあ、追おっ払ぱらえばいいのか？

ＧＭ：はい、ヴァラーハは後方から追いかけてくるので、石を投げたり、武ぶ器きを使ったりして、追おい払はらってください。その間、サムエルは馬車を飛ばして振ふり切きろうとします。

ウェンディ：分かったのだ！

ナッツ：どうすればよいのデスカ？

ＧＭ：はい、ここからヴァラーハを振ふり切きるＦＳ判定となります。




▼名めい称しよう：難所を越こえろ！

判定：【筋きん力りよく】

難なん易い度ど：12

制せい限げん人数：４人

終了条じよう件けん：２ラウンド経けい過か

成長点：10点

支し援えん判定：【精せい神しん】

完かん了りよう値ち：12
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●第１ラウンド

行動値

ジン　　　　　　　16

ルシャナ　　　　　11

ウェンディ　　　　６

ナッツ　　　　　　３




ＧＭ：では、第１ラウンドを開始します。まずは、セットアッププロセスから。

ナッツ：能のう力りよく値ち判定だから、命中や攻こう撃げき力りよくを上げるスキルは使わなくていいと思いマス。

ルシャナ：ですね。《ガーデン：荒こう野や》は使用しないでおきましょう。

ＧＭ：他にスキルの使用宣せん言げんはありませんね？　では、【行動値】が一番高いジンから。

ジン：【筋力】判定か……。《ダンシングヒーロー》を使えばなんとかなるかな？

ナッツ：【筋力】は、ワタクシとウェンディ様が得意デスので、待機してもいいと思いマス。

ジン：分かった。じゃあ、ここは待機しておく。みんなが不得手な能力が来た時に、《ダンシングヒーロー》を使ってなんとかするという方ほう針しんで。

ＧＭ：ヴァラーハが進しん撃げきし、キャラバンの最後尾に追いつきそうな気配がしてきました。

ルシャナ：私も待機します。

ウェンディ：わたしの番だな！　【筋力】は10あるのだ。ファンブル以外なら成功するから、必ず進む！　さあ、馬車を進めるのだ。

ＧＭ：サムエルは、手た綱づなを叩たたいて馬車のスピードを上げようとします。

ナッツ：ＦＳ判定だし、達成値は高い方がいいデス。18以上なら進行値は４点も進みマス。

ウェンディ：がんばる！　（ダイスを振ふる）……ダイス目６で達成値16。

ＧＭ：差分は＋４ですから、進行値が２点上じよう昇しようします。




進行値：０[image: ]２（残り10）




ＧＭ：馬車に追いすがってくるヴァラーハを、ウェンディがエストックで攻こう撃げきするわけです。その隣となりで、チロが一緒に吠ほえて威い嚇かくしたりしています。

ウェンディ：ヴァラーハを追い払いきれなかったのだ。残念。

ジン：ま、そんなこともあるじゃん（笑）。

ＧＭ：判定に使用する能力値は【筋力】のままで変へん更こうはありません。次は、ナッツ。

ナッツ：では、ワタクシが（ダイスを振る）あ、ダイス目３、達成値10で失敗（笑）。

ＧＭ：まさか失敗するとは！　失敗したら、何かペナルティを与あたえることにしておけばよかった（笑）。

ナッツ：やめてクダサイ！　ワタクシ、まだ死にたくなデス！（一同爆ばく笑しよう）

ジン：これは、ルシャナが支援判定をして、俺おれががんばって【筋力】判定を成功させるしかないじゃん。

ルシャナ：分かりました。では、待機していた私の番ですね。ジンを支援します。（ダイスを振る）……ダイス目３。達成値が９なので…………支援判定失敗。
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一同：なんだってぇ───っ!?（爆笑）

ウェンディ：また３!?

ＧＭ：ドドドドドッ！　ウエンディのエストックや、ナッツのおたまの妨害にもめげず、ヴァラーハの追撃はとまりません。ルシャナも有効な手を思いつかず……。

ウェンディ：ちょっとみんな！　ヴァラーハに舐められてるぞ!?（笑）

ルシャナ：ウェンディ様も関係者ですよ!?

ウェンディ：そうだった!?（一同爆笑）

ナッツ：支援判定まで失敗とは………これはもう、このラウンドは諦あきらめるしかないデス！（笑）

ジン：これは俺がやるしかない！　《ダンシングヒーロー》で（ダイスを振る）達成値12。

ＧＭ：差分は０ですので、進行値が１点上昇します。




進行値：２[image: ]３（残り９）




ＧＭ：ジンのリズミカルな蹴りを受け、ヴァラーハたちは痛いたみにひるんだのか、スピードを緩ゆるめていき、だんだんと距きよ離りが開いていきました。進行値３でイベントに移うつります。

一同：やったぁ───っ!!（爆笑）

ジン：なんか情なさけないけど（笑）。ハードルをひとつクリアしたじゃん（笑）。

ＧＭ：さて、谷間の道をガタガタと荷台を揺ゆらして進むと、その先に橋が見えてきました。

ウェンディ：おおっ！

ＧＭ：しかし、しばらくすると……。「吊つり橋ばしが……落ちている」とショックを受けた顔でサムエルがつぶやきます。

ジン：なんだって────!?（一同爆笑）

ナッツ：ど、どうすればよいのデスカ？

ＧＭ：幸い工事の途中のようで資し材ざいはおいてあります。皆さんは、谷を渡わたるため、吊り橋を架かけ直すことができます。ここからは、【器用】ないしは【知力】の判定に変更になります。ただし、難易度は12のままです。

ジン：ＦＳ判定で土木工事するとか、画期的じゃん!?（一同爆笑）

ルシャナ：しかたありません。馬車を降おりて橋を架かけましょう。

ナッツ：うう、重労働デスね。

ＧＭ：なお、この判定には、失敗すると、ヴァラーハたちに追いつかれ、範はん囲い攻撃を受けてダメージを被こうむることになります。

ナッツ：これは、またジン様とルシャナ様に待機をしてもらって、我われ々われでがんばるしか。シナリオの重要な局面で罠わなを解かい除じよする可か能のう性せいがあるジン様のフェイトは貴重デスから。

ウェンディ：【器用】は８。さほど得意ではないけれど……がんばるのだ。




●第２ラウンド

行動値

ジン　　　　　　　16

ルシャナ　　　　　11

ウェンディ　　　　６

ナッツ　　　　　　３




ＧＭ：では、第２ラウンドを開始します。

ナッツ：セットアッププロセスは特になしデス！

ジン：そして、俺とルシャナは待機。ここまでは第１ラウンドと一緒だな。

ウェンディ：わたしの番だな。（ダイスを振る）出目は７。達成値は15！

ＧＭ：差分が＋３ですので、進行値が２点上昇します。




進行値：３[image: ]５（残り７）




ウェンディ：わたしは今日はあまり力がでない。と丸太を担かつぎながら言うのだ。

ナッツ：十分、力持ちデスから！（笑）

ＧＭ：架か橋きようはだいぶ進みましたが、まだ完成しません。すると、後方からヴァラーハたちが土煙を上げて迫ってきます……！

ナッツ：ワタクシの番デス。待機したとしても、結局はワタクシの番が回ってくるので、判定するしかありマセン。

ルシャナ：ナッツ、がんばってください。

ナッツ：はい。悩なやみマシタが、失敗するとかなり厳きびしいので、フェイトを１点使用して、確かく実じつに成功させマショウ。【器用】で判定しマス。（ダイスを振る）出目が15。達成値が21。

ＧＭ：差分が＋６以上ですので、進行値が４点上昇します。




進行値：５[image: ]９（残り３）




ナッツ：もっと早くこの目が出てレバ!?（笑）　「しかたありまセン！　ここは奥おう義ぎを使いマス！」と言うと、身体がふたつに割われて、中から無数の触しよく手しゆが出てきマス。それぞれ、のこぎりやトンカチなどの工具を持っていて、ものすごいスピードで橋を修しゆう繕ぜんしはじめマス。そして、あっという間に、瀬せ戸と大橋みたいな立りつ派ぱな橋が完成するのデス！

ＧＭ：なんという近代的な工法！（笑）

ナッツ：さぁ、渡りまショウ！

ウェンディ：第三話にして明らかになる、ナッちゃんのボディのからくり！（笑）

ナッツ：ワタクシの身体は秘ひ密みつでいっぱいなのデス（笑）。
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ＧＭ：では、イベントがふたつ発生します。まずは、進行値が６で発生するイベント。吊り橋を越こえると、砂すな嵐あらしが吹ふき荒あれる街道にたどり着きます。一歩間ま違ちがえると、砂すな地じ獄ごくにはまる……はずだったのですが、このイベントは、皆さん軽々と突とつ破ぱしてしまいました。

ナッツ：ワタクシがはりきりすぎて、橋だけではなく、街道上に立派な舗ほ装そう路ろを造つくってしまったのでショウ（笑）。

ＧＭ：サムエルは「これは、道を間ま違ちがえようがない！　今までは、この街道で最低ひとりは犠ぎ牲せいが出ていたのだが、これからはもうそんな心配もない……！」と感動します。

ウェンディ：ナッちゃんすごい！（笑）

ナッツ：ワタクシ、本気を出すとすごいのデス。

ＧＭ：次に、進行値９で発生するイベントです。砂嵐の次は、古戦場を通とおり抜ぬけることになるのですが……アンデッドが取とり憑つこうとしてきます。大急ぎで駆かけ抜ぬけねばなりません。判定に失敗した場合は、ＨＰロスとＭＰロスが発生しますので、注意してください。

ジン：判定に使う能力値は？

ＧＭ：【精神】もしくは【幸運】で判定してください。難易度は11です。

ルシャナ：私は、【精神】も【幸運】もあまり得意ではないんですよね。

ジン：支援判定してもいいよ？

ナッツ：いや、ルシャナ様がやってみた結果、進行値が１点足りないという事じ態たいに陥おちいる可か能のう性もありマス。その時のために、ジン様は待機してもらったままの方がいいかと。

ジン：分かったじゃん。

ルシャナ：フェイトを１点使用します。（ダイスを振る）出目は12。達成値は15。

ＧＭ：差分は＋４なので、進行値は２点上昇します。




進行値：９[image: ]11（残り１）




ナッツ：あと１点……。判定に成功さえすれば、クリアできマス！

ジン：がんばるしかないじゃん！　フェイトを１点使用！　（ダイスを振る）出目は……７!?　達成値が10だから失敗！（笑）

ナッツ：こ、これは、フェイトを使って、振り直すしか！

ウェンディ：出目が悪かったから、しょうがないのだ……（笑）。

ジン：フェイトを使って振り直し。（ダイスを振る）今度は出目が11。達成値が14で成功！

ＧＭ：進行値が２点上昇。進行値が12を突破しますので、これでＦＳ判定は終了になります。




進行値：11[image: ]12（残り０）




ウェンディ：ひやひやしたのだ～！　幸先が悪いのだ！（笑）

ＧＭ：古戦場にいた幽ゆう霊れいに、ジンが取とり憑つかれたかと思われましたが、ジンは陽気な踊おどりで幽霊を振ふり払はらい、なんとか古戦場を突破できました。

ジン：あ～♪　幽霊の声なんて聞こえないじゃーん♪　……ふぅ、危あぶなかった（笑）。

ナッツ：運命の女神様の力を借りて、アンデッドを振ふり払はらったのデスネ。吊り橋と砂さ漠ばくはあっという間に駆かけ抜ぬけたのに、アンデッドに手こずりマシタ。

ウェンディ：みんな微妙にダイス目の調子が悪い……不安なのだ！（笑）
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ＧＭ：ということで、皆さんは無事、難所を越えることができました。チロは皆さんの周りを駆かけ回まわり、ナッツのバンドメンバーはファンファーレを鳴らします。

ナッツ：皆様、もう少し役に立ってもいいのデスよ？（爆笑）

ジン：でも、大所帯が好きな俺は、迷めい惑わくだとかは思わないじゃん。

ＧＭ：では、難所を抜ぬけてホッとしたところで、シーンを終了します。







◆Middle04◆聖せいなる柱の街




　難所を乗のり越こえやって来た、パヴィトラ・スタンヴァ。

　その街はクレーターの中にある。中央には巨柱都市の名を象しよう徴ちようする金きん属ぞくの塔とうが日差しに輝かがやいていた。ガラガラと車輪の音を立て、キャラバンはこの街の中へと進んで行く───。




ＧＭ：次のシーンです。皆さんは難所を越え、パヴィトラ・スタンヴァに到着します。

ウェンディ：ほっと一息なのだ。

ＧＭ：町に近づくと、そびえ立つ巨大な金属の柱が見えてきました。〝巨柱都市〟パヴィトラ・スタンヴァを象徴する建けん造ぞう物ぶつです。その柱には淡あわく輝かがやく古代の文字が刻きざまれています。

ナッツ：何か意味ありげデスね。

ルシャナ：（少し考えて）……この街のクレーター内は魔獣の侵しん入にゆうを拒こばんでいるとか。おそらくこの巨柱、そしてこの古代の文字にその秘密があるのではないでしょうか？

ウェンディ：なるほど！　さすがルシャナ、説得力があるぞ。

ＧＭ：………。さて、巨柱の下部は、直方体の建造物が台だい座ざのように建てられています。その部分がこの街の神しん殿でんのようですね。

ナッツ：ほう、神殿。ではウェンディ様。神殿に向かってファリスタさんという神官長に面会シマショウ。なにやらアサーバ先生が彼女と懇こん意いにしていて、紹しよう介かいしてくれるそうデス。

ウェンディ：ナッちゃんのオープニングで出た話だな。それは助かる。この都市が魔獣を寄よせ付つけない理由には興きよう味みがあるのだ。

ルシャナ：アンヴィルの元に行くのは、そのあとでも良さそうですしね。




　というわけで、一行はこの街の神殿に向かった。

　なお、今回運んできた商品を神殿に届とどけるため、サムエルも〝ワイルドブルー〟と同行することになった。




ＧＭ：神殿の間近にくると、天にそびえる銀色の塔がますます神々しく輝いてみえます。その輝かがやきを受けて、白はく亜あの大理石で作られた神殿も清せい冽れつな雰ふん囲い気きを醸かもし出だしています。

ウェンディ：不思議と身が引ひき締しまる思いだ。

ジン：うん。俺も踊り出したくなってきたじゃん！

ルシャナ：ここで踊るなぁっ！（笑）

ＧＭ：さて、皆さんは神殿の受付で用向きを伝えました。しばし待たされたあと、涼すずやかな神殿の中を案内され、最上部の神官長の間に通されます。

ナッツ：ウェンディ様。神殿内では殺意は御ご法はつ度とデスヨ。

ウェンディ：だ、大だい丈じよう夫ぶ。今は油断していないぞ。




　殺意溢あふれすぎな少女であった。




ＧＭ：さて、神官長のファリスタの間です。一〇〇人ほどは入ろうかという広間ですね。壁かべには、太古の神と魔の戦いの壁へき画がが描えがかれ、荘そう厳ごんな空気を生み出しています。

ウェンディ：壁画を見て「不思議と懐なつかしい気がする」とか、適てき当とうに言っておくのだ（笑）。

ジン：適当なんかい!?（笑）

ＧＭ：さて、部屋の奥おくには豪ごう華かな祭さい壇だんがあります。そこに、天翼族オルニスの二二歳さいくらいの金きん髪ぱつの女性が。神官長のファリスタです。左右に何人か侍じ女じよの姿もあります。

ジン：ウェーイ！　美人そうじゃん！

ＧＭ：ええ、ガラス細工のような美しい容よう貌ぼうの女性です。流れる金髪は、絹きぬ糸いとに見まがう程の艶あでやかさ。白き翼つばさは神の使いのようで……。
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ジン：うおおおっ！　「ファリスタさん、美しいじゃん！　まるで天使みたいじゃん！」と気軽に声をかけてみる。

ＧＭ：ファリスタは微笑ほほえみます。「お褒ほめのお言葉、ありがとうございます。ですが、まずは、みなさまの労をねぎらわせてください」

ジン：初っぱなからかわされた！

ナッツ：お約束デスネ（笑）。

ＧＭ：「サムエルさん、難所越え、お疲つかれ様さまでした。そして、ようこそ、〝狩りの女神〟よ」

ウェンディ：え!?　〝狩りの女神〟のことを知っている!?　だが、わたしはちんちくりんで、まだ女神と言うには未み熟じゆく者ものなのだが（笑）。

ＧＭ：「幼おさなき〝狩りの女神〟が来ると、夢のお告げがありました。あなたを一目見て、すぐに分かりましたよ」

ウェンディ：夢のお告げ……。

ＧＭ：「そして、あなたは持って来ているのは、狩りの女神の武具の欠片ですね。この大地に現げん存そんしている物があろうとは……」

ウェンディ：分かるのか!?

ＧＭ：「ええ。その欠片が発している魔ま力りよくは、私たちには馴な染じみぶかいものですから」

ジン：その欠片は、魔獣の瘴気を払はらう力があったしな。魔力を秘ひめているのも納なつ得とくじゃん。

ルシャナ：しかし、馴染みぶかい………とは？

ＧＭ：「既すでに体験されているようですが、〝狩りの女神〟の武具には魔を祓はらう力があります。そしてこの神殿の塔にも、同様の力があるのです」

ジン：この街の巨柱に、魔を祓う力が!?

ウェンディ：ルシャナの推すい理りが当たったな。

ＧＭ：街の巨柱の聖なる魔力のおかげで、このクレーター一帯は魔獣が侵入できません。そして彼女はその柱の護まもり手であることを説明してくれます。

ジン：でも、魔獣自体はクレーター内に入れないとすると、何を何から護まもってるじゃん？

ＧＭ：彼女が言うには、柱の力を維い持じするには、この神殿の最深部で常つねに火を焚たいておかねばならないため、それを守る役やく割わりを担になっているそうです。

ナッツ：炎ほのおは、何で燃もえてるのデス？　薪まき？　石炭？　石油？

ＧＭ：魔力を源みなもとにして、燃もやしているそうです。

ウェンディ：それにしても、なぜこの柱にはそんな力が……。

ＧＭ：「〝狩りの女神〟たるあなたには、この町の秘密をお教えしましょう」

ウェンディ：なんと!?

ＧＭ：「この塔は魔を払う力があります。ですがその力は、もともとはこの町を守るためのものだったわけではありません。太古に神と戦った魔獣。その力を封ふうじる封ふう印いんなのです」

ウェンディ：どういうことなのだ？




　ファリスタが語ったのは以下のとおり。

　太古の時に幾いくたびにもわたって行われた、神と魔の戦い。

　その中で、マジェラニカ大陸は強力な魔獣の軍ぐん団だん〝七つの封印〟と、それに対たい抗こうするヴァルキリー〝狩りの女神〟たちが激げき突とつする激はげしい戦場となった。

　激げき闘とうのすえ、かろうじて勝利した〝狩りの女神〟の長、ガルデニアによって、〝七つの封印〟の長〝時の魔獣〟が封印された。

　そして、この巨柱の底には、〝時の魔獣〟の力の一部が封印されているという。




ジン：つまり、この柱は〝時の魔獣〟の力を縫ぬい止とめるための杭くいみたいなもの？

ＧＭ：「そう。〝狩りの女神〟が撃げき退たいした、邪じや悪あくなる宿しゆく敵てき。その力の一部が宿した宝ほう玉ぎよく、〝過か去この石〟が封ふうじられています」

ルシャナ：確かく認にんですが、この地の封印は健けん在ざいなんですよね。

ＧＭ：「はい。私が護っております。伝でん承しようによれば、〝時の魔獣〟は〝過去〟、〝現在〟、〝未来〟に分ぶん割かつされて封印されました。この地に封印されているのは〝過去〟」

ウェンディ：〝過去〟が封印されているのか!?

ＧＭ：ええ。〝過去の石〟という宝玉に、〝時の魔獣〟の過去に関わる力が眠っているのです。

ウェンディ：もしや、夢に出たお姉様が護まもれと言った〝石〟とはこれのことか？

ルシャナ：かもしれませんね。ファリスタさんにさらに問いましょう。今、〝七つの封印〟が復ふつ活かつしているわけですが、この地の封印が解とかれるとどうなるんですか？

ＧＭ：正せい確かくなことは不明です。しかし、〝時の魔獣〟が恐おそろしい力を得る──という話です。

ウェンディ：恐ろしい力、か。

ナッツ：（素すに戻もどって）これは、柱がどうにかなって、宿敵が復活する流れだな！

ジン：お約束じゃん！（笑）

ウェンディ：いやいや。そうならないようにするための〝ワイルドブルー〟だから！（笑）

ＧＭ：「私からお話しできるのはここまでです」

ウェンディ：ありがとう、ファリスタ様。

ルシャナ：さて、我わが女神よ、まずは私たちの本来の目的を果たしましょう。

ＧＭ：「本来の目的？」

ウェンディ：この町にいる、鍛か冶じ職しよく人にんアンヴィルさんに、この欠片を武具へと鍛きたえて欲ほしくてやってきたのだ。

ＧＭ：「……分かりました」　ファリスタは、アンヴィルの住所を教えてくれました。「彼は職人気質かたぎで、頑がん固こな人物です。ですが、私の名を出せば話は聞いてもらえるでしょう」

ジン：助かる！　ついでにファリスタさんの住所も教えてくれると嬉うれしいんだけど。

ＧＭ：「みなさま、お疲つかれでしょうから、まずは身体をお休めになるといいかと」

ジン：またスルーされたぁぁぁぁぁっ!?（一同爆笑）
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ウェンディ：しょうがないなぁ。

ＧＭ：さて、ここでサムエルと一緒についてきたチロが……。

ウェンディ：あれ？　チロちゃん、ついてきたの？

ＧＭ：「チロはサムエル様の家族同然とか」と微笑み、ファリスタは神殿内に入ることを許きよ可かしたと説明します。神殿の侍女たちが「かわいい！」とチロを代わる代わるなでています。

ジン：俺よりモテモテじゃん！　と、嫉しつ妬とのまなざしを向ける（笑）。

ルシャナ：うらやましい……。私も、チロをもふもふしたい。

ウェンディ：ふたりとも欲よく望ぼうがだだ漏もれなのだ（一同爆笑）。

ナッツ：好みが対照的デスナ（笑）。

ジン：うう。くそう！　なんでチロばかり。ていうか、チロって怪あやしくない？　第〇話のちょい役の犬が突とつ然ぜん再さい登とう場じようして大人気なんて……不自然じゃん!?

ＧＭ：…………。

ナッツ：メタな指し摘てきデスね（笑）。

ルシャナ：確たしかに分かるが、それを怪あやしむなら、サムエルさんや何でも知ってるアサーバ先生も候こう補ほに挙がるし………。

ウェンディ：……今のタイミングでジンが言うと嫉妬してるみたいでカッコ悪いぞ？

ジン：うぐぐ（笑）。

ルシャナ：しかし、確かにメタ的ではありますが、チロが何かしらお話に関わってくる可能性もあります。ジンの妄もう言げんを真に受けたという体ていで……。

ジン：妄言かい!?（笑）

ルシャナ：───チロの様子を窺うかがってみたいのですが……。

ＧＭ：………ふむ。では、【感知】で判定してください。達成値に応おうじて結果をお伝えします。

ルシャナ：【感知】は６だからな………。期き待たい値ちがでれば達成値13か、まあ悪くない。

ウェンディ：ＦＳ判定でも微妙に悪かったしな。気をつけるんだぞ、ルシャナ。

ルシャナ：はっはっは。まあ、さすがに大丈夫でしょう。では……（ダイスを振る）。




　───出た目は〝２〟。ファンブルであった。
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一同：マジかぁ────っ!?（爆笑）

ジン：今回は俺たちツイてない!?

ウェンディ：ＦＳ判定といい、そんな気がするのだ。

ナッツ：まあ、ファンブルなら諦めもつくってもんデスね。

ルシャナ：変な慰めすんなっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：この達成値では何も分かりません。チロは、つぶらな瞳ひとみでルシャナを見つめるのみ。

ルシャナ：チロを抱かかえ上あげて、もふもふします。

一同：おい──────っ!?（爆笑）

ルシャナ：やはり、こんな愛らしいチロに、怪あやしいところなどありませんね。
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ジン：それでいいんか！（笑）

ルシャナ：判定に失敗したんだからしょうがないでしょっ!?（爆笑）

ウェンディ：ルシャナ……もうすっかり、動物好きを隠かくさなくなったのだな（笑）。………そうだ。チロちゃん。

ＧＭ：ウェンディの呼よびかけに、チロは反はん応のうして、歩あゆみ寄よります。

ウェンディ：賢かしこそうな犬だから、花の種を小こ袋ぶくろにわけて、チロちゃんの首輪につけます。「チロちゃんの好きな場所に植えてきてね」と言っておくのだ。

ＧＭ：チロはウェンディの言葉を知ってか知らずか、「ワン！」と嬉うれしそうにほえます。

ウェンディ：友達の証あかしなのだ！

ＧＭ：チロはウェンディの周りを、嬉しそうに駆け回ります。サムエルは「チロはもとから人ひと懐なつっこい子でしたが、ウェンディ様のことは、格かく別べつに気に入ったようですね」と言います。

ルシャナ：チロは賢かしこいですね。人の本ほん質しつをよく見み抜ぬいているようです。

ウェンディ：さて。アンヴィルさんの家に向かわねばならないので、ここでお別れだな。

ＧＭ：この町の宿は、サムエルが手配しましたので、同じ宿に泊とまることになります。後ほど合流することになるでしょう。五〇〇〇Ｇの報ほう酬しゆうもそこで受け取れます。

ウェンディ：そうなのか。了りよう解かいなのだ。

ＧＭ：サムエルは「私は精せい算さんなどの手続きがありますので」と、係の人とともに部屋を出て行きます。ここで、シーンを終了しましょう。







◆Middle05◆偏へん屈くつな鍛冶屋




　鍛冶屋アンヴィル。彼の工こう房ぼうは、町外れの辺へん鄙ぴなところにある。

　やってきた工房の前に掲かかげてあるのは、なんの飾かざり気けもない看かん板ばんだ。

　カン、カン、とハンマーが金属を叩たたく音が鈍にぶく響ひびいていた。




ＧＭ：次のシーンになります。鍛冶屋のアンヴィルの工房へ行くということでいいですか？

ウェンディ：うむ。まず、そうしたいのだ。

ＧＭ：では、皆さんは、ファリスタに教えてもらった住所へと向かいました。大きな板でできた素そ朴ぼくな看板が出ていて、そこがアンヴィルの工房です。

ルシャナ：ここのようですね。

ＧＭ：皆さんが工房を覗のぞくと、中から小こ柄がらで筋きん肉にく質しつな白しら髪がのネヴァーフが出てきました。「何の用だ？」

ウェンディ：あなたがアンヴィルさんか？　わたしは〝ワイルドブルー〟のギルドマスター、ウェンディだ。あなたに用があって、カイラーシャからやって来たのだ！

ルシャナ：あなたの鍛冶職人としての腕うでを見み込こんで……。

ＧＭ：「世辞はいらん。用よう件けんを話せ」

ルシャナ：失礼。この〝狩りの女神〟の武具の欠片を、新たに鍛え直していただけないかと思い、やってまいりました。

ＧＭ：アンヴィルは「ちょっと見せてみろ」と欠片を手に取ります。拡かく大だい鏡きようをつけて、まじまじと確認したあと「これは……ただならぬ魔力を秘めているようだな」と唸ります。

ジン：魔獣の瘴気をはじき返すほどの魔力があるじゃん！

ＧＭ：「なるほど。神と魔の時代に造つくられた金属なのだろうな。だが、この力を武具に宿らせることができるかは、確かく証しようがない。一週間ほど預あずからせてもらえないか？」

ルシャナ：預あずけるのはかまわないのですが……。

ＧＭ：「ワシは職人だ。ひとたび受ければ、仕事は必ず果たす。ただ現げん状じようでは未知の部分があって、確かく約やくはできない。それだけだ」

ウェンディ：アンヴィルさんを信じてもいいと思うのだ。これは、ヴァルキリーの勘かんだ。

ＧＭ：「不思議だな。この欠片が、本来の姿を取とり戻もどさせてくれといっているように感じる」

ジン：素そ材ざいの声が聞こえてる！　さすがは一流の職人じゃん！

ウェンディ：アンヴィルさんにも、この声が聞こえていたのか！　がんばってくれると嬉しいのだ！

ＧＭ：「うむ」アンヴィルは頷うなずきます。それでは、この辺でシーンを終了します。

ウェンディ：なんか、あっさり終わったのだ（笑）。







◆Middle06◆消える炎




　神殿の中───。

　ひとりの女性神官が歩いている。

　虚うつろな瞳で歩く彼女は、厳げん重じゆうな扉とびらの前へとやって来た。




ＧＭ：次は、マスターシーンになります。皆さんがファリスタと会った翌よく日じつの朝です。

ウェンディ：はい。

ＧＭ：舞ぶ台たいは、薄うす暗ぐらい室内。石いし造づくりの神殿の中を、神官服を着た女性がひとり、歩いています。目は虚ろで、足取りもおぼつきませんが、迷まようことなく歩いています。そして、厳重に施せ錠じようされたドアを開け、とある部屋へと入っていきます。

ルシャナ：ふむ。

ＧＭ：女が入ったのは、魔力を源とし、聖せい別べつされた青い炎が焚たかれた部屋。炎の後ろには、古代の字が刻まれた、金属の柱の一部が見えています。

ルシャナ：つまり、先ほど訪おとずれた神殿の一角ということですね？

ＧＭ：はい。女は、ファリスタの侍女のうちのひとりなのですが……火がくべられた釜を持ち上げると、そのまま床ゆかへひっくり返し、火を消してしまいます。

一同：なんだって!?

ジン：やっぱりお約束の展てん開かいじゃん!!（笑）
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ＧＭ：炎が消えたことにより、柱に浮うかび上あがっていたルーン文字がふっと消えていき、ただの金属の柱と化してしまいます。そして、侍女ははっと正気に戻もどり、「私、なぜこんなことを……!?」と叫さけびます。

ジン：洗せん脳のうされたっぽいじゃん！

ＧＭ：さて。視し点てんを変えて、パヴィトラ・スタンヴァの街中。柱に刻まれた文字が消えたことにより、人々は大おお騒さわぎになっています。

ルシャナ：まぁ、そうなるでしょうね。

ＧＭ：そこに、ソニックブームを放ちながら、一羽の鳥が飛んできます。柱の周りを旋せん回かいしたあと、その頂ちよう点てんに鎮ちん座ざします。

ジン：聖なる守りが消えたと同時に、魔獣がやってきたな。




　しかし、やってきたのは魔獣だけではなかった。

　その鳥の魔獣が一声鳴き声をあげる。

　すると、パヴィトラ・スタンヴァの上空には、巨大な雷らい雲うんが出しゆつ現げん。それはどんどん巨きよ大だい化かし、空を覆おおっていくのであった。




ナッツ：これは……魔獣はこの瞬しゆん間かんを、狙ねらってマシタネ？

ウェンディ：柱が魔を祓う力を失う時を、魔獣が待っていた、と？

ＧＭ：さて、どうでしょう？

ウェンディ：む。

ＧＭ：そして、黒雲によって薄暗くなったと同時に、クレーターの外がい縁えん部に今まで中へと侵入できずにいた魔獣たちが、ここぞとばかりに押おしかけてきます。町の治安部隊たちが出動し、「魔獣たちの侵入を食い止めろ！」と戦いを始めます。それまで平へい穏おんだった町が、一気に緊きん急きゆう事態へと突とつ入にゆうしてしまいました。

ジン：うーん。やっぱりチロが怪しかったってこと？　何かをして、侍女を操あやつったとか。

ルシャナ：私が判定でいい目を出していれば、その真しん偽ぎは分かったのですが……。

ウェンディ：それを言ってもしかたないのだ。たぶんこれからは魔獣との戦いになるのだ、気をひきしめよう！

ＧＭ：では、この辺でマスターシーンを終了します。







◆Middle07◆魔犬との戦い




　武具の欠片を鍛冶屋のアンヴィルに渡した翌日───。

　朝から、街が騒そう々ぞうしい。

　ふと見れば、巨柱を魔獣が占せん拠きよしていた。




ＧＭ：では、次のシーンです。アンヴィルの工房から宿へ行き、サムエルから報酬をもらって一泊ぱくした、翌朝のことです。タイミングとしては、マスターシーンの直後のイメージです。

一同：はい。

ＧＭ：朝、目を覚ました皆さんの耳に、突如悲鳴が聞こえてきます。窓の外を覗のぞけば、人々は神殿を指さし、口々に何かを叫んでいます。どうやら、巨大な魔獣が柱を占拠したらしいです。そして、町の外縁部でも騒ぎが起きています。

ルシャナ：何が起こってるのですか？




　窓まどからは、声を上げて逃にげまどう人々が見える。

「み、見ろ！　魔獣が出たぞー！」

　彼らが指差す方向には、巨大な柱の先せん端たんにとまる魔獣の姿があった。

　昨日は見られた、薄うすく輝く古代の文字は消えている。明白にこの街に異い変へんが生じていることが見てとれた。




ウェンディ：神殿の方が騒さわがしいのだ！

ナッツ：ナイトキャップを被かぶったまま、「何があったのデス？　まだ朝早いデスヨ？」と。

ジン：巨柱の聖なる光が感じられないじゃん！

ナッツ：え？　ワタクシの手なら光りマスヨ？（笑）

ＧＭ：ナッツ、寝ねぼけてますね（笑）。そこに、慌あわてたようすで、サムエルがやってきます。「巨柱の上に魔獣が現あらわれるなんて、この町の歴史上、初めてのこと！」

ナッツ：この町は、結界があったのではなかったのデスカ!?

ＧＭ：「この様子を見るに、結界がなくなったと解かい釈しやくせざるをえません！」

ナッツ：それは大変デス！　急いで逃にげるしかありマセン！（笑）

ウェンディ：ナッちゃん、落ちつこう！　外に出て、状じよう況きようを確認するのだ！

ＧＭ：外に出ると、神殿の上に魔獣が鎮座している様子を改めて確認できます。

ジン：これは……とりあえず、神殿に行ってみるしかないんじゃないか？

ＧＭ：すると、「そういうわけにはいかねぇな」という声が上がります。

ジン：誰だ!?

ＧＭ：そこにいたのは、ジンが酒場であった巨きよ漢かんです。

ジン：俺は巨漢に向かって、「お前は酒場で暴れていた……！」と声をかけます。

ＧＭ：「そう……ガイダロスだ。また会ったな。」

ウェンディ：なぜ我々の邪じや魔まをするのだ!?

ＧＭ：「お前たちに死んで欲ほしいからさ」

ウェンディ：どうして？

ＧＭ：「……俺たちには、〝狩りの女神〟を生かしておけねぇ理由があるのさ」

ジン：何？

ＧＭ：「ふっ、やれ！」とガイダロスが笑って呟つぶやくと、三つ首の犬が突とつ如じよ乱らん入にゆうし、暴れ出し、宿屋を破は壊かいします。

一同：ええーっ!?

ルシャナ：三つ首の犬……ケルベロスですね。

ＧＭ：エネミー識しき別べつをしてないので、あくまで「三つ首の犬」です（笑）。

ナッツ：この町には、魔獣は入れないはずデス！　どうしてそのようなものが!?

ルシャナ：巨柱の魔払いの力が失われているとしか、考えられませんね。

ＧＭ：ここで皆さん、【感知】判定をしてください。難易度は10です。

ジン：（ダイスを振る）16。

ウェンディ：（ダイスを振る）10です。

ルシャナ：（ダイスを振る）13。

ナッツ：（ダイスを振る）８デス。

ＧＭ：三つ首の犬が宿屋を破壊した際さい、その破は片へんがあたり、サムエルが倒たおれてしまいます。

ウェンディ：サムエルさん！

ＧＭ：そして、【感知】判定に成功した人は、サムエルがチロを庇ったことに気づきます。

ナッツ：サムエル様たちのことは、助けることはできないんデスヨネ？

ＧＭ：これはイベントなので、助けることはできません。

ナッツ：ですよネぇ～。

ＧＭ：ガイダロスは「さて、お前らはコイツと戦ってもらうぜ？」といって、三つ首の犬をけしかけます。では、戦せん闘とうになります。

ジン：サムエルさんを助けるためにも、さっさと片かた付づけないといけないようじゃん！

ウェンディ：ああ、やるぞ、みんな！

一同：おうっ！

ＧＭ：では、戦闘を始めましょう。

ウェンディ：腕がなるのだ。

ＧＭ：もうバレバレなので正直に言いますが、敵は三つの首を持つ魔犬ケルベロス。口からはチロチロと炎が見えます。皆さんはひとつのエンゲージにおり、その５メートル先にケルベロス。で、その後ろにガイダロスがいます。が、今回ガイダロスは戦闘に参加しません。
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ジン：おっ、見てるだけってことか。

ＧＭ：そういうことです。

ジン：ケルベロスを倒たおしてサムエルさんを助けるじゃん！

ＧＭ：では第１ラウンドを開始しましょう。こちらの【行動値】は18です。




●第１ラウンド

▼行動値

ケルベロス　　　　18

ジン　　　　　　　16

ルシャナ　　　　　11

ウェンディ　　　　６

ナッツ　　　　　　３
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ジン：俺はセットアップで《ジャイアントグロース》を使って巨きよ人じん化かするじゃーん！

ＧＭ：「ほほう、でかくなったもんだ」とガイダロスが感心したように呟つぶやきます。

ジン：これが本来の姿じゃん。

ナッツ：さて、ここで《陣じん形けい》を使いまショウ。

ウェンディ：そうなのだ。《陣形》を使って前ぜん衛えいはエンゲージしてしまうのだ。




　ジン、ナッツ、ウェンディはケルベロスにエンゲージ。

　ルシャナは移動せず、その場に残った。




ジン：というわけで、ルシャナ以外は前へ進むじゃん。

ＧＭ：次は【行動値】11のルシャナの番です。

ルシャナ：《ガーデン：荒野》を使うのです。（ダイスを振る）よし、魔ま法ほうは発動しました。我が女神、ジン、ナッツたち三人が命中の判定に＋１Ｄとなります。

ウェンディ：ありがとう、ルシャナ。次はわたしだ。《ハンティングスタイル》に《ハンティングアデプト》を使う。攻撃力が上がって、さらに自分の防ぼう御ぎよ力りよくがマイナス25なのだ！

ＧＭ：相変わらずすごい効こう果かだ。ウェンディの高まる殺意に、ケルベロスはたじろぎます。

ジン：よし、相手もビビッてるじゃん！

ＧＭ：以上で、セットアップは終わり。イニシアチブプロセスに入ります。まずは、ケルベロスの行動から。ここは《連続攻撃》でいきましょう。

ジン：なにぃ────っ!?

ＧＭ：ふっふっふっ。三つの首がありますから《範囲攻撃：白兵》もあります。三つの首がウェンディ、ジン、ナッツを狙って嚙かみついてきます。

ジン：うわー！　範囲攻撃×２じゃーん！

ＧＭ：というわけで、命中判定です。（ダイスを振る）……達成値は25です。




　ケルベロスの三つの首が、三人を嚙かみ砕くだこうと開かれる。

　剝むき出だしの鋭するどい牙きばが迫る！




ウェンディ：（ダイスを振る）回かい避ひは６で当たりなのだ。

ジン：（ダイスを振る）ダイス目が７で16。避よけられるわけないじゃーん。

ウェンディ：ナッちゃん耐たえろ～。

ナッツ：（ダイスを振る）回避失敗。なのでウェンディ様を《カバーリング》＋《アイアンカバー》デス！

ウェンディ：ありがとうなのだ、ナッちゃん。

ＧＭ：それでは、ダメージを出します。（ダイスを振る）18、68点。

ナッツ：今回は《プロテクション》をかけずに、《アイアンカバー》のみで耐えマス。これで58点止めるから10点くらいマシタ。これが二倍になって、20点デス。

ジン：俺は残り【ＨＰ】が18点。けっこうヤバイじゃん！

ＧＭ：では、《連続攻撃》の二回目。命中は（ダイスを振る）…………クリティカル！
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一同：うわ───っ!!

ナッツ：ここでクリティカルなのデスカ！

ＧＭ：ケルベロスの鋭い牙がさらに勢いを増まして迫せまります。ふっふっふ、回避判定をどうぞ。

ジン：くっ、クリティカルが出るなら避けられる……（ダイスを振る）だーっ！　回避失敗じゃん。

ウェンディ：（ダイスを振る）……８、回避失敗なのだ。

ナッツ：よいしょ。ワタクシも回避できず。

ウェンディ：わたしも命中したのだ。でも、ダメージなら、ちょっとなら耐たえられるのだ。

ナッツ：ウェンディ様は自力で耐えるのですね？　ならば、ここは【ＨＰ】が減へっているジン様を庇いまショウ。行動を放棄してカバーなのデス！

ジン：すまねぇ、ナッツ。

ＧＭ：では、ダメージです。はっ！　（ダイスを振る）…………合計、83点ダメージ。

ナッツ：ダメージも大きいのデス!?

ルシャナ：《シールドガーデン》！　周囲に水すい晶しようの防ぼう御ぎよ障しよう壁へきを展開します。では……（ダイスを振る）……19点軽けい減げんです。

ナッツ：19点は悪くないデス。さらにここで《プロテクション》。メインプロセスに対して一回だから、二発目に使うと決めていたのデス。（ダイスを振る）11点引いて53点。だから41点引いて12点、これが二倍で24点デス。倒たおれないのデス。

ＧＭ：硬っ！

ジン：助かったじゃん、ナッツ！

ウェンディ：わたしは64ダメージで、残り【ＨＰ】36だぞ。ヤバイのだ!!

ＧＭ：ふっふっふ。最初の戦闘でなかなかのピンチですね。次はジンの行動です。

ナッツ：（真しん剣けんな顔で）ジン様、あいつを倒してほしいのデスヨ。

ジン：さすがに俺の一いち撃げきじゃ倒れないけど、がんばるじゃん。

ナッツ：１ラウンド１回とか１シーン１回のスキルは全部使って、全力でいきマショウ！　次のラウンド、向こうの攻撃をくらったら多分ジン様は立っていられないのデス。

ジン：はははは（笑）。間違いないじゃーん。

ウェンディ：でも、ちょっと待つのだ。ケルベロスがもう行動したから、ここは待機してルシャナから支援をもらった方がいいのだ。

ジン：なるほど、そうじゃん。待機ー。うまくすれば１ラウンドで倒たおせるかもしれない。

ＧＭ：では【行動値】12でルシャナ。

ルシャナ：では、《シャープネスガーデン》を使うのです。錬れん金きん術じゆつの判定。（ダイスを振る）。10なんで成功なので、みんなの武器に茨いばらが生えてダメージ＋15点です。

ジン：おお、茨の花が咲さいたじゃーん。

ウェンディ：すごい、わたしのエストックにもお花が咲いたのだ！

ＧＭ：で、ちょうどの武器の握にぎりのところに茨のトゲができたりして（笑）。

ウェンディ：痛っ（笑）。

ナッツ：なんということでしょう、ルシャナ様が裏うら切ぎり者ものだったナンテ。

ジン：まさか、こんなところで墓ぼ穴けつを掘ほるなんてなー。

ルシャナ：だから、私の行こう為いをなんでもかんでも墓穴にするのはどうかと（笑）。

ウェンディ：次はわたしの番だな。マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《フェイタルハント》なのだ。大きなエストックを構かまえて突とつ撃げきなのだ！

ＧＭ：ケルベロスは、ウェンディの殺気を感じてそちらに向き直る！

ウェンディ：えーいっ！　……（ダイスを振る）。あ、低い。20なのだ。

ＧＭ：それを華か麗れいに回避……（ダイスを振る）……できない！　達成値18。

ウェンディ：ふう、ギリギリだが、命中は命中なのだ！　ダメージロールのところで《スラッシュブロウ》を使うよーっ！

ルシャナ：では、私もそこに《ブーストガーデン》で支援します。（ダイスを振る）………11点ダメージを追加してください、我が女神よ。
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ウェンディ：いくぞー！　（ダイスを振る）あ、[image: ]点！

ナッツ：うわ、すごいのデス、ウェンディ様！

ウェンディ：どうだー！




　ウェンディの鋭い一撃が、ケルベロスの脇わき腹ばらをえぐった。

　苦く悶もんの鳴き声を上げてのたうつ三つ首の魔犬。

　戦乙女の攻撃に容よう赦しやはなかった。




ＧＭ：ぎゃわー！　すごいダメージが来た！　ケルベロスはかなり弱ってきました。

ウェンディ：ありがとうルシャナ。《シャープネスガーデン》の茨がいい仕事をしたのだ。

ルシャナ：光栄です、我が女神よ。

ジン：俺の手番じゃん。マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションは素で攻撃……ミスリルダガーで、魔獣を切きり刻きざむじゃん！

ナッツ：お願いシマス、ジン様。

ジン：いきます、命中判定（ダイスを振る）。クリティカル、やったじゃん！

ＧＭ：ケルベロスは飛とび退のいて回避するが（ダイスを振る）……達成値21。回避失敗です。

ジン：よし、ダメージロール直前に《ピアシングストライク》を入れて＋３Ｄ。ダイスはこんなもんか。（ダイスを振る）…………83点ダメージじゃん！　やったか!?

ＧＭ：……が、しかし、まだケルベロスは生きています！

ジン：だぁぁぁぁっ、残念！

ＧＭ：もうケルベロスは脚あしにきてますが、まだなんとか生きてますね（笑）。では、クリンナッププロセスとなります。

ウェンディ：ここで《フックダウン》でハイＨＰポーションを使うのだ。（ダイスを振る）……19点回かい復ふく。

ＧＭ：では、第２ラウンドとなります。




●第２ラウンド

行動値

ケルベロス　　　　18

ジン　　　　　　　16

ルシャナ　　　　　11

ウェンディ　　　　６

ナッツ　　　　　　３

[image: ]




ＧＭ：第２ラウンドのセットアッププロセスです。

ナッツ：このままだと、敵に先手を取られマス。

ルシャナ：さっきと同じ攻撃が二回来るのか……。

ジン：あー、俺《ステップ：ファイア》は使わなくていいや！

一同：諦あきらめた────!!（笑）

ＧＭ：突然ジンが諦めの境きよう地ちに。

ジン：もう、即そく身しん仏ぶつみたいな気分じゃん（笑）。

ナッツ：諦めたらいけまセンヨ！

ジン：だって、俺の残り【ＨＰ】18じゃん。さっきはなんとかしのいだけど、あと二回続けて避けられなかったから戦闘不ふ能のう確かく定ていじゃん。

ウェンディ：それはそうだが、最初から諦めてはいけないのだ。

ジン：なるべくがんばるけど、ここは効こう率りつを考えるのも必要じゃん。せこいがちょっと【ＭＰ】を温おん存ぞんするということで。
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ウェンディ：うーむ。

ＧＭ：では、次はルシャナ。

ルシャナ：再び《ガーデン：荒野》を使用します。（ダイスを振る）判定は成功。

ＧＭ：そして周囲は水晶の荒野へと変へん貌ぼうをとげます。

ウェンディ：次はわたしのセットアッププロセス。【ＭＰ】を削けずりながら《ハンティングスタイル》と《ハンティングアデプト》を使うのだ。

ＧＭ：はい。では、ナッツのセットアッププロセスはないようなので、これよりイニシアチブプロセスです。

ナッツ：じゃ、そこでワタクシ自身に《クイックヒール》なのデス。

ＧＭ：では、回復をどうぞ。

ナッツ：（ダイスを振る）判定は成功。43点回復で、１点だけダメージ受けた状じよう態たいデス。あ、ちょっとこの辺に汚よごれが（笑）。

ジン：すごいじゃん。

ウェンディ：ナッちゃんツヤツヤになったね（笑）。

ＧＭ：では、次。ケルベロスの三つの首が、先ほどと同じく三人をターゲットに嚙みついてきます。《連続攻撃》と《範囲攻撃》です。

ジン：そして俺は、「人生短く楽しかったなぁ」と思いつつ、ステップをやめる（笑）。

ウェンディ：ジン、どうしたのだ？　……ジンが、踊りを止めた！　こんなジンは初めてだ。

ジン：はは、戦いの中に悟さとりを見つけたじゃん。

ＧＭ：命中判定……（ダイスを振る）あ、低い、達成値は19！

ジン：おっ、ひょっとして避けられる!?　うひょおおっ、踊るじゃーん！

ウェンディ：現金なヤツめぇ────っ！（一同爆笑）

ルシャナ：避けられると思ったら、途と端たんにやる気になりましたね。

ナッツ：ワタクシはクリティカルを出さないと無理。（ダイスを振る）……あ、惜おしい。出目は11ですがクリティカルせず。回避失敗デス。

ウェンディ：（ダイスを振る）うっ、クリティカルしない。回避失敗なのだ。

ＧＭ：では、ジンの回避ですね。

ジン：やったろうじゃん！　（ダイスを振る）えー……達成値17（笑）。

一同：ああああ、惜しい～!!（爆笑）

ＧＭ：惜しい、《ステップ：ファイア》さえしていれば。

ジン：ホントじゃん、踊おどっておけばよかったー!!




　ここで、ジンがセットアップで《ステップ：ファイア》をしていれば、回避に＋３となって、ちょうどケルベロスの攻撃を避けられていたのだ。




ジン：なんてこったぁぁぁぁっ!?　悟りすぎて、俺が墓穴を掘ほったじゃん!!

ルシャナ：ははは、ジンも墓穴を掘りましたね！（笑）

ナッツ：ルシャナ様の墓穴が、ジン様に移うつったようデス（笑）。

ジン：くっ！　しょうがねぇ、戦闘不能になる確かく率りつも高いから俺は、行動を放ほう棄きしてウェンディを庇かばうぜ。

ウェンディ：すまない、ジン。

ＧＭ：（ダイスを振る）……ダメージは、あんまり延のびずに65点です。

ジン：………あれ？

ナッツ：これ、生き残るかもしれマセンよ？




〝ぐわっ〟と開いた顎あごに、胸きよう部ぶを嚙かみ付つかれたジン。

　しかし、ルシャナが《シールドガーデン》、ナッツが《プロテクション》で必死の援えん護ご。結果は、合計39点軽減。だが【物理防御力】を合わせても…………。




ジン：ダメだ！　庇ったから、11点が倍になって22点。４点オーバーで、俺は戦闘不能。庇ったことすら、墓穴じゃーんっ!?（一同爆笑）　みんな、あとは任まかせた。ぱたり。

ウェンディ：あああ、ジンーっ!!

ＧＭ：微び妙みような計算違ちがいが重なったすえ、ジンは自分で掘った墓穴にはまったようですね。
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ルシャナ：ふふ。いいんですよ、ジン。

ジン：優やさしい眼めで見るなじゃん!?（一同爆笑）

ＧＭ：フッフッフ、二発目の攻撃が行きますよ。対象は、ウェンディ、ナッツ。……（ダイスを振る）……出目は普ふ通つうだ。25。




　この攻撃をふたりは回避失敗。ナッツはウェンディを《カバーリング》する。

　その結果───。




ナッツ：ワタクシはけっこうギリギリなのデス……（計算して）……おおお、５点残ったのデス。

ウェンディ：おお、よかった。

ナッツ：ウェンディ様を、なんとか守ることができマシタ。

ウェンディ：ありがとう、ナッちゃん。

ＧＭ：では、ケルベロスの行動が終わり、次はジンだったんですが、戦闘不能。

ジン：おう。今の俺は自分で掘った墓穴に入って、夢を見ている（笑）。

ルシャナ：ははは。今回はジンが墓穴を掘る番でしたか。どうやら私が墓穴を掘る心配はなさそうです！（笑）

ＧＭ：…………。次はそのルシャナの番ですね。

ルシャナ：では、我が女神に《エンチャントウェポン：風》を差し上げましょう。

ナッツ：おお、武器に魔法の風が宿るのデスネ。

ルシャナ：では、いきましょう。魔ま術じゆつ判定……（ダイスを振る）……成功です。

ウェンディ：ありがとう、ルシャナ！




　ウェンディの周囲に、魔法の風が巻き起こる。

　金色の髪がなびき、エストックにつむじ風がまといつく。

　きりりと、戦乙女の横顔が引きしまる、




ウェンディ：では、わたしの番。やっちゃうよー！　マイナーアクションで《スマッシュ》。メジャーアクションで《フェイタルハント》なのだ。この一撃で絶ぜつ対たい決める！

ルシャナ：我が女神よ、ご存ぞん分ぶんに！

ウェンディ：うん、がんばるぞっ！　（ダイスを振る）……23なのだ。

ＧＭ：23はそう簡かん単たんに避けられない。まあ、クリティカルだけですね。（ダイスを振る）……惜しい、21です。

ウェンディ：危なーい！

ＧＭ：風を纏まとったエストックの切っ先が、ケルベロスの黒々とした胴どう体たいを貫つらぬく。

ウェンディ：よし、ダメージを振るのだ。（ダイスを振る）……ああ、低い！　[image: ]点の〈風〉属ぞく性せい魔法ダメージ！

ＧＭ：「ぐわぁぁぁぁぁぁっ!?」ケルベロスは絶ぜつ叫きようします。

ウェンディ：三つの頭のひとつに、「これはジンの分！」って。

ジン：おおっ！

ウェンディ：で、もうひとつに「これもジンの分！」三つ目に「とにかくジンの分！」と突つき刺さしていくのだ！

ジン：全部、俺の分じゃねぇかぁぁぁぁぁぁ────っ!!（一同爆笑）

ＧＭ：徹てつ底ていした殺意と言っていいでしょう（笑）。ウェンディは三つ首の頭部を次々と貫つらぬいていきます。

ウェンディ：これでどうだぁぁぁぁ────っ!!




　ウェンディのエストックが、魔獣の三つの頭を貫いた。

　断だん末まつ魔まの咆ほう吼こうを上げると、ケルベロスは地じ響ひびきをあげて倒たおれた。

　眼がん前ぜんの敵は倒れたのだが………。




ＧＭ：ということで、ケルベロスは地面に倒たおれます。

ナッツ：ワタクシは、倒れたジン様に抱だきついて泣きマス。おおお～、ジン様が死んでしまった。なんて悲しい。

ジン：だから死んでないし（笑）。俺、戦闘不能になっただけじゃん。

ＧＭ：戦闘が終了したので、ジンは【ＨＰ】１点で戦闘不能から回復しますよ。

ジン：……ふう、立ち上るぜ。

ＧＭ：するとガイダロスが声をかけてきます。「ケルベロスを倒したようだが、この程てい度どか？　ジン。そして〝狩りの女神〟ウェンディ……噂うわさほどじゃあないようだな！」

ウェンディ：うう、【ＭＰ】！　【ＭＰ】が足りないのだぁ──!?（[image: ]聞いてない）
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ジン：ウェンディ、【ＭＰ】切れが心配なのは分かるけど、本命っぽい敵がこっち見てるから！（笑）　むくっと起き上がってガイダロスを睨にらむじゃん！

ＧＭ：では、戦闘が終わったところで、シーンを一いつ旦たん切ります。回復などは次のシーンの最後にできますので、しばしお待ちを。

一同：はーい。







◆Middle08◆破は滅めつを呼よぶ裏うら切ぎり




　三みつ首くびの魔犬は倒れた。今や、黒い骸むくろが大地に伏ふしている。

　だが、眼がん光こうに剣けん吞のんな光を宿した男、ガイダロスが残っている。

　神殿の方の暗雲も広がる一方。街を襲おそう危き機きはいまだ去ってはいない。




ＧＭ：では、宿屋の前での戦闘が終了したところから、引き続きシーンを続けます。皆さんの前には、巨漢のドゥアン、ガイダロスが、不ふ敵てきに仁に王おう立ちしています。

ルシャナ：しかし、そもそもあの男はなんなのですか？

ウェンディ：そうだ、貴き様さまはいったい何者なのだ！

ＧＭ：「俺か？　なら教えてやろう───」




　ガイダロスの口元が、ニヤリと歪ゆがむ。

　そして吐はき出だされた言葉が響ひびく。

「〝七つの封印〟が一柱、〝技わざの魔獣〟ガイダロス───」
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一同：なんだって────っ!!

ジン：魔獣だったんじゃ～ん！

ウェンディ：お前、人の姿をしているじゃないか！

ＧＭ：「では、今から真の姿を見せてやろう」というと、ジンと同じように巨大化し、ドゥアンの角がまるで牛の角のようにねじ曲がっていきます。

ジン：それが、お前の真の姿だったのか……!?

ＧＭ：「我々〝七つの封印〟の中には、姿を変えることができる者もいる。マグロの中に紛まぎれてるやつもいた──」

ルシャナ：そんなのいましたね（笑）。

ＧＭ：「そして、人の中に紛れてるものもいる。なあ、〝心の魔獣〟シャイロよ」と言うと、ごそりとサムエルの身体が動き、そこから飛び出てきたチロに、異変が生じます。

ウェンディ：チ、チロちゃんに何が起こったのだ!?




　チロは低く唸うなり声ごえをあげた。それはどこか苦しげだった。

　そして、その身体は、徐じよ々じよに変化を始める。

　急きゆう激げきに成長し、胴どう部ぶからは鉱こう物ぶつのような突とつ起きが出現する。

　しばらく後のち、そこには異い形ぎようの猛もう犬けんが出現していた。




ルシャナ：チロが魔獣!?

ナッツ：あんなに仲良く旅してきたのに、裏うら切ぎられたのデス。ガックシ。

ウェンディ：わたしだって、いいヤツだと思ったのに！

ルシャナ：チロ、あなたは本当に魔獣なのですか？

ＧＭ：「その通りだ、人間」とガイダロスは言います。そして、チロはガイダロスに歩み寄り、感かん情じようのこもっていない目で、皆さんの方を振ふり向むくばかり。

ウェンディ：チロちゃん……。

ＧＭ：「貴様らが思っている以上に、我々〝七つの封印〟は進化しているのだ」と、ガイダロスは言います。

ウェンディ：わたしの村を襲おそったのは貴様たちか？

ＧＭ：「いかにも」

ウェンディ：やはり。貴様は許ゆるさないのだ！
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ＧＭ：この瞬間ウェンディは、湧わき上あがる怒いかりと哀かなしみとともに、ガイダロスの姿があなたの村を襲ったシルエットの中のひとつであることを思い出します。

ウェンディ：……あの日のみんなの哀しみ、思い知らせてやるぞ！

ルシャナ：我が女神よ。お気持ちは分かりますが、しばしお待ちを。ガイダロスに問おう。巨柱の上の魔獣も〝七つの封印〟だというのか？

ＧＭ：「そのとおり〝雷いかずちの魔獣〟サンダークラウドだ」

ナッツ：げっ、チロも合わせて〝七つの封印〟が三体いっぺんに来てるの!?（笑）

ルシャナ：いつか、そういう回が来るとは思ってましたが。

ウェンディ：ちょっと、ヤバくないか？　〝時の魔獣〟の力が封印されている巨柱に、魔獣がとまってるし………。

ルシャナ：客観的にみて相当ヤバいですね。我が女神よ。

ジン：冷静にいってる場合かぁ───っ!?（爆笑）

ウェンディ：気づかぬうちに最悪の状態になってしまっているようだな。だが……。

ジン：くっ、もう少し早く気づいていれば………。

ルシャナ：（少し考えて）難むずかしいのでは？　この展開、相当敵は準備をしてますよ。

ウェンディ：そのようだな。

ＧＭ：…………。ともあれ、ガイダロスは「俺は、あの巨柱の前で待っている」と、チロを伴ともなってここから去ろうとします。

ジン：ま、待てっ！

ウェンディ：あっ、ジン！　お前は今【ＨＰ】１点じゃないか！

ジン：ぐほ、そうだったー！（笑）

ＧＭ：「お前とこのままやってもいいのだが、同どう僚りように援護を要よう請せいされていてな」と巨柱のそびえる神殿の方をみやります。

ナッツ：ひょっとして、神殿の防ぼう衛えい隊たいが、サンダークラウドを攻撃したりしている感じデスか？　「あの鳥を倒たおせー！　わー！」とか。

ＧＭ：はい。ここからは見えませんが、そのような状況になっています。

ジン：ガイダロスはその応おう援えんに行くってわけね。

ＧＭ：「ジンよ。再び勝負を預あずけさせてもらおう。いつでも来い、相手になってやる」と言って、ずしーん、ずしーんと、塔の方に行きます。

ジン：くっ、ファリスタさんたちが……ヤバイじゃん。

ルシャナ：《祝福》《蘇そ生せい》を早々に使用することになりそうですね。ここから戦闘はちょっと厳しいですね。それに、今から行っても間に合わないでしょう。違いますか、ＧＭ？

ＧＭ：はい。ガイダロスは見た目以上に早く神殿に到着しそうです。神殿では戦闘が始まっているらしく、サンダークラウドの放つ攻撃……雷らい撃げきが見えるのですが、その規き模ぼから考えても、既に相当の被ひ害がいが出ているかと。

ウェンディ：なんとかならないのか……。

ルシャナ：今は、なるべく早くファリスタさんが、撤てつ退たいすることを祈いのるばかりでしょう。

一同：…………。

ナッツ：……あっ、そうデス、サムエルさんを助けないと。

ウェンディ：そうだ、サムエルさんは無事か？

ＧＭ：ええ、何とか無事です。怪け我がはしているものの、命に別べつ状じようはありません。

ウェンディ：しっかりするのだ、サムエルさん。

ナッツ：じゃあ、演出で《ヒール》をシマス。これで、手当てしたことにしまショウ。

ＧＭ：「うう、チロ……。チロ……」と、サムエルさんはうわごとでチロを呼よんでいます。

ナッツ：大丈夫でショウカ？

ルシャナ：とりあえず、みんなで運びましょう。話はそのあとです。

ウェンディ：うん、そうだな。

ＧＭ：では、ここでシーンを終了ます。




　なお、このシーン終了時、ＰＣたちは《ヒール》やポーションを使い、回復を行っている。

　相当な消しよう耗もうをしていた一同は、積極的な回復で、ほぼ全ぜん快かいに近い状態に戻もどしている。







◆Middle09◆広がる暗雲




　パヴィトラ・スタンヴァのシンボルである金属の巨柱。

　その先端には巨大な鳥型の魔獣が止まっていた。

　空の王者然として地を睥へい睨げいする魔獣。彼の者が呼んでいると思しき雷雲は、時を経へるごとに大きくなっているのであった。




ＧＭ：というわけで、引き続きミドルフェイズのシーンを続けたいと思います。

ウェンディ：はーい。

ＧＭ：ケルベロスとの戦闘後、皆さんは街の人々の避難誘導に駆け回り、夕方になっています。あれからずっと町の中央の巨柱の先端には、巨大な鳥〝雷の魔獣〟サンダークラウドが留とどまっています。上空に渦うず巻まく雷雲からは断だん続ぞく的に小さな稲いな光びかりが漏れだしています。

ナッツ：恐ろしい。これから、天てん変ぺん地ち異いが起こる感じデスか？

ＧＭ：そうかもしれませんが、今すぐ嵐になるなど急きゆう激げきな変化はしないようです。ただ、雲は時間とともにじわじわと大きくなっているのは確認できます。

ルシャナ：なるほど。あの雲には何か意味がありそうですね。

ＧＭ：そして、「〝雷の魔獣〟の守護者は俺だ！」と言わんばかりに、巨柱の下では〝技の魔獣〟ガイダロスが佇んでいます。



















ジン：ガイダロスめ、調子にのってるじゃん！

ＧＭ：で、街の周囲には魔獣が押おし寄よせています。しかし、これは街の防ぼう衛えい隊が決死の迎げい撃げき戦闘を行い、市街への魔獣の侵入を防ふせいでいる状態です。

ルシャナ：とはいえ、ケルベロスクラスは防ふせげなかったようですね……。

ジン：巨柱の魔払いの機能が完全に力を失ってるじゃーん。

ＧＭ：今、皆さんは避ひ難なん所しよにいます。正確に言うと、魔獣の脅きよう威いに対する対たい策さく会議本部が街の西側に作られまして……。そこには臨りん時じの避難所と病院も併へい設せつされています。

ウェンディ：町の人たちが避ひ難なんして来てるのか？

ＧＭ：はい、そういう感じですね。




　避難所は、街の一角にある学校を利用して作られていた。

　その講こう堂どうに多くの人々が収しゆう容ようされていた。

　家族で身を寄よせ合あう者。ひとりうつむいて床に座すわり込こむ者。いつでも逃にげられる様に荷物を抱かかえ込こむ者。

　異変に対する反応はそれぞれであったが、不安げな表情は共通していた。




ウェンディ：ラムプーラ（二話の舞台）でもそうだったが、魔獣が人間の生活の場に入はいり込こむと大変なことになるな。

ジン：しかも、今回はとびきりにヤバイ連中じゃん！

ＧＭ：さて、この避難所には、この町の長でもあるところの、ファリスタさんも顔を見せています。




　ファリスタは苦く境きようにもめげず、ウェンディたちがあった時と同様に美しいたたずまいを見せていた。ウェンディを見つけると、微笑みすら浮うかべて挨あい拶さつをしてみせた。

　まるで、いつもどおりに振ふる舞まうことで、不安にかられる人々を勇気づけよう──そう意図しているかのようにも見えるのだった。




ＧＭ：彼女は軽く挨拶をしたあと、神殿を放棄し、この学園を避難所兼、今回の事じ件けんの対策本部にしたことを説明します。

ルシャナ：思い切りがいいですね。

ＧＭ：「神殿のもっとも手練れの戦士たちが撃退されたところで決けつ断だんしました。魔払いの機能は消えましたが、あの金属の巨柱自体が強力な封印です。しばらくは、〝過去の石〟を封ふうじたまま持ちこたえてくれるでしょう」とファリスタは冷静に答えます。

ジン：おお、美しいあなたが生き残ってくれたのが、何よりも嬉しいじゃん♪

ＧＭ：「お褒めの言葉、ありがとうございます。ですが、まずは空気を読んでいただけるとよろしいかと」

ジン：また、スルーされた!!

ウェンディ：いやいや、鋭いツッコミを入れられてるから！（一同爆笑）

ジン：くっ、まだ俺は成人の資し格かくはないってことか!?（笑）

[image: ]

ルシャナ：がんばれ九九歳！（笑）

ウェンディ：やれやれなのだ。ともあれファリスタさんの話からすると、すぐには、〝過去の石〟は奪うばわれないということだな。

ＧＭ：あくまで、すぐには、ということですが………。

ジン：ファリスタさん。魔払いの力を再び起動するにはどうしたらいいじゃん？

ＧＭ：「再ふたたび私が魔力の炎を灯せば、魔払いの力は蘇よみがえるでしょう。ですので私が死ぬわけにはいかなかったのです」

ジン：ということは、とりあえず巨柱のあたりの魔獣を排はい除じよしないと不ふ可か能のうってこと？

ＧＭ：「ええ。炎を灯すには儀ぎ式しきが必要です。また、その炎を維持しないといけないことは、以前お話したとおり」

ウェンディ：魔獣がいたら、そうはいかないというわけだな。

ＧＭ：「私が伝え聞く伝承によれば、巨柱の上に居いるのは〝雷の魔獣〟。のちに現あらわれた巨きよ人じんは、〝技の魔獣〟。そして、それについてきた犬は〝心の魔獣〟と聞きます」

ウェンディ：ファリスタ様は、ヤツらの能力とか、詳くわしいことはご存ぞんじなのか？

ＧＭ：「いえ。ただ、この学園の書庫を調べれば、情じよう報ほうが分かるかもしれません。本当は、神殿の書庫を調べるのが一番いいのですが」

ルシャナ：神殿の書庫を調べたかったのですが、魔獣が居い座すわっている現状では無理な相談ですね。

ナッツ：ところで、サムエルさんはどうデス？

ＧＭ：「サムエルさんは、併設された病院に入院しています。ベッドで安静にしており、傷きずの痛みは引いていませんが、意い識しきはあるようです」

ウェンディ：早くよくなってほしいのだ。彼のところに見み舞まいに行こう。




　サムエルは、あつらえられたベッドに仰あお向むけなって休んでいた。

　その相そう貌ぼうには隠かくし切れない憔しよう悴すいが見える。

　だが、ウェンディが来ると半身を起こして問いかけてきた。




ＧＭ：彼はウェンディに「チロはどうなったか分かりますか？」と聞きます。

ウェンディ：（少し迷まよって）正直に言おう。………チロちゃんは、チロちゃんの正体は魔獣だったのだ。神殿を占拠している魔獣の仲間で、今はそこにいるようなのだ。

ＧＭ：「何と……まさかチロが」と、サムエルは衝しよう撃げきを受けています。

ルシャナ：サムエル殿、あの犬はいつ拾ってきたのですか。

ＧＭ：「皆さんと出会う、一月ほど前に拾いました。以来ずっと一緒でした」第〇話の少し前に出会ったようです。

ウェンディ：何か月前？

ＧＭ：第〇話は半年ぐらい前ですね。皆さん広い大陸をあちこち動き回ってますんで、あれからけっこう時間が経ってるんですよ。

ルシャナ：ふむ。チロは始めから魔獣・シャイロだったんでしょうかね。

ウェンディ：えー、そんな風には見えなかったけど。

ルシャナ：チロはどうやって拾ったんですか？　始めから魔獣として拾ったのか、途中で魔獣になったのか知るきっかけになれば………。

ＧＭ：「ある日段だんボールに入ったチロを見かけたのです。箱には『拾ってください』と書いてありまして…………」

ナッツ：何が目的だ、魔獣ぅ───っ!?（一同爆笑）

ウェンディ：それは、雨の日だったに違いない（笑）。

ＧＭ：「あのチロのつぶらな目を見たら、どうしても」

ルシャナ：分かります（笑）。そしてあのもふもふ。

ジン：それ、魅み入いられたんじゃねぇ？（笑）
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ルシャナ：馬鹿な………って、ガイダロスはチロ＝シャイロを〝心の魔獣〟と言ってましたね。これは、調べて見る必要がありそうです。

ナッツ：チロが、いい人なサムエルさんの心につけこんで悪事を働いた──という疑うたがいが強いワケデスな。

ウェンディ：でも、もしチロちゃんがもともと魔獣だったら、第〇話のときに、わたしたちにサムエルさんを助けるよう促す行動を取るだろうか？

ジン：そこからがすべて作戦だった可能性もあるじゃん。

ウェンディ：そんな……。

ＧＭ：「そこなんですよ。私は、チロが本当に悪意ばかりで動いていたとは、どうしても思えなくて………」

ルシャナ：サムエルさんのお気持ちは分かりますが……。

ウェンディ：うむ。とにかく調べてみるのだ。チロちゃんが魔獣に操あやつられている可能性もあるし。場合によっては本人に問いただしても……だ。

ＧＭ：「おお、ありがとうございます」

ナッツ：では、情報収集となりマスかね。

ＧＭ：はい。このあと、情報収集シーンとなります。このシーンはこれで終了しますね。







◆Middle10◆魔獣たちの作戦




　ウェンディたちは、事態解かい決けつの糸口を探さがすため、動きはじめた。

　避難所のとなっている学園の書庫を探さぐる。

　あるいは、神殿を占拠する魔獣の様子を観察する。

　おそらくは、残された時間はわずか。その間に全力を尽つくさなければ、今進みつつある致ち命めい的てきな破は局きよくを回避することはかなわないだろう。




ＧＭ：というわけで、時刻は翌日の朝、情報収集シーンとなります。全員登場です。

ウェンディ：うむ。急いで真相と、敵を倒たおすヒントが欲しい。

ルシャナ：ええ。率そつ直ちよくにいって、〝七つの封印〟三体を相手にするのは、成長した我々でも勝算に乏とぼしい戦いになります。

ナッツ：本当に。ワタクシ逃にげだしたい気持ちでいっぱいなのデスが………街が魔獣で包囲されているので、どうしようもありマセン。

ジン：そりゃそうだ！（笑）　追いつめられたナッツのがんばりを見せてほしいじゃん（笑）。

ナッツ：しくしくしく。

ＧＭ：さて。情報項こう目もくは四つ。〝雷の魔獣〟〝技の魔獣〟〝心の魔獣〟〝町の被害状況〟です。

ルシャナ：使う能力値は？

ＧＭ：それは、こんな感じです。




・〝雷の魔獣〟サンダークラウドについて　【知力】判定／難易度：11

・〝技の魔獣〟ガイダロスについて　　　　【感知】判定／難易度：10

・〝心の魔獣〟シャイロについて　　　　　【幸運】判定／難易度：９

・街の被害状況　　　　　　　　　　　　　【精神】判定／難易度：12




ジン：俺が〝技の魔獣〟担たん当とうかなぁ。【感知】が６あるし。あいつとは因いん縁ねんもあるじゃん！

ウェンディ：いいと思うぞ。じゃあルシャナは【知力】で判定する〝雷の魔獣〟でしょ？

ルシャナ：ふむ。……それがよさそうですね。

ナッツ：ワタクシはが【精神】６なので、街の被害状況でショウか……。




　などと、誰がどの調ちよう査さを行うか、しばし相談したのち判定と相成った。




ＧＭ：じゃあ、〝雷の魔獣〟についての情報収集からはじめてください。

ジン：判定する能力値は【知力】、難易度11じゃん。

ルシャナ：では、これは私が行ないます。【知力】が７で……（ダイスを振る）……10。達成値が17だから余よ裕ゆうで成功ですね。

ＧＭ：はい。では、ルシャナは学園の書庫で〝雷の魔獣〟に関する情報を入手しました。

ルシャナ：まあ、こういうのは得意ですから。

ＧＭ：では、その内ない容ようをお教えしましょう。〝雷の魔獣〟サンダークラウドは、〝雷雲〟の特とく徴ちようを取とり込こんだ特とく殊しゆな魔獣で、他の〝七つの封印〟と同じように、眷けん属ぞく・仲間を増ふやす能力があります。

ジン：ああ、〝七つの封印〟って、眷属を増やす能力があるのが特徴って話だったっけ。

ウェンディ：第二話でそういう話が分かったな。




　サンダークラウドの眷属は、雷雲状のガス生命体である。

　現在巨柱の上空に拡がりつつある雷雲がそれだ。




ナッツ：はぁ。あのもくもく広がっている雷雲が、眷属デスか。

ジン：ヤバそうな感じだったからなぁ。

ＧＭ：でその眷属にはヤバイ能力がありまして………。




　眷属たる雷雲はおよそ二～三日をかけて、最さい大だい限げんに成長する。

　その段だん階かいで、最強の雷撃による攻撃をすることが可能となるという。




ウェンディ：最強の雷撃による攻撃だと!?

ジン：なぁ、ウェンディ。雷ってさ、高い棒ぼう状じようのものに落ちるじゃん？

ウェンディ：…………うむ。

ジン：てことはさ。その雷撃が狙ってるのは、きっと……。

一同：───巨柱だ!!

ＧＭ：はっはっは。この段階ではあくまで推すい測そくですけど……そう思いますよね（にっこり）。

ウェンディ：夢のお姉様が護れといった〝過去の石〟が狙ねらいというわけか。

ＧＭ：伝承によると、この雷撃が放たれれば、街ひとつとその周辺が吹き飛ぶほどの威力があるそうです。

ナッツ：ひぇぇぇぇっ！　放っておいたら街ごとワタクシたちは全ぜん滅めつデスよ!?

ルシャナ：そして、雷撃が放たれるまで残された時間は二日あるかないか………か。

ジン：つまりさ。敵の狙いを阻そ止しするには、サンダークラウドを倒たおさなきゃならないということじゃん！

ＧＭ：なお、達成値が15を越こえたので、秘ひ匿とく情報の〝過去の石〟についての情報判定ができるようになります。これについては、残りの判定を終えたあとに説明します。

ウェンディ：おお！　素す晴ばらしいぞルシャナ！

ルシャナ：我が女神のお役に立てて、光栄です！

ＧＭ：〝雷の魔獣〟については、こんなところですね。じゃあ〝技の魔獣〟ガイダロスについての判定をお願いします。

ウェンディ：えーと。【感知】の難易度10だったな。

ジン：ウィース！　俺が挑ちよう戦せんするじゃん！　《ダンシングヒーロー》を使用して、判定のダイスに＋１Ｄします。４を出せばいいんだけど、念のためにね！

ルシャナ：その慎しん重ちようさ。成長しましたね。

ナッツ：さっきの戦闘で、《ステップ：ファイア》を使わずに、墓穴を掘ったことを教訓としたわけデスな！（笑）

ウェンディ：これで、成人の儀ぎ突破の可能性が高まったな！（笑）

ジン：恥はずかしいから言わないでぇ──！（一同爆笑）　では、判定……（ダイスを振る）……大丈夫じゃん。出目が９なので15です。

ＧＭ：はい。技の魔獣は、巨人と融ゆう合ごうした特殊な魔獣です。類いまれな運動能力を持ち、人間の格かく闘とう術じゆつで戦います。

ジン：格闘術──だから〝技の魔獣〟か。

ＧＭ：古代の伝承によれば………。




〝技の魔獣〟は、戦いそのものが好きなタイプである。

　有利・不利以上に、戦いを楽しむことを重じゆう視しする事例が見られるという。

　また、眷属は自分の血から作り出す魔獣たちである。




ジン：なるほど。〝俺より強いやつに会いに行く〟的な感じじゃん。

ウェンディ：だから、ジン対して挑ちよう発はつ的てきな発言を繰くり返かえしたりしたのか。

ルシャナ：ケルベロスと我々の戦いぶりを見物したのもそのあたりが理由でしょうね。

ＧＭ：で、これまでの情報は、簡単に書物で判はん明めいする情報です。これに加えて、ジンは彼の真の姿を見て悟さとったことがあります。これは、達成値が14を越えたために判明する情報ですね。

ジン：悟ったこと？




　ガイダロスの肉体には特殊な、魔ま術じゆつ的てきな強化が施ほどこされているようだ。

　彼の首もとには宝ほう石せきのついた首輪があり、それが力の源のようだ。

　それを取り外さないと（トラップ解除で可能となる）、本体にダメージを与えることはほぼ不可能であろう。




ＧＭ：この情報を裏付ける事実もあります。ガイダロスに攻撃を行った神殿の兵士たちは、ヤツにいっさいダメージを与えることができなかったと、証しよう言げんしています。

ジン：インチキじゃん！　どこが技の魔獣だよ！（笑）

ＧＭ：〝技の魔獣〟に関しては、こんなところで。次は、〝心の魔獣〟シャイロについて。難易度９の【幸運】判定でお願いします。

ウェンディ：わたしがやるのだ。チロちゃんの秘密を調べるぞ！　うらっ（ダイスを振る）……あ、出た。よかったぁ。９＋３で達成値は12。

ＧＭ：では〝心の魔獣〟シャイロについて判明する事実を紹介しましょう。

ウェンディ：うむ。

ＧＭ：いつの間にか人の心の隙すき間まに入はいり込こみ、重要な情報を得たり思いどおりに操ったりする。七つの魔獣の中でも、諜ちよう報ほう部門を担当する魔獣です。

ルシャナ：あ……あの愛らしい仕草が演えん技ぎだったのか……。

ウェンディ：あのもふもふに騙だまされても、しかたないことだと思うぞ。




　シャイロは戦せん闘とう力りよくはさほどではないが、変身能力を持っている。

　人の心を魅了し、その者を眷属とすることができる。

《魔隠し》という邪悪な瘴気を自らの体内に封ふうじ込こめる能力を有している。この《魔隠し》を使っている状態でエネミー識別を行なっても魔獣であると認にん識しきできない。




ルシャナ：なるほど。それで、チロは巨柱の〝魔払い〟の圏けん内ないに入はいり込こめたんですね。

ジン：……ああ！　で、ファリスタさんと懇意にしているサムエルさんに取り入って、神殿に侵入する足がかりにしたって感じ。知ち能のう犯はんじゃん!?

ウェンディ：あー。チロちゃん、いい子だと思ってたのに。

ルシャナ：サムエルさんを眷属にした様子はないのですが、それも恐らく、魔払いの能力に引っかからないためかと思われますしね。

ＧＭ：では、〝街の被害状況〟について調査を……。

ウェンディ：ナッちゃん、難易度12の【精神】判定に成功するのだ！

ナッツ：アサーバ先生に手伝ってもらいつつ……。えい（ダイスを振る）……６。達成値は９、ぴったり成功デス。

ウェンディ：出た。よかった～。

ＧＭ：町の被害状況について調べると、現状の神殿の様子が分かります。




　巨柱の上にサンダークラウド、その下にガイダロスが居る。サンダークラウドを攻撃するには、ガイダロスを排除する必要があるだろう。




ジン：本命のサンダークラウドを叩くには、まずガイダロスを倒せって話じゃん。

ＧＭ：加えて、ひとつ耳みみ寄よりな情報が。サムエルの病室の近くで、チロそっくりの子犬の目もく撃げき情報があります。その犬は首輪に小袋を着けていたそうです。

ルシャナ：我が女神があげた、アジュール村の花の種ですね、

ウェンディ：サムエルさんの様子が心配だったのだろうか………。

ＧＭ：では、最後に新たに判明した〝過去の石〟についての調査ができます。これは誰だれかひとりが成功すればＯＫです。




・〝過去の石〟について　　　【知力】か【精神】判定／難易度：13




ルシャナ：では、私が……（ダイスを振る）……出目８で、達成値15。成功です。

ＧＭ：では、過去の石についての情報が分かります。




・太古の神と魔の戦いにおいて、圧あつ倒とう的てきな力を発はつ揮きした〝七つの封印〟の首しゆ魁かい、〝時の魔獣〟クロノファング。彼とその仲間〝七つの封印〟は、たとえ倒されても過去の記憶を保ほ持じしたまま復活させられる。幾いく度ども神と魔の戦いに駆り出され、倒されては復活させられ延えん々えんと成長を繰り返してきた。彼らの特殊能力はその過か程ていで獲かく得とくしてきたものだという。

・〝過去の石〟は、〝時の魔獣〟の過去の経けい験けんが宿った石だ。一説には、これが敵の手に渡ると、〝時の魔獣〟は[image: ]レベルほど上昇するのではないかと言われている。




一同：[image: ]レベル────っ!?

[image: ]

ジン：とんでもねーじゃん!?

ウェンディ：それは血ち眼まなこになって捜さがしにくるな。

ＧＭ：まあ、正確な数字じゃないですが、それぐらいの成長点があの巨柱に下にある石には宿っているわけで。

一同：…………。

ナッツ：だいたい作戦の構こう図ずが分かってきマシタね。

ルシャナ：ああ。チロ……シャイロが、神殿に侵入。魔払いの機能を停止させ、サンダークラウドが雷撃で、封印である巨柱を破壊。雷撃を放てるまでサンダークラウドをガイダロスが守しゆ護ごする……というところでしょう。

ジン：そして、目的を達した暁あかつきには、敵のリーダーが[image: ]レベルほど成長するじゃん。

ウェンディ：完全に向こうのペースって感じだな。

ジン：敵は三体が集結し、戦せん略りやく目標である巨柱を占拠されて……。あまりにも上手くヤラレすぎてるじゃん。

ナッツ：（甲かん高だかい声で）恐ろしい展開デス……も、もうダメかも！

ＧＭ：（不意に素に戻って）いやあ、実はここまで上手くいく想定ではなかったんですよね。

ルシャナ：というと？

ＧＭ：ほら、チロの能力が多少ズルイじゃないですか？

ナッツ：まあ、確かにそうデスね。

ＧＭ：なので、チロはアンヴィルさんのところで、ちょっと尻尾しつぽを出す予定だったんですよ。チロには、〝神殿への侵入〟と〝武具の欠片の奪だつ取しゆ〟というふたつの任にん務むがありまして。

ルシャナ：ほ、ほう。

ＧＭ：当初は、やや不自然にチロがアンヴィルのところに出現して欠片を気にするそぶりを見せるので、ＰＣが不ふ審しんをいだくかどうかの判定をいれる予定だったんですね。これに成功していると、神殿の炎を消す企たくらみを潰つぶすチャンスができまして。

ジン：…………マジで!?

ＧＭ：ところが、ひとつ前のファリスタさんのシーンで、失敗はしましたがルシャナがチロを調査する判定をしましたよね。そこでチロは「この人間、鋭い」と、警けい戒かいしまして……。

ナッツ：それは警戒しマスね。

ＧＭ：チロ……シャイロは、欠片の奪取を断だん念ねんし、神殿の炎を消す作戦を急いだってわけです。ほら、アンヴィルさんのところに行ったシーンが妙みように短いのはその影えい響きようでして。

一同：…………。

ウェンディ：………確認するのだが。

ＧＭ：はい。

ウェンディ：シャイロがわたしたちから欠片を奪うばうことを断念し、サンダークラウドを早々に呼よび寄よせて有利な状況を作ってしまったのは、ルシャナが判定をし、警戒させたから？

ＧＭ：そうなりますね。




一同：墓穴きたぁ────!?（爆笑）




ルシャナ：ちょっと待ってぇ───っ!?

ナッツ：ていうか、今回はジンが墓穴を掘ったから、自分は安あん泰たい──みたいなこと、ルシャナ様は言ってませんでしたか？（笑）

ルシャナ：言ったけどさぁ───っ!!

ＧＭ：いやぁ、明めい確かくにチロが怪しい挙動をするのは、ひとつ先のシーンだったので、想定外の展開でした。ジンとルシャナのカンの良さが逆ぎやくにあだになった感じ？

ジン：なんか、悪いことしたじゃん。ゴメン、ルシャナ。

ウェンディ：…………。ついてなかったな、ルシャナ。

ルシャナ：…………慰なぐさめとか、いいですから。




　墓穴───。

　自らを破滅に追おい込こむ原げん因いんを作る行為………それを意味する言葉であった。

[image: ]




ルシャナ：………う、うう（[image: ]ダメージを受けている）。

ジン：まあ、それはそれとして、今後どうするかじゃん。

ナッツ：一度、シーンを変えて相談するのが良いのデハ？

ウェンディ：そうだな。そうしようか。

ＧＭ：では、入手した情報をまとめて、次のシーンで相談をするということで、このシーンを終了します。







◆Middle11◆近づく心、交わらぬ思い




　空を見上げれば、雷雲は益ます々ます濃こく大きくなっている。

　その内側に溜ため込こんだ破滅のエネルギーの膨ぼう大だいさを表わすように。

　残された時間はわずか。一同は最さい善ぜんの道を探るため、話し合いの場を持った。




ＧＭ：では、次のシーン。皆さんは今後どうするかを話し合うシーンとなります。避難所の一室をファリスタから借り受けて相談している──そういう状況から始めます。

ウェンディ：はーい。

ルシャナ：まず、ＧＭに確認したい。今、時間が非ひ常じように重要な局面です。先ほどの情報収集をした結果、サンダークラウドの雷撃まで、あとどれだけ残っているのですか？

ＧＭ：正確な時間は分かりませんが、あと一日あるかないか。

ナッツ：雷撃まで二、三日という話デシタからね。魔獣の襲撃と避難で一日、情報収集に一日使ったという計算デショウ。

ＧＭ：はい。内容にもよりますが、皆さんが一日をまるまる費やすような行動をすると、巨柱は雷撃を被ることになるでしょう。

ウェンディ：余裕がないな！　この状況でわたしたちは、何ができる？

ジン：とりあえず、現状やるべきことは、チロがサムエルを見ていたと言われている場所を捜そう索さくすることかな？　一いち応おう、神殿の魔獣たちと決戦する手もあるじゃん（笑）。

ウェンディ：魔獣との決戦の際に街の兵たちの援護をもらえる可能性も聞きたい。

ナッツ：あと、武具がどうなったか、確認したいデスね。でき上がっている可能性は少ないですが、魔獣たちも狙っていたようデスし。

ルシャナ：慌あわてて、決戦にいくのは危険でしょうね。

ウェンディ：うむ。チロちゃんとは、もう一回話をしておきたいが……。まずは武具の状態も確認したいのだ。

ＧＭ：実は、アンヴィルもこの避難所に逃にげ込こんでいます。当然、武具作成の作業は進んでいません。もとから一週間は待ってほしいという話でしたし、加えてこの騒ぎですから。

ウェンディ：今回の戦いの最終兵器というわけではないようだな。

ＧＭ：そういうことになりますね。また、街の兵士たちはパヴィトラ・スタンヴァの外縁部に押し寄せる魔獣の撃退で手て一いつ杯ぱいです。じりじり後こう退たいをして保たもたせてはいますが、兵を引ひき抜ぬくと一いつ般ぱん市民に被害が及およぶでしょう。

ナッツ：そういうことになったら、悲ひ惨さんなことになるデショウなぁ。ああ、オソロシイ！

ウェンディ：やはり、チロと話をしてみたいのだ。魔獣と分かったうえで、サムエルさんを心配しているようなのが気になって……。

ルシャナ：しかし、シャイロ……チロに良心があるのでしょうか？




　少し考えたすえ、ウェンディは静かに呟つぶやいた。




ウェンディ：分からないが、まだわたしがあげた〝花の種〟を持っているという話だ。なら……わたしの言葉が届とどくかもしれない。

ジン：あっ、目撃情報にあったじゃん。

ウェンディ：あれは、友達の証なのだ……。

ＧＭ：よく気づきましたね。シャイロに会えば、説得の余よ地ちが発生します。

ルシャナ：そういうことなら。危険ですが……分かりました。チロに一度会って話をする方向で動きましょうか。

ジン：じゃあ、どうすれば、チロに会えるじゃん？

ＧＭ：チロを目撃したというところまで行って、そこから足あし跡あとを辿たどる──という判定をしてもらうことになります。

ルシャナ：分かりました。我が女神よ、最悪の場合、チロと会ったら戦闘になる可能性もありますよ。

ウェンディ：うむ。それはしかたない。だが、チロの本心が確たしかめたい。そのためには、動物と会話ができる、ルシャナの力が必要なのだ！

ルシャナ：我が女神がそうおっしゃるのならば、協力いたしましょう。

ジン：じゃあ、チロの目撃情報がある場所へと行こうじゃん！

ナッツ：ワタクシはここでじっとしていたいのデス。

ウェンディ：ダメだぞ！　このままじゃ、わたしたちもこの街の人も、みんなまとめて死んじゃうのだ。生きるためにナッちゃんも一緒にがんばるのだ。

ナッツ：そして、ワタクシはウェンディ様にロープで引ひっ張ぱられて同行するわけデスね！

ウェンディ：（感心したように）ナッちゃん。よく分かってるのだ！（一同爆笑）




　というお約束をかましつつ、一同はチロ＝シャイロと邂かい逅こうするために動き出した。




ＧＭ：では、皆さんは、目もく撃げき談だんがあった場所へと向かいました。病室から見える庭の一角です。広がる雷雲のおかげで、昼なのに薄暗く、どことなく寂さびしささえ感じさせる光景です。

ジン：チロ～？

ルシャナ：……さすがに、いないようですね？

ウェンディ：では、さっそく捜してみるのだ。

ＧＭ：では、ここで【感知】の難易度10の判定をお願いします。

ジン：ウェーイ！　ここは俺にまかせてもらうじゃん！　（ダイスを振る）……出目は７で、達成値13！　成功じゃん！

ＧＭ：では、チロらしき犬の足跡を見つけます。これでチロの所しよ在ざいを追いかけることが可能となりました。

ジン：よっしゃ───っ!!




　ジンが見つけた足跡を辿たどり、一行は人気のないパヴィトラ・スタンヴァの町を進む。

　人々が避難し、静まりかえった街まち並なみは迫る破局を静かに待つようにも見えた。




ＧＭ：しばらく街中を歩いた後、ジンはとある邸てい宅たくの庭に足跡が入っていくのに気づきます。

ジン：みんな、気をつけるじゃん。この先にチロがいる気がするじゃん。

ウェンディ：うん。

ＧＭ：果たしてジンが言うとおり、この邸宅の庭の木のふもとに、魔獣としての姿を露あらわにしたチロ＝シャイロがいます。

ルシャナ：では、《アニマルエンパシー》を持っていて、意思疎そ通つうができる私が通つう訳やくをしますので、皆さん、チロと話したいことがあったら言ってください。

ウェンディ：分かったのだ。

ＧＭ：では、ここでの説得について説明します。まず説得してもらったあと、ギルドマスターのウェンディに【精神】で判定してもらいます。成功するとシャイロの協力が得られます。

ウェンディ：おお！　やはり説得できるのだな。

ＧＭ：ちなみに難易度は14。

ウェンディ：ううっ、わたしは【精神】が３だからダイス目11が必要だな。フェイトを使わないと……。

ルシャナ：戦闘を考えると、フェイトは温存したいですね………。

ウェンディ：しかしなぜ、わたししか判定できないのだ。

ＧＭ：それは後ほど説明します。なお、この説得にはいくつかのキーワードがあります。それを発話すると達成値にボーナスが入ります。それはウェンディ以外の発言でも有ゆう効こうです。

ジン：チロの心を動かすキーワードを織おり交まぜろってことじゃん。

ＧＭ：ええ。では、説得を始めてください。

ウェンディ：うむ。最初にこれは伝えなければならないな。今、サムエルさんは無事で、避難所で治ち療りようを受けている。

ＧＭ：チロは「そうか」と、どこかほっとした様子で返事をします。ちなみにこれはルシャナが翻ほん訳やくしてくれました。

ナッツ：《アニマルエンパシー》は便利デスね。

ウェンディ：だがこのままサンダークラウドが雷撃を放つと、サムエルさんは死んでしまう。

ＧＭ：「…………む」

ウェンディ：だから、どうかサンダークラウドを倒す手伝いをしてくれないか？

ＧＭ：「断ことわる。オレは魔獣……人間とは相あい容いれない存そん在ざいだ」

[image: ]

ジン：そんなこと言ってぇ！　サムエルさんの様子を見に、避難所に行ってたじゃん！

ＧＭ：視し線せんを逸そらします。

ルシャナ：人間みたいなリアクションですね（笑）。やはり、サムエルさんが心配ですか？

ＧＭ：「オレは少々、人間と関わりすぎたようだ」と、シャイロは複ふく雑ざつな心しん境きようを吐と露ろします。

ジン：〝心の魔獣〟が人の心に触ふれすぎて、影響を受けちゃったみたいじゃん？

ＧＭ：「しかし、オレは魔獣。使命には抗あらがえない」

ルシャナ：使命とは？

ＧＭ：「〝七つの封印〟として戦いのために生まれた我々だ。神と魔の戦いに備そなえ、かつての力を取とり戻もどすことが願いだ」

ナッツ：うーん。やはり戦いのために作られた魔獣だけに、使命は重いようですね。

ジン：ん？　ちょっと待て。お前、使命って言うけどさ………。

ルシャナ：確か、〝七つの封印〟は、死しても何度も戦わされて、強きよう制せい的てきに成長させられた魔獣………そういう情報が出てましたね。

ウェンディ：そうだ！　チロちゃんはそんな痛いたくて苦しい使命が嬉うれしかったのか？

ＧＭ：「い、いや。嬉うれしくはなかったが……」

ウェンディ：そんな使命なんかより、大事なものをお前は知っているはずなのだ。

ＧＭ：「使命より大事なもの？」

ウェンディ：サムエルさんと過すごした時間を、わたしと友達になった時間を思い出してくれ。

ＧＭ：「…………」




　何か思うことがあったのか、シャイロはしばし目を閉とじ、沈ちん黙もくする。

　やがてその双そう眸ぼうを見開き、低く唸うなるように、ウェンディに問いかけた。




ＧＭ：「ウェンディ、お前は故こ郷きようを救うため、〝七つの封印〟を倒たおそうと旅しているはずだ。オレに協力させて、いずれは殺すつもりなのだろう？」

ウェンディ：（素になって）あああああっ！　痛いたいところをつかれたぁ！

ジン：え、あとで殺すつもりだったの!?（一同爆笑）

ウェンディ：違ちがうからっ！（爆笑）　そんなことはなくて！　村のみんなが呪われたのは許ゆるせないけど、チロちゃんも実はイイヤツで……。でも、アジュール村のみんなも救わないといけなくて……う～んっ（[image: ]混こん乱らんしてる）。………そうだ！　一緒に旅をしよう！

ＧＭ：「は？」と、魔犬は小首を傾かしげます。

ウェンディ：チロちゃんも救われて、アジュール村も助かる方法を探す旅をするんだ！

ジン：なんかそれもいいじゃん、って気になるなぁ（笑）。

ＧＭ：「…………そうか。もしかすると何か方法が見つかるかもしれん」

ナッツ：脈アリデスかな？

ＧＭ：「…………だが、それでも方法が見つからなかったら？」

ウェンディ：なんて疑うたぐり深いっ！（笑）　ううう～っ！　確かに本当にわたしは、故郷の村を救わないといけないんだ。それは譲ゆずれない。そのために戦ってきたんだ。

ＧＭ：「…………やはりな」シャイロは哀かなしげな瞳であなたを見つめます。

ウェンディ：………う。どうしても方法が見つからなければ、わたしとチロちゃんで………。







一対一の決闘をしよう。

──それで恨みっこナシだ！
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ジン＆ナッツ＆ルシャナ：結局、戦闘かぁ────いっ!!（一同爆笑）

ナッツ：説得でまで殺意でゴリ押しデスか!?（笑）

ルシャナ：いやいや、我が女神よ。単たん独どくで戦闘などダメです。ご自分の【物理防御力】の低さをお忘わすれか！　私もお供ともに。

ジン：そうだぜ！　俺という範囲攻撃担当も忘れちゃダメじゃん！　踊りながら言うぜ。

ナッツ：あ、どうぞどうぞ。私は遠えん慮りよしま──

ジン＆ルシャナ：お前も参加しろぉ────！（一同爆笑）

ウェンディ：みんな、それじゃ決闘にならないのだ！（笑）

ＧＭ：───では、その様子を見てシャイロが「クッ、アハハハハハハッ！」と笑い始めます。そして、「お前ら、バカだな」とつぶやきます。

一同：「「「「失礼な！」」」」

ＧＭ：「許せ。だが、ウェンディが噓をつけない人間だということも分かった」

ジン：お、なんか、脈アリっぽい台詞じゃん！（笑）

ウェンディ：とにかく、サムエルさんを助けるために一時的でも力を貸して欲しいのだ。

ＧＭ：「…………」ちなみに、ウェンディしか説得の判定をできないのは、シャイロが〝狩りの女神〟のウェンディの本気度を気にするからです。

ルシャナ：………なるほど。〝狩りの女神〟と〝七つの封印〟は宿敵同士。他の者よりも、その発言は重い。我が女神の言葉が信頼できぬとあれば、交渉にもなりませんね。

ＧＭ：ということです。さて、ウェンディが満足なら、このあたりで【精神】の判定をしますか？

ウェンディ：そうだな。言うべきことは言った気がする。では、判定をさせてもらう

ナッツ：お任まかせしマス。

ＧＭ：説得の中で、判定でボーナスになるキーワードは以下のものがチェックされています。




・サムエルを助けてほしい　　　　　＋３

・ウェンディとチロが友達である　　＋１

・使命はチロが苦しむだけだもの　＋１

・また一緒に旅をしよう　　　　　　＋１




ナッツ：達成値に＋６できマスね。

ウェンディ：悪くないのだ。やはりサムエルさんは、チロちゃんにとって特別なんだな。「サムエルを助けてほしい」だけ、ボーナスが多いぞ。

ＧＭ：なお、使われなかったキーワードは以下のとおりです。




・罪つみは償つぐなうことができる　　　　　　＋１

・誰かを苦しめるより救う方がいい　＋１

・その他チロとの思い出を語る　　　＋１




ジン：ああ、もう少し、チロとの思い出を語ってもよかったな。

ウェンディ：これで十分なのだ。いくぞぉ──！　（ダイスを振る）…………出目は６。【精神】が３。そこに６点のボーナスが入るから、達成値15で成功──っ!!

一同：やったぁ───っ！

ＧＭ：シャイロは言います。「いいだろう。サムエルのため、サンダークラウドと戦おう」

ウェンディ：ありがとうチロちゃん！　ともに戦うのだ。

ＧＭ：「それはできん。魔獣と人は、混まじり合うことができない運命だ。あくまでオレのやり方でやらせてもらう」




　そう言い残し、シャイロは静かに歩み去った。




ウェンディ：…………チロちゃん。

ルシャナ：大だい丈じよう夫ぶです。彼に心は伝わったはず。

ジン：俺もそう思うじゃん！

ナッツ：少なくともチロが敵に回ることはなさそうデスね。

ＧＭ：さて、まもなく夕ゆう刻こく。膨ふくれあがった雷雲の下で、闇やみ夜よが訪おとずれつつあります。

ウェンディ：よし、急いで避難所に戻ったあと、〝雷の魔獣〟と〝技の魔獣〟と決戦なのだ。

一同：おうっ！

ＧＭ：では、シーンを終了します。
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◆Middle12◆雷の魔獣を倒せ




〝雷の魔獣〟サンダークラウドを倒す。それが一行の至し上じよう命題であった。

〝巨柱都市〟パヴィトラ・スタンヴァの行く末は、〝狩りの女神〟ウェンディに託たくされた。

　出しゆつ陣じんを前にした最後の希望・ウェンディに多くの人々の視線が注がれていた。




ＧＭ：では、次のシーンです。避難所に戻った皆さんが、準備をととのえ決戦に臨のぞもうというシーンです。避難所の門の前で、慌あわただしくも出陣の挨拶をする、というイメージで。

ウェンディ：うむ。ファリスタ様には、サンダークラウドを倒しに行くこと、そしてその後の段だん取どりを確認しておこう。

ルシャナ：私たちが任務に失敗したら、無理にでも魔獣の包囲を突破してもらった方がいいですからね。

ＧＭ：ファリスタも、巨大化した雷雲に、残された時間がないことを悟り、ウェンディの話を真しん摯しに聞きます。そして「護ご衛えいの兵もつけられなくて申もうし訳わけありません」と詫わびます。

ジン：この状況じゃしかたないじゃん。

ＧＭ：ジンのいうとおり、街の外縁部から迫る魔獣を抑おさえるだけで手一杯。というか徐々に防衛ラインが後退しており、この避難所の移動も考えなければならない状況です。

ルシャナ：巨柱を取りもどして魔払いの力を復活させるほかありませんね。

ジン：ま、大ピンチってヤツじゃん？

ナッツ：まったくトンデモナイ話デスよ。逃にげたいのに逃にげられない！

ウェンディ：ナッちゃん、そう言うな。頼たよりにしてるぞ（笑）。さて、ファリスタ様。魔獣は必ず倒す。そのために、わたしたちはこの町へと来たのだ。

ＧＭ：「分かりました」彼女は頷きます。ふと気づくと、ファリスタの向こう、避難所の奥には多くの街の住民の姿が。どうやら、ウェンディたちが戦いの鍵かぎであるということを察しているようです。

ウェンディ：では、手を振ふろう。魔獣は必ず倒してくるぞ！




　───おおっ!!

　ウェンディの挨拶に、人々は歓かん声せいをあげた。

　この小さな少女と仲間たちが、街を救ってくれるのか？

　……いや、きっとやってくれる！

〝狩りの女神〟の不思議なカリスマが、人々の心に希望を灯した──。




ＧＭ：ここでサムエルが現あらわれます。「あなた方が決戦に赴おもむくと聞いて、やってきました。どうか、がんばってください」と声をかけます。

ウェンディ：サムエルさん、チロちゃんと接せつ触しよくすることができたのだ。

ＧＭ：「チロと!?　ですが、チロは……」

ウェンディ：まだ、サムエルさんのことを慕したっていたぞ。

ＧＭ：「魔獣の一味なのかもしれませんが、私にとってチロはいまだ家族も同然なのです」

ウェンディ：わたしたちは、チロちゃんのことを信じている。だから、サムエルさんも、チロちゃんのことを信じて、待っていてくれ。

ＧＭ：「分かりました。吉きつ報ぽうをお待ちしております」

ジン：あ、俺もファリスタさんに対して、仮か面めんをちょっとずらして素す顔がおを見せて、「お前たちの居い場ば所しよは俺が取り戻す。だから、安心して待っていてくれ」と言いたい！

ＧＭ：ファリスタは、「ご武ぶ運うんをお祈いのりしております」と言います。後方では、バンド〝ナッツロッカー〟の面々も勇ましい音楽を奏かなでますね（笑）。

ナッツ：みんな、必ずまたお会いしまショウ！

ウェンディ：さあ行くぞ。この街をアジュール村のようにはしたくない。精せい一いつ杯ぱいやろう！

一同：おうっ!!

ＧＭ：では、四人が街の中央の神殿に向けて動き始めたところで、シーンを終了します。次はクライマックスとなります。







　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆巨きよ柱ちゆうの下での攻こう防ぼう




　神しん殿でんの巨柱へと向かうウェンディたちを待ち受けていたのは、巨きよ人じん化かしたガイダロスの巨きよ軀くだった。その姿すがたは、人ならざるもの。体毛に覆おおわれた体たい軀く、そしてねじ曲がった四本の角と牙きばが、彼かれを魔ま獣じゆうと呼こ称しようするにふさわしい禍まが々まがしさを醸かもし出だしていた。

　さらに、巨きよ人じんの背はい後ごにそびえる巨柱の頂ちよう上じように佇たたずみ、対たい峙じする両者を見下ろしているのは、〝雷いかずちの魔獣〟サンダークラウドの雄お々おしき姿───。

　これを討とう伐ばつすべく戦場に立った四人の冒ぼう険けん者しやを表わす言葉は……




　───そう、〝絶ぜつ望ぼう〟だ。




ＧＭ：では、クライマックスフェイズに入りましょう！　皆みなさんが街の中央にある塔へと向かい、神殿前の広場に来たところからシーンを始めます。今、広場には、巨人モードに変へん異いしたガイダロスが仁に王おう立ちして腕うでを組み、傲ごう然ぜんとウェンディたちを待まち構かまえています。彼のの背せ丈たけは、二〇メートルを優ゆうに超こえて広場を覆おおい尽つくすほどの影かげを落と……。

ナッツ：撃うつのでゴザイマスよ！　ばーん。

ウェンディ：ナッちゃん、いきなり撃うった！（笑）

ナッツ：内ない蔵ぞうマメ鉄でつ砲ぽうから撃うち出したピスタチオが、魔獣のスネにぱちんとあたりマス。

ＧＭ：「かゆいな」

ナッツ：ピスタチオが───っ!?

ＧＭ：って、まだ描びよう写しやしてる途と中ちゆうですよっ!?（笑）

ナッツ：は、スミマセン。

ＧＭ：えー……なんだっけ。そうだ。───そしてダイダロスの背後にそびえる巨柱の頂上には、サンダークラウドが鎮ちん座ざしています。

ルシャナ：何か……某ぼう人にん形ぎようアニメを思い出しますね（笑）。

ＧＭ：サンダークラウドは皆さんを見つけると、翼つばさを広げて「けぇーっ！」と高らかに鳴きます。

ナッツ：ひぃっ!?　な、鳴きマシタよ!?

ルシャナ：もうちょっと威い厳げんのある鳴き声はないのか。

ＧＭ：う。それでは、サンダークラウドは、禍まが々まがしくもどこか神々しい鳴き声をあげました。「……ぅけぇ──────っ!?」

一同：同じだっ!!（大だい爆ばく笑しよう）

ＧＭ：いや、実じつ際さいには神々しいのです。そして、その雄お叫たけびが街中に響ひびく中、ガイダロスはジンに向かってニヤニヤと笑みながら言います。「……遅おそかったじゃねぇか？」

ジン：へっ、『巌がん流りゆう島じま』の一説を知らないのかい？

ルシャナ：知らないだろうっ！（笑）

ジン：適てき当とうなこと言った（笑）。……それはさておき、俺おれが遅おくれたことで、お前はいらついたじゃん？

ＧＭ：「そうだな。貴き様さまには、最初から最後までイラつかされていたぞ！」

ジン：その時点で、お前はすでに負けてるってことじゃん！

ＧＭ：「口で何と弄ろうしようと、覆くつがえせない実力差というものがある」

ジン：ならば今度こそ、それを確たしかめてみるじゃん！　この直ちよく接せつ対決でな！

ＧＭ：「だが……〝七つの封ふう印いん〟がうちの三つ、すなわち三体の魔獣を相手にして、勝利できると思っているのか？」

一同：三体？

ＧＭ：と、皆さんが疑ぎ問もんの声をあげた時。広場に繫つながる通りの角から、チロが現あらわれます。

ウェンディ：ああっ!?　チロちゃん!?　そんな！

ＧＭ：「さらに、だ！」と声を上げると、ガイダロスは突とつ然ぜん、手刀で自分の腕を斬きりつけます。血がしぶき、大地に落ちるとともに、そこから二体の魔獣が姿を現あらわします。人間の上半身と蛇へびの下半身を持った、ガイダロスの眷けん属ぞく蛇人間です。
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ジン：やっぱり、眷属を呼よんだか。

ルシャナ：数が少々多いですね……。

ＧＭ：「どうだ、これが俺の眷属よ！」　ガイダロスは、自分の血を流すことによって配下の魔獣を作り出すことができるのです。

ジン：情じよう報ほうどおりだな。そんな連中をいくら出しても、関係ないじゃーん？　何せ、こっちには──お前が馬ば鹿かにした〝狩かりの女神〟がいるんだからな！

ウェンディ：何っ！　わたしを馬鹿にしたのか!?

ジン：気づいてなかったのぉ!?（笑）

ＧＭ：「え、あ、おう……女神、頭悪いな」

ルシャナ：ですがガイダロスよ。頭は悪くともうちの女神は、殺さつ戮りく本ほん能のうではあなた以上です。

ウェンディ：ちょっと待つのだルシャナっ、どういうことなのだっ!?（笑）

ナッツ：魔獣と張はり合あってマシタからねぇ……（笑）。

ＧＭ：「シャイロと友達ごっこをしていたようなお前が、殺戮本能が高いとは笑わせる！　、そうだ、ヤツに貴様を攻こう撃げきする先せん鞭べんをつけさせよう！　やれい！」　通つう常じようの犬サイズに戻もどっていたシャイロは、キミたちを見み据すえて低く身み構がまえ───

ウェンディ：ちょ、チロちゃ……！

ＧＭ：（ウェンディの言葉を遮さえぎって）……直後、弾だん丸がんのように飛び出した！　しかし、その方向は皆さんではなく──……上！

一同：上っ!?

ウェンディ：チロちゃんっ!?

ＧＭ：「サンダークラウドはオレが押おさえる……！　その間に〝ガイダロスを倒たおしてくれ！」

一同：おおお……っ!?

ウェンディ：分かったのだ！

ＧＭ：「馬鹿な!?　シャイロ、貴様、血ち迷まよったか!?　魔獣が人に手を貸かして何とする!!」

ジン：これで分かっただろ？　これが〝狩りの女神〟の力じゃん！

ＧＭ：シャイロは言います。「だが、長くは持たない！　具体的に言うと２ラウンドがせいぜいだ！」（一同爆ばく笑しよう）

一同：ほんとに具体的だっ!?（笑）

ジン：でも、がんばるじゃん、チロ！

ウェンディ：ありがとう、チロちゃん！　ともに、街を救うために全力を尽つくそう！

一同：おおっ！

ＧＭ：シャイロは異い形ぎようの狼おおかみのごとき……すなわち本来の魔獣の姿に変異して、高く跳ちよう躍やく。巨柱の頂上にいるサンダークラウドの首くび筋すじに食らいつきます。これぞまさにキャットファイトならぬ、ドッグファイトです。犬だけに。

ルシャナ：うまいこと言ったつもりですか!?（笑）

ウェンディ：と、とにかく、チロちゃんのがんばりを無む駄だにするわけにはいかないのだ！　やるぞっ！

ナッツ：……その前に！　フェイトを１点使用し、《ハンズオブライトⅠ》を宣せん言げんデス！　手を広げると、その手が輝かがやき始めるのデス！　これで《プロテクション》に＋１Ｄ！

ジン：うおっ!?　ま、まぶしいじゃん！　ナッツの丸い手が開いちゃってるじゃん!!（笑）

ナッツ：そして魔獣たちは浄じよう化かされて消えていくのデス！……はっ!?　お、おかしい!?　消えないのでゴザイマス!?　なぜデショウ!?（一同爆笑）

ウェンディ：ナッちゃん……！（笑）
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ルシャナ：そんな効果、どこにも書いてありませんよ！（笑）

ナッツ：仕方がありマセン。素す直なおに戦うのデス。

ＧＭ：それではクライマックスの戦せん闘とうに入りましょう！




●第１ラウンド

ＧＭ：さて、詳しよう細さいな説明をします。ガイダロスにはトラップが仕し掛かけられています。トラップという名前の魔ま術じゆつ的てきな強化だと思ってください。その名も［スーパーレインボーＸ］！このトラップはシークレットではありません。宝ほう石せきのついた首輪の形けい状じようをしています。

ナッツ：ほうほう。つまり、トラップ探たん知ちをする必要はないわけデスな。

ＧＭ：いかにも。解かい除じよ値ちは20です。

ジン：うぉっ、なかなか高いじゃん！

ウェンディ：ジン、がんばるのだ！

ＧＭ：この効こう果かは、ガイダロスの「属ぞく性せい：●」を「属性：─」に変へん更こうします。つまり、属性変更による防ぼう御ぎよ力りよくを無む視しする効果がなくなります。さらに、すべての判はん定ていに＋１Ｄ、【物理防御力】【魔ま法ほう防御力】に＋30されます。

ウェンディ：これも情報どおりだな！

ルシャナ：というか、せっかく《エンチャンターⅠ》をとったのに!?

ＧＭ：「ふははは、貴様が属性を変えて攻撃してくるのは分かっているのだ！」

ナッツ：な、何とぉ!?　ルシャナのおニューのロールスキルが封ふうじられマシタ!?

ルシャナ：こちらの手口も把は握あく済ずみですか……厄やつ介かいですね。

ＧＭ：以上、目で見て分かる情報でした。

ウェンディ：はっ!?　ＧＭ、ガイダロスは《超ちよう大おお型がた》なのか!?

ＧＭ：見てすぐに分かります、《超大型》です。サンダークラウドも《超大型》ですね。ちなみに眷属である蛇人間たちは違ちがいます。

ウェンディ：うわーいっ♪　ウェルカム、《超大型》！（笑）

ＧＭ：さて、ＰＣは１エンゲージにおり、10メートル離はなれた場所にガイダロスと眷属がいます。エネミーは全員１エンゲージです。

ルシャナ：ひとつ質しつ問もんです。私わたしが《フライト》を誰だれかに使った場合、その人はサンダークラウドのエンゲージにたどり着けるのですか？

ＧＭ：あ、すみません、言い忘わすれました。サンダークラウドは、いわばアウトオブゲームの状じよう態たいです。たどり着くことは可か能のうですが、攻撃の対象にすることはできません。現げん状じよう、シャイロとサンダークラウドが書かき割わりの背はい景けいで戦っている状態だと思ってください。

ルシャナ：なるほど、了りよう解かいしました。

ナッツ：あれ、サンダークラウドは参戦してこない？

ＧＭ：いえ、サンダークラウドは第３ラウンドの開始時……セットアップの直前に、エネミーとして戦場に配置されます。そしてこの戦闘では、ＰＣが全ぜん滅めつするか、３ラウンド目のクリンナッププロセスが終しゆう了りようした段だん階かいで、エネミーが全滅していない場合、ＰＣは敗北しますのでご注意ください。

一同：なにぃっ!?

ルシャナ：サンダークラウドを倒たおすチャンスはたった１ラウンドですかっ！

ジン：４ラウンド目になると、サンダークラウドの雷らい撃げきが落ちるってこと？

ＧＭ：そういうことです。それでは【行動値】を確かく認にんし、戦闘ラウンドに入りましょう。




行動値

ジン　　　　　　　16

ガイダロス　　　　15

蛇人間Ａ、Ｂ　　　13

ルシャナ　　　　　11

ウェンディ　　　　６

ナッツ　　　　　　３

[image: ]




ウェンディ：わっ、みんな早いのだ！

ナッツ：ワタクシは最後に決まっているのデス、はっはっは。

ＧＭ：それでは、セットアッププロセスに入りましょう！　まずはジンから宣言をどうぞ。

ジン：悩なやましいところだけど……最初はトラップ解除しなくちゃいけないから、ここは《ステップ：ファイア》を使うじゃーん！

ＧＭ：ええぇーっ!?　巨きよ大だい化かしないのぉーっ!?（笑）　某ぼう巨きよ人じん漫まん画がみたいに、巨人と巨人が殴なぐり合う絵え面づらを考えてたのにぃ───っ!?（笑）

ルシャナ：２ラウンド目でやればいいでしょうがっ！（笑）

ＧＭ：そうなんですけど！（笑）

ジン：こっちのほうが細かい作業がしやすいじゃん！　ダメージ＋９、《バトルステップ》の効果も発動するから、さらにダメージと命中判定と回かい避ひ判定に＋２。太陽のリボンの効果も発生するから、さらにあらゆる判定＋１！　……ってなわけで、よじ登って解除する方向でいくじゃん（笑）。

ＧＭ：お前も巨人なのに、巨人を登って解除するのかっ！（笑）

ジン：むしろ、その演えん出しゆつがやりたいから巨きよ大だい化しないじゃーん！　ウェンディ、《陣じん形けい》を頼たのむじゃん！

ウェンディ：分かったのだ！　《陣形》承しよう認にん。わたしはガイダロスにエンゲージするぞ。

ジン：ウェーイ！　俺も接敵するじゃーん！

ナッツ：ワタクシも前に出てエンゲージなのでゴザイマスよ。

ルシャナ：私は動かずその場にとどまります。

ＧＭ：いつものフォーメーションですね。次、ガイダロスのセットアッププロセスです。ガイダロスは《巨人の鼓こ舞ぶ》を宣言！「てめぇら、ここが勝負所よ！」と叫さけぶとともに、両サイドに控ひかえた蛇人間たちがいきり立ち、躍おどりかかります！　限げん界かいまで力を振ふり絞しぼることにより、蛇たちのダメージに＋30されます！

ジン：な、何てなまめかしい蛇ダンスじゃん……！
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ＧＭ：なまめかしいけど、顔はガイダロスと同じなんですよ、きっと（[image: ]超ちよう適てき当とう）。

ジン：ダメじゃん!!（笑）

ルシャナ：サハギン並なみの絶望感ですね……（笑）。

ＧＭ：以上でガイダロスは終了。続けて蛇人間ＡとＢですが、不意に蛇のダンスを踊おどり始めます。《クイックステップ》＋《ステップ：ファイア》《ステップ：ウォーター》！　命中判定＋６、ダメージに＋９されます。

ルシャナ：むっ、自じ己こ強化してきましたか！　これは警けい戒かいせざるを得ませんね。

ジン：お、俺よりすごい踊りするじゃん!?

ＧＭ：「関節の柔やわらかさで、蛇が人間に引けを取るわけがないだろう」ともあれ、蛇人間のセットアッププロセスは終了。次はルシャナですね。

ルシャナ：《ガーデン：荒こう野や》！　対象はウェンディ様たち三人です。（ダイスを振ふる）判定は８、成功です。命中判定に＋１Ｄしてください。

ウェンディ：助かるのだ！　わたしは《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》！

ＧＭ：「それが〝狩りの女神〟の構かまえか。いっぱしの構えをするではないか」

ウェンディ：絶ぜつ対たいに、お前を倒すのだ！

ナッツ：ワタクシ、セットアッププロセスの宣言はありマセン。

ＧＭ：それでは、イニシアチブプロセス。最初の行動はジンからです。

ジン：ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションでトラップ解除するじゃん！

ウェンディ：ジン、お願いするのだっ。

ルシャナ：さっきからＧＭが「巨人対決を見たいなー」って顔をしていますが、気にしなくていいですよ（笑）。

ジン：がしがしっとガイダロスの体を登って、「こう来るとは思わなかったろ？」とにやりと笑い、トラップを解除！

ＧＭ：「くそっ、こいつ、ちょこまか動きやがって！」

ジン：トラップ解除は太陽のリボンの効果も合わせて３Ｄ＋12、ここは《ダンシングヒーロー》を使っておくじゃん！　華か麗れいに踊るじゃーん！　おら！（ダイスを振る）うわ、４Ｄで出目が９!?　……だけど達成値21！　解除値は20だから成功じゃん！（笑）

ＧＭ：トラップは、ガイダロスの肩かたにつけられていたプロテクターに仕し掛かけてありました。それを力ちから任まかせに引きはがされ、「ちっ……貴様が俺に負まけず劣おとらずの馬ば鹿か力ぢからだってことを忘わすれてたぜ！」と舌した打うちします。

ジン：いぇーい、やったじゃんっ！　しゅたっと着地するぜー！

ルシャナ：トラップ解除だから、力任せに引きはがすというより、首輪のギミックを上手く外したって状じよう況きようのような気がしますが……まあ、よし！（笑）

ＧＭ：ということで、ガイダロスの【物理防御力】【魔法防御力】が30減へり、さらに命中判定もマイナス１Ｄされました。さらに「属性：闇」に戻ります。それでは、続けてガイダロスの行動です。ムーブアクション、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》！　《範はん囲い攻撃：白兵》２がありますので、対象は最大四人、ジンとウェンディ、ナッツです。

ナッツ：何と、防御力無視ダメージでゴザイマスよ!?

ジン：これはやばいじゃん!?

ウェンディ：わたしの【物理防御力】は今、０だ！（笑）

ＧＭ：命中判定いきますよ！（ダイスを振る）10、達成値は20です！

ウェンディ：さすがに避よけきれないのだ……（ダイスを振る）クリティカル!!　回避成功なのだ（笑）。

ＧＭ：巨大なこぶしがあなたに迫せまりますが、あなたは跳躍して、ひらりとかわす！

ナッツ：おおっ！　さすがはウェンディ様なのデス！

ウェンディ：まるで背せ中なかに翼があるようなのだ。ひらりっ。

ジン：俺は８以上で回避じゃん？（ダイスを振る）……９！　21で回避成功じゃーん！

ウェンディ：すごーい！

ジン：これが俺の成長の証あかしじゃん！（笑）

ナッツ：（ダイスを振る）……ぬ、ワタクシ達成値６で回避失敗デス！




　回避に失敗したナッツの腹に、ガイダロスの拳がヒット。防御力を無視する67点の物理ダメージがナッツの身体に浸透してくる。

　これを自身の《プロテクション》とルシャナの《シールドガーデン》で防ぎ、最終的には25点のダメージを、ナッツは受けた。

ナッツ：ワタクシのダメージなど大したことはありまセン。ふふふ、ほらほら、悲しいデショウ？　範囲攻撃をふたりも避けたんデスよ？　お前がクリティカルを出したときの、我われ々われの気持ちが分かったかぁっ!?（一同爆笑）
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ＧＭ：避けそこなったヤツが言う台詞かぁーっ!?（爆笑）さて、次は蛇人間たちの行動ですね。

ルシャナ：ふむ、この蛇人間はナーガでしょうね（[image: ]正せい解かい）。

ＧＭ：スキルなしで《エンサイクロペディア》するのやめてくださいよ!?（笑）まずは蛇人間Ａの行動です。攻撃目標は、近くにいるＰＣをダイスを振ふってランダムに決めましょう。ほっ（ダイスを振る）……ウェンディを攻撃します。

ウェンディ：こっちに来たのだ！

ＧＭ：ムーブアクション、マイナーアクションなし。メジャーアクションで通常攻撃を行ないます。命中！（ダイスを振る）11、達成値は23！

ウェンディ：そ、そんなの無理なのだ！　回避は１しかないのだ～！（ダイスを振る）ダメ、10で命中なのだ。

ナッツ：《カバーリング》デスよ。そして蛇人間さんに光る両手を見せるのデス（笑）。

ＧＭ：ダメージロール！（ダイスを振る）13ですね。94点の物理ダメージです。

ウェンディ：うわっ、強いのだ!?

ナッツ：ふーむ、自分で《プロテクション》しマスよ。６Ｄ軽けい減げんデス！　（ダイスを振る）21点軽減しマシタ。

ルシャナ：さらに《シールドガーデン》＋《プロテクトガーデン》！（ダイスを振る）目がいいですよ。26点軽減してください。

ナッツ：【物理防御力】41点、合計で88点軽減デス。６点ダメージを受けマシタ。

ウェンディ：おおーっ!?　かたーい!?

ＧＭ：な、何かおかしいですよ、その数すう値ち!?（笑）

ナッツ：思いがけず、《シールドガーデン》をいただいたので、こうなったのデス。

ＧＭ：さて、蛇人間Ｂは……（ダイスを振る）……ナッツに攻撃をします……うう、嫌いやだな……同じく、ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで通常攻撃デス。はっ！（ダイスを振る）達成値23、回避をどうぞ。

ナッツ：避よけられマセンよ！　よって、右の頰ほおをたたかれたら左の頰を差し出すのデス。（ダイスを振る）達成値７デス。回避失敗。

ＧＭ：では、ダメージ！（ダイスを振る）９ですね。90点の物理ダメージです。

ナッツ：《プロテクション》デス。（ダイスを振る）21点軽減デスね。

ルシャナ：もう一度《シールドガーデン》＋《プロテクトガーデン》！（ダイスを振る）すみません、16点になりました（笑）。

ナッツ：さっきと10点も違いマスよ!?　やっぱり、何か含ふくみがあるのでは……!?（笑）

ルシャナ：考えすぎですってば!?（笑）

ナッツ：ということで、78点軽減デス。12点ダメージを食らいマシタ。左ひだり頰ほおのほうが痛いたかったのでゴザイマス……（笑）。

ＧＭ：以上で蛇人間たちの行動は終了。次はルシャナの行動です。

ルシャナ：ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《シャープネスガーデン》！　私の《ガーデン》の効果を受けた三人に、さらに光の精せい霊れいの加か護ごを与あたえましょう！（ダイスを振る）発動判定成功。皆さんのダメージに＋15です。

ジン：ひゅー！　エッジが効きいてるじゃーん！

ウェンディ：わたしの剣けんも鋭するどさを増ましたのだ！

ナッツ：おたまの先からフォークが出てきマシタよ！（笑）

ＧＭ：次はウェンディの行動ですね。宣言をどうぞ。

ウェンディ：あまり時間はかけられないが……《ボルテクスアタック》を使ってもよいかもしれないな……あ、アイテムの精霊草を使う！　祈いのりを捧ささげると……精霊草が光を放って力を与あたえてくれるのだ──。ルシャナの草むしりにも耐たえた精霊草の力を見よ！

ルシャナ：だから、庭いじりで精霊をむしったりしてないですから（笑）。

ウェンディ：さて。精霊草は選せん択たくした属性の魔法ダメージにできるので……〈光〉属性に！

ジン：俺がちゃんとトラップ解除したから、きっと属性は〈闇やみ〉に戻ってるじゃん！　〈光〉属性の攻撃なら、防御力は無視じゃーん！

ＧＭ：待て、こいつの属性がなぜ〈闇〉だと断だん言げんできる！

ジン：あえて言うならばイメージで？

ルシャナ：〈闇〉じゃないの？

ＧＭ：…………。

一同：…………。

ＧＭ：（[image: ]さわやかな笑顔）。




〈闇〉である。




ウェンディ：行くぞ、ガイダロス！　ムーブアクションで《ハンターズハント》、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《フェイタルハント》＋《ヘビーハント》！　フェイトを１点使い、命中判定を４Ｄにする！　（ダイスを振る）……達成値30！

ＧＭ：それはちょっと厳きびしい……！　オリジナルエネミースキルの《反はん撃げきの巨人》という、カウンターを放つスキルを使用します！

一同：反撃の巨人!?（笑）

ジン：し、進しん撃げき的なサムシングじゃん!?（笑）

ＧＭ：ウェンディの命中判定とこちらの命中判定で対決をして、こちらが勝利すれば、対象に30点のＨＰロスを与あたえます。その代わりウェンディの攻撃は自動的に命中しますよ。

ウェンディ：うわっ、反撃されるのだ！

ＧＭ：そいやーっ！（ダイスを振る）……クリティカル!!

一同：うわあ……っ!?

ルシャナ：むぅ、さすがはかわたな……！　ここぞというときに出す！

ウェンディ：（レコードシートにロスしたＨＰの数字を記録しつつ）……むむむ、しかし、ここで負けるわけにはいかないのだ！　《スラッシュブロウ》を宣言！　14Ｄ＋[image: ]の〈光〉属性、魔法ダメージになる！

ＧＭ：や、やめて……っ!?

ウェンディ：えーいっ!!（ダイスを振る）……やったぁ、出目がすごいのだ！　14Ｄで62点なのだっ！

一同：でっけぇっ!?

ルシャナ：さらに《ブーストガーデン》！（ダイスを振る）７、さらに＋11点です。

ウェンディ：合計[image: ]点の〈光〉属性魔法ダメージ!!　ダメージが１点でも通れば［ＢＳ：スタン］です！

ＧＭ：ぐわっ!?　な、何だそのダメージはっ!?　《バッドステータス無む効こう》を宣言し、打ち消します。それにしても、[image: ]が素で抜ぬけてくるとは……ガイダロスは傷きず口ぐちを押おさえ、よろけながら言う。「ぬう、たしかに我われら魔獣に引けを取らぬ殺戮衝しよう動どう……！」

ウェンディ：ひ、〈光〉属性だから！　聖せいなる力だから！　殺戮衝動とか言わないで！

ルシャナ：（ぽそっと）……聖なる殺戮衝動。
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ＧＭ：次はナッツの行動です。

ナッツ：《反撃の巨人》が怖こわいのデスが、ここで少しでも攻撃しておいたほうがいいかと思いマシテね。ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで、おたまで殴なぐるのデス！　フェイトを１点使うのデスよ。（ダイスを振る）……うーむ、ちょっと低いデスなぁ。達成値19、《宿しゆく敵てき：魔獣》を足して……21！

ＧＭ：《反撃の巨人》！（ダイスを振る）むむ？　こ、これは……達成値20！　１足りない!?

ナッツ：やったぁーっ!!　でゴザイマス!!

ウェンディ：《宿敵：魔獣》の効果だな！（笑）

ナッツ：ダメージロールでゴザイマスよ。《ファランクスアタック》を宣言、ダメージは２Ｄ＋55！（ダイスを振る）７、63点の物理ダメージでゴザイマス。

ＧＭ：生きてはいます！

ナッツ：まぁ、ワタクシの攻撃ではさすがに倒たおれマセンよねぇ。これからワタクシ、回かい復ふくに専せん念ねんいたしマス。あとはがんばってクダサイ（笑）。

ＧＭ：以上で全員の行動は終了ですが、ここでガイダロスが《二回行動》を宣言します！

一同：来た──────っ!!

ジン：《インタラプト》するじゃん！

ＧＭ：ちょっ、や、やめようよ!?（一同笑）

ジン：奴やつの行動を阻そ害がいしようと、小さいまま体のあちこちをナイフで刺さしていくじゃん！

ＧＭ：「ぐわっ、ぐわわっ!?　な、何をするっ!?」と、攻撃は潰つぶされました……うう。ということで、クリンナッププロセスです。「くそっ、本当に煩わずらわしい虫けらどもだぜ！」

ウェンディ：《フックダウン》！　ハイＭＰポーションを飲むのだ。（ダイスを振る）14点回復なのだ。ま、まだあと一回分……使える、はず！（笑）

ＧＭ：では、第２ラウンド目に移うつりましょう。




●第２ラウンド

行動値

ジン　　　　　　　16

ガイダロス　　　　15

蛇人間Ａ、Ｂ　　　13

ルシャナ　　　　　11

ウェンディ　　　　６

ナッツ　　　　　　３
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ＧＭ：それでは、セットアッププロセス！

ジン：さぁ、ここからが本番じゃんよ！　《ジャイアントグロース》！　巨人に変身、ここのエンゲージを封ふう鎖さするじゃん！　……よう、お待たせ！

ＧＭ：「くく、ようやくその姿になりやがったな」　ガイダロスは、同じ目線に立ったジンを見据えながら、嬉うれしげに笑む。そしてガイダロスはここで再ふたたび《巨人の鼓舞》！　蛇人間のダメージに＋30します。そして蛇人間は……２ラウンド目は特にありません。

ルシャナ：《ガーデン：荒野》！（ダイスを振る）判定成功。前のエンゲージにいる三人の命中判定に＋１Ｄです。

ウェンディ：《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》！

ＧＭ：では、第２ラウンド目のイニシアチブプロセス。最初はジンの行動です。「さあ、同じ巨人同士……決着つけようぜぇ」　ガイダロスは、両りよう腕うでを上げて構えを取り、ジンを挑ちよう発はつする。

ジン：おもしれえ、ここからが本番じゃんよぉ！　お前の体力が残り少ないのは知ってるがよぉ、最後まで手は抜ぬかないじゃん……？

ＧＭ：「もちろんよ。その一いち撃げきをかわし、返しの技わざでトドメを指してやるわ」

ジン：ならこい！　ムーブで《ディセクトエッジ》、マイナーで《ソードダンス》、メジャーアクションで《ワイドアタック》！　対象はこのエンゲージにいるエネミー全員じゃん！　ルシャナの支し援えん込こみで４Ｄ、フェイトを１点使って、５Ｄ＋17で振るじゃん！（ダイスを振る）おっ、クリティカル───っ!!（一同拍はく手しゆ）

ＧＭ：ぐわ……っ!?　うーむ、これは難むずかしい……が、ここは《反撃の巨人》！　「……貴様に一矢だけでも報むくいてやる！」

ルシャナ：それ、負ける直前のセリフですが（笑）。

ジン：でも、30点ロスは俺、痛いたいぜ！

ＧＭ：クリティカル出ろ……っ！（ダイスを振る）くっ、出目は悪くないのにクリィカルしない！　出目は13、23で反撃失敗！

ジン：ついでに、蛇人間ちゃんたちの回避もよろしく（笑）。

ＧＭ：おっと、そうでしたね。まずは蛇人間Ａ！（ダイスを振る）出目は12、18で回避失敗。続けて蛇人間Ｂ。（ダイスを振る）クリティカルで回避！

ジン：避けられちまったじゃん!?

ＧＭ：お前が避けてどうするんじゃーっ!?（笑）

ジン：くぅ～っ、でもちょっと悔くやしいじゃん！　でも、やるからには本気で行くじゃん！　《ピアシングストライク》に、フェイトも２点入れちゃうぜ！　おりゃーっ!!（ダイスを振る）普ふ通つうだったじゃん……それでも、[image: ]点の物理ダメージ！

ルシャナ：《ブーストガーデン》！（ダイスを振る）12点加算してください。

ジン：サンキュー、ルシャナ！　合計、[image: ]点の物理ダメージじゃんっ！　１点でもダメージが通れば、［ＢＳ：放心］が入るじゃん。

ＧＭ：ぎゃあっ!?　蛇人間Ａは倒たおれます。ガイダロス……も、耐たえられない！

ジン：ガイダロス、残念だったじゃん？　なかなかの気き迫はくだったが、もう一歩のと……。

ＧＭ：と、勝利宣言を言い終える前に。ジンの背せ筋すじに悪寒が走った。そう、まだガイダロスの目は、生きている……っ！

ジン：じゃんっ!?

ＧＭ：ここでガイダロスは最後の切り札、《ラストアクション》を宣言！

ジン：うおっ、来やがった!?

ＧＭ：戦闘不ふ能のうになったガイダロスは、倒たおれる前にかろうじて足を踏ふん張ばりながら、力を溜ため──「もう反撃の巨人と呼よばれてもいい！」　そう声をあげて、拳こぶしを繰くり出だす……！
















ルシャナ：何を言っているのか分かりませんが、すごい気迫です……！（笑）

ＧＭ：ムーブアクションなし、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《ペネトレイトブロウ》！　対象は四体ですのでジン、ウェンディ、ナッツに攻撃！

ナッツ：な、何デスと!?　この卑ひ怯きよう者もの───っ！

ＧＭ：「戦いに卑怯もクソもないわ！」……どりゃ!!（ダイスを振る）クリティカルッ!!

一同：うわあっ!?

ナッツ：（素に戻って）やるな、かわたな！　さすがだ！

ウェンディ：く、クリティカルじゃないと避けられないのだ!?（ダイスを振る）ダメだった───っ！　達成値８で失敗！

ジン：回避！（ダイスを振る）こっちもダメじゃん！　達成値は19で失敗！

ナッツ：悩なやむところデスが、行動の残っているウェンディ様を《カバーリング》シマス！

ＧＭ：では、ダメージ！　ジンの一撃に対して、カウンター気味に打うち込こまれた拳は……（ダイスを振る）出目は26、71点の防御力無視ダメージです！

ジン：げぇっ、ぴったり０で倒れるじゃん!?

ルシャナ：《シールドガーデン》をジンとナッツに！（ダイスを振る）23点軽減してください。

ジン：ありがとじゃーん！　残り【ＨＰ】23で立ってる！

ナッツ：ワタクシはそれでも戦闘不能になってしまうので、自分に《アフェクション》デス！　ダメージ０点で、まだ立っているのデスよ。

ＧＭ：「くそっ……この俺が、打うち倒たおされる日が来ようとは……な」　ガイダロスは渾こん身しんの……そして最後の一撃を受けてなお立っているジンを見て、なにかを悟さとったような表ひよう情じようを見せて──やがて、地じ響ひびきを立てて倒れます。倒たおれ込こんだ彼の巨軀は、広場に敷しき詰つめられた石の床ゆかを砕くだき、土つち煙けむりを噴ふき上あげる。

ルシャナ：二、三〇メートルの巨きよ体たいが目の前で倒たおれ込こむって……想そう像ぞうすると、すごい光景。

ジン：ガイダロス、伝えてやるから、ちゃんとファーナちゃんに謝あやまるじゃん！

ＧＭ：「けっ。謝ってほしけりゃ、ファーナとやらをあの世に連れてきな……」そう言って、彼は絶ぜつ命めいしました。

ジン：ガイダロス……強きよう敵てきだったじゃん。

ＧＭ：しかし、戦闘ラウンドは続行、次は蛇人間Ｂの行動です！　ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで攻撃します。対象はランダムで……（ダイスを振る）ウェンディ！　はっ！（ダイスを振る）命中は27！

ウェンディ：わわ、避けられないよ～！（ダイスを振る）無理！　達成値６で命中なのだ。

ナッツ：《カバーリング》なのデスよ。

ＧＭ：ダメージロールです。（ダイスを振る）16、97点の物理ダメージ！

ナッツ：何の、《プロテクション》！（ダイスを振る）こ、これはすごいのデスよ!?　出目爆ばく発はつなのデス！　26点軽減デス！

ルシャナ：《シールドガーデン》です！（ダイスを振る）18点軽減してください。

ナッツ：おお、ありがたいのデスよ。85点軽減して、12点食らいマシタ。いたたたた。

ＧＭ：やっぱり硬かたい！　ということで、蛇人間Ｂの行動は終了。次はルシャナの行動です。

ルシャナ：（少し考えて）……せっかくなので、支援をかけておきましょう。ムーブアクションで《マジックブラスト》、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《エンチャントウェポン：風》！　フェイトを１点使い、《エンチャンターⅠ》を宣言して、みんなの攻撃の属性を〈風〉ではなく〈水〉にします。対象は前ぜん衛えいの三名です。

ウェンディ：おお？　ありがたいけど、〈水〉とは……？

ルシャナ：いえ、サンダークラウドが襲おそってきたときのことを考えて、一いち応おう予よ防ぼう線せんを張はっておこうかと思いましてね。名前からしてヤツの属性は雷……つまり、〈火〉と〈光〉のはずです。よって、反対属性である〈水〉にすれば、ダメージは通るはずです。

ウェンディ：何と！　〈光〉属性のままだったら、【魔法防御力】が二倍になっていたのだな。

ＧＭ：くっ……さすがは悠羅さん、看かん破ぱされてしまった……（笑）。

ルシャナ：ということで、発動判定！（ダイスを振る）発動成功。ということで、攻撃属性が〈水〉に書かき換かわりますよ。

ＧＭ：では次、ウェンディの行動ですね。

ウェンディ：よーし、目の前にいる蛇人間を攻撃するのだぞ。

ＧＭ：ははは、こいつはまだ無む傷きずですよ？　そう簡かん単たんにやられません！




　だが、その決意もむなしく蛇人間Ｂはウェンディの猛もう攻こうの前に倒たおれた。

　フェイトを使ってまで振ふり直した必中の一撃───。

　それは、[image: ]点ものダメージを与え、蛇人間の急所を見事に貫く結果となった。




ウェンディ：やったぁ！　ナッちゃん、やったのだ！

ナッツ：そしてワタクシ、メジャーアクションで自分に《ヒール》デス。（ダイスを振る）発動は成功デスよ。35点回復シマシタ。あと一発は耐たえられマスよ。

ＧＭ：といったところで、クリンナッププロセスを経へて、第３ラウンドへと移りましょう。




●第３ラウンド

ＧＭ：では、第３ラウンド目です！　頭上の雷らい雲うんは限界まで膨ふくれあがり激はげしく放電を始めます。そしてその禍まが々まがしい天空から黒い消し炭になった犬型のものが落ちてきます。




　無む残ざんにも焼け焦こげたその生き物は、ドサリと地面に叩きつけられ、低い呻うめき声を上げた。




一同：チロォーっ!?

ウェンディ：ち、チロちゃん！

ＧＭ：シャイロはかろうじて息をしています。そして、甲かん高だかい金切り声をあげながら、サンダークラウドがゆっくりと舞まい降おりてきます。翼をはためかせて降こう下かしてくるその姿は、まるで竜りゆうのよう。ですが、頭部に被かぶさる装そう甲こうのような外皮、そしてそこからまっすぐに伸のびる角のようなものが、彼が竜であることを否ひ定ていしているかのようです。

ウェンディ：くっ……絶対負けられないのだ！

ＧＭ：サンダークラウドは、四人の10メートル先に舞まい降おりました。では、セットアッププロセスです！




行動値

サンダークラウド　20

ジン　　　　　　　16

ルシャナ　　　　　11

ウェンディ　　　　６

ナッツ　　　　　　３
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ジン：お、俺より早いじゃん！

ルシャナ：さあ、いったい何をしてくるのか……。

ＧＭ：ふふふ……セットアッププロセスは特になし。イニシアチブプロセスにご期待を（笑）。

ナッツ：もったいぶりマスね（笑）。

ジン：俺は特にないけど、ここで《陣形》してほしいじゃん！

ウェンディ：《陣形》承認なのだ！　突つっ込こめー！

ルシャナ：私は追いつけませんので、９メートル離れた位置に移い動どうしましょう。皆さん、がんばってくださーい（笑）。

ウェンディ：ルシャナー！　《ガーデン》が欲ほしいのだー！（笑）

ルシャナ：もちろんですとも。《ガーデン：荒野》！（ダイスを振る）……!!　ふぁ、ファンブル……!?

一同：えええーっ!?（笑）

ルシャナ：な、何の！　こんなこともあろうかと、幸運のペンダントを持っているのです！（笑）ということで、片かた方ほうの出目を２に変更！　発動成功です！　命中判定＋１Ｄになりますよ。

ジン：持っててよかった、幸運のペンダント！（笑）

ウェンディ：助かったのだ～！（笑）わたしは《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》なのだ！　ううっ、【ＭＰ】が１になったのだ……（笑）。

ナッツ：ワタクシ、宣言はゴザイマセンよ。

ＧＭ：それでは、イニシアチブプロセス！　まず最初は、サンダークラウドから！　ムーブアクションで《グレートブレス》、マイナーアクションはなし、メジャーアクションで《複ふく合ごうブレス：火／光》！　シーン中に存そん在ざいする四個こまでのエンゲージを対象に、雷のブレスを放ちます。ということで、対象はＰＣ全員！

[image: ]

ルシャナ：何ぃっ!?　わ、私のところにまで届とどくんですかっ!?（笑）

ＧＭ：はっはっは！　では、命中は４Ｄ、行きますよ！（ダイスを振る）クリティカルはせず！　達成値は25！

ウェンディ：（ダイスを振る）ダメ～！　10で失敗なのだ。

ナッツ：（ダイスを振る）避けられマセンよ！　８で失敗デス。

ジン：さすがに13以上は……（ダイスを振る）無理じゃん！　22で失敗。

ルシャナ：（ダイスを振る）出目は11、惜おしい！　16で失敗です！

ナッツ：むむむ……何かあったときが怖いのデス、ジン様を《カバーリング》＋《アイアンカバー》するのデス！

ルシャナ：《シールドガーデン》と《プロテクション》でどうにか耐え、《蘇そ生せい》で切きり抜ぬけましょう！

ウェンディ：分かったのだ！

ジン：助かるぜ、ナッツ！　クッションふかふかじゃーん！（笑）

ＧＭ：それでは、ダメージ！（ダイスを振る）う、出目がちょっとしょぼい……63点の〈火〉／〈光〉の魔法ダメージです！

ナッツ：これはどうにかいけそうデスね。

ウェンディ：【魔法防御力】は６あるのだ。

ルシャナ：前のエンゲージに《シールドガーデン》！（ダイスを振る）うぐ、１が多い……!?　15点軽減です（笑）。あと我が女神よ。ヴァルキリーは〈光〉属性ですから、【魔法防御力】が２倍になりますよ。

ウェンディ：わ～いっ♪　さらに、猟りよう王おうの外がい套とうの効果でマイナス５するのだ！　これで【魔法防御力】分を引いて……28点ダメージ！　【ＨＰ】42点で立ってるぞ。

ナッツ：ワタクシはルシャナ様に《プロテクション》デス！（ダイスを振る）19点軽減デス。

ルシャナ：助かりました。40点ダメージを受けて、何とか踏ふみとどまりました。

ナッツ：えええぇーっ!?（笑）ま、まず【魔法防御力】18、《アイアンカバー》の効果でさらに＋17点、《シールドガーデン》で15点、合計50点軽減なのデスよ。ダメージは13点、二倍にして26点！　【ＨＰ】が半分になってしまいマシタ。

ＧＭ：ぐ、硬い……！

ナッツ：次に防ふせぎ切れなければ、《蘇生》をお願いしたいのデス。

ウェンディ：がんばれ、ナッちゃん！

ＧＭ：だが、まだここでは終わらない！　サンダークラウドは《アデンダム》を宣言、もう一度行動します！

一同：何だって───ぇ!?

ＧＭ：サンダークラウドは、一度空中に舞まい上あがり、ものすごい速さで突つっ込こんできます！　ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《連続攻撃》！　雷らい光こうをまとい、ウェンディに突とつ撃げき！（ダイスを振る）……クリティカル!!
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一同：なんだって────!?

ジン：来たぁっ!?

ウェンディ：回避は１しかない……（ダイスを振る）ダメ！　達成値９で回避失敗なのだ～！

ナッツ：何の、《カバーリング》デス！

ジン：ナッツが縦じゆう横おう無む尽じんにかばって回ってるじゃん！

ウェンディ：ナッちゃん、頼たのもしいのだ！

ＧＭ：ではダメージ！（ダイスを振る）77点の〈火〉と〈光〉魔法ダメージです！

ナッツ：うむむ、《アイアンカバー》は使ってしまいマシタが……残り【ＨＰ】34、しかし二撃目が……うーむむ、ここは生き残っておきたいデス。ルシャナ様、《プロテクション》の出目がまずかったら、《シールドガーデン》を頼たのみマス！

ルシャナ：分かりました。

ナッツ：《プロテクション》デス！（ダイスを振る）おお、またもや出目がいいのデス。27点軽減、残り【ＨＰ】２点！

ＧＭ：うおっ!?　い、生き残った!?

ウェンディ：すごーいすごーい！

ＧＭ：苛いら立だたしげな目でナッツをにらみ、もう一度急上昇。再びウェンディに攻撃を仕し掛かけます。命中判定！（ダイスを振る）クリティカル!!

一同：ええええーっ!?

ジン：二連続クリティカルとか、そりゃないっすよーっ!?

ウェンディ：ま、またクリティカルなんて……（ダイスを振る）あたり！

ナッツ：ワタクシここでは《カバーリング》できマセン。ルシャナ様にお任せしまショウ。

ＧＭ：ダメージいきます！　（ダイスを振る）80点の〈火〉〈光〉魔法ダメージです。

ウェンディ：【魔法防御力】が倍になって12点、さらに猟王の外套でマイナス５されるのだ。17点軽減、63点ダメージなのだ。がんばって、ルシャナ！　19点軽減すれば生き残るのだ！

ルシャナ：19点ですね。我が女神のために《シールドガーデン》！　（ダイスを振る）……我われながらすごい出目ですね（笑）。28点軽減です！

ウェンディ：おおーっ、すごいのだ！　29点ダメージを受けて、残り【ＨＰ】10点！

ＧＭ：ぐぬぬ、防ふせがれた……！

ウェンディ：危あぶなかったのだ……ルシャナのおかげで助かったのだ。

ルシャナ：私は当然のことをしたまでです、我が女神よ。

ＧＭ：以上でサンダークラウドの行動は終了。次はジンの行動です。

ジン：さぁて、いよいよこっちの番じゃん！　がんばるぜ！

ナッツ：ふう～、これでワタクシの役目は終了でゴザイマス。さようなら皆さん（笑）。

ウェンディ：また逃にげようとしてるのだ！　ダメなのだ～！（笑）

ジン：いくぜ！　ムーブアクションで《ディセクトエッジ》、マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションで通常攻撃じゃん！（ダイスを振る）クリティカルしないじゃん……命中は31！

ＧＭ：回避！（ダイスを振る）出目は10、達成値は16、命中しました。

ジン：ダメージロールで《ピアシングストライク》じゃん！（ダイスを振る）88点の〈水〉属性魔法ダメージじゃん！

ＧＭ：うぐぉっ、そ、そうだった!?　〈火〉属性の効果により、ダメージは素通しされます！

ジン：炎ほのおの踊りを踊りながら、〈水〉属性の攻撃じゃん！

ＧＭ：炎と水が舞まい踊おどる。巨体に殴なぐり飛とばされ、サンダークラウドの金色の羽根が舞まい散ちります。次はルシャナの行動です。

ルシャナ：ふーむ、やることがありませんね……（笑）。ここは命中を少しでも上げておきましょうか。ムーブアクションで《マジックブラスト》、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《フィジカルエンチャント》！　対象は前の三人に！（ダイスを振る）魔ま術じゆつ判定は成功。皆さんの【器用】判定に＋４されます。

ウェンディ：ありがたいのだ！

ＧＭ：それでは次、ウェンディの行動です。

ウェンディ：その前に《祝福》なのだ！　聖なる巨柱よ、私に【ＭＰ】をくれ！（笑）

ナッツ：巨柱からわずかにのこされた魔ま力りよくが集まり、ウェンディ様にビームのように放たれるのデス！（笑）

ウェンディ：すごいのだ、力がみなぎってくる！

ジン：すげぇ、神と魔の戦いの時のヴァルキリーたちの姿が見えるじゃん！

ＧＭ：「さあ、ウェンディ！」「魔獣を倒すのよ！」という声も聞こえてきますね。

ウェンディ：あれは……まさか、お姉様たち!?　がんばるのだ……！　まず、わたしのイニシアチブプロセスでフェイトを１点使い、《ブロウストライカー》を宣言！　《スラッシュブロウ》を復ふつ活かつさせるのだ！

ＧＭ：何と!?

ウェンディ：ムーブアクションで《ハンターズハント》、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《フェイタルハント》＋《ヘビーハント》！　さらに《ボルテクスアタック》を宣言するのだ！

ナッツ：「ハント」が多いデスねぇ、狩かる気満々でゴザイマスね（笑）。

ウェンディ：フェイトを１点使って、命中判定に＋１Ｄ！（ダイスを振る）うわ、ダメなのだ！　出目は17、達成値30！

ＧＭ：ぶっ、高っ!?（ダイスを振る）出目は３、達成値13で失敗です。

ウェンディ：当たったのだ！　《スラッシュブロウ》を宣言！　最後のフェイトを使って、ダメージは15Ｄ＋[image: ]！

ＧＭ：な、何ですと!?（笑）

ウェンディ：この地で戦ってきたヴァルキリーたちよ、わたしに力を貸してくれ！　……ついでにルシャナも便乗してほしいのだ？（笑）

ルシャナ：便乗って言わないでくださいよ!?　助力っていうんですよ!!（一同爆笑）

ナッツ：（素に戻って）大竹さんの迷言、いただきました（笑）。

ウェンディ：な、なしなし！　助力を頼むのだ！（笑）

ルシャナ：もちろんですとも！　フェイトを３点突っ込んで、６Ｄ＋４の《ブーストガーデン》！（ダイスを振る）26点追加ですよ。

ウェンディ：ありがたいのだ！　いくぞっ……！（ダイスを振る）58！　[image: ]点だから、合計して……[image: ]点の〈水〉属性魔法ダメージなのだ!!

ＧＭ：弱点属性ですので、【魔法防御力】は０となります。[image: ]点、直ちよく撃げき！　サンダークラウドは、唐から竹たけ割わりされて真っ二つになりました（笑）。

ジン：〈水〉属性だから、貫つらぬかれて水みず炊たきじゃん（笑）。

ＧＭ：というわけで、サンダークラウドは倒たおれました。その巨大な死し骸がいは、地上へと落下……巨大な土煙をあげます、そして、それが晴れると……先に倒たおされたガイダロスの死体と、折り重なるように大地に伏ふしています。




　そして、サンダークラウドが倒れたことにより、雷雲は風に吹ふかれて消えていった。

　雷雲に溜たまったエネルギーは、主を失たがため、小しよう規き模ぼな落らく雷らいと放電により霧む散さんしていく。

　戦いの帰き趨すうを見守っていた、ファリスタたちは神殿に突とつ入にゆうする。魔力の炎を再さい点てん火かし、魔払ばらいの力を復活させようと動き始めたのだ。




ＧＭ：という感じで、戦闘に勝利したことにより、パヴィトラ・スタンヴァの危き機きは解かい消しようされました。

一同：やったあーっ!!







　　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆友との別れ




　戦いは終わった。

　サンダークラウドと戦ったチロは、満まん身しん創そう痍いであった。

　そこにいるのは、恐おそるべき魔獣ではない。ウェンディに懐なついている、いつものチロだった。




ＧＭ：では、エンディングのシーンを始めます。あの戦闘の直後。その毛皮の多くを無残に焦こがしたチロは「どうやら勝ったようだな、〝狩りの女神〟よ」と声を発します。

ウェンディ：チロちゃんのおかげだ。

ＧＭ：「オレは魔獣にも人の友にもなれぬ半はん端ぱ物ものだ。お前を助けたのも、ただの気まぐれにすぎない」苦く痛つうが滲にじむ声からは、彼の命がもう長くないことが伝わります。

ウェンディ：そんなことはない！　生きよう、チロちゃん！

ＧＭ：「いいんだ。オレは魔獣として多くの罪つみを犯おかした。せめてご主人様だけでも生かしたかった。とはいえ、サンダークラウドを相手にして生き残る方が奇き跡せきというものだ」

ジン：最初から死を覚かく悟ごしてたじゃんよ。

ナッツ：実際チロがサンダークラウドの【ＨＰ】を削ってなければ、勝てたかドウカ……。

ＧＭ：「オレは邪じや悪あくな存在だったとご主人様……サムエルに伝えてくれ。そう伝えてやることが、あの人が一番苦しまずに済すむ方法なのだ」

ルシャナ：しかし、あなたは、自分の意い志しで決けつ断だんし、サムエル殿を、そして我が女神を助けた。……あなたはもう人間となんらかわりない存在ですよ。

ＧＭ：「オレの中の魔はすでに殺されていたのだな、お前たちの剣でも魔法でもない──力によって」

ウェンディ：チロちゃん、帰ろう？　チロちゃんが大好きなサムエルさんが待ってるのだ。

ＧＭ：「ご主人様……」　チロはご主人様の幻げん影えいを見たのか、懐かい旧きゆうの表情を浮うかべます。

ウェンディ：チロちゃん！　死んじゃダメだ！

ＧＭ：「ご主人様、また旅に出ましょう。今までのように、楽しい旅に……」と言って、チロは歩きだそうとしますが、上手く歩けず、そのまま倒れ伏ふします。




　そして───。

　チロは二度と動くことはなかった。




ウェンディ：チロちゃん……！　とぽろぽろと涙なみだをこぼします。

ジン：……チロ。お前の心、俺たちがしかと受け取ったぜ。

ナッツ：滂ぼう沱だの涙を流しマス。ワタクシ、やはりご主人様を探さがさねばなりマセン！

ウェンディ：みんな、お願いがある。チロを埋うめて、墓はかを作ってやりたいんだ。

ジン：……ああ、そうしようじゃん。ウェンディがあげた、アジュール村の花の種も一いつ緒しよにしてさ……。

ルシャナ：すべての〝七つの封印〟を倒した時、花が咲さきますね。それはチロが生きた証になることでしょう。

ナッツ：どちらにしろ、ここは神殿デス。埋うめることはできないので、ちゃんと埋まい葬そうできる場所にお墓を用意しまショウ。

ウェンディ：そうだな。




　　　　＊　＊　＊




　チロの墓は、この街に繫がる交こう易えき路ろを見下ろす丘おかに作られることになった。

　ウェンディたちとサムエルは、その墓の前で哀あい悼とうを示しめした。

　この街を訪おとずれるたび、チロのことを思い出すだろう。

[image: ]




ＧＭ：では、数日後。巨柱の魔払いの力も復活し、無事に平和を取とり戻もどしたパヴィトラ・スタンヴァの郊こう外がいに設もうけられたチロの墓の前です。

ナッツ：チロのお墓は街道沿ぞいに作りまショウ。サムエルさんの隊商がやってくるのが見えるヨウニ。

ＧＭ：では、隊商が通る様子が見える丘の上に作られたということで。

ウェンディ：……チロは満足してくれただろうか？

ＧＭ：一緒に墓はか参まいりに来ていたサムエルは「あなたに見取られたのです。チロもさぞかし喜んでいることでしょう」と言います。

ジン：それに、命がけでサムエルさんを守ったじゃん。本望だったに違ちがいないじゃん。

ウェンディ：……わたしにとって、魔獣は憎にくむべき存在だった。でも、チロ違ちがったのだ。

ルシャナ：極めてまれなケースでしょうし、〝心の魔獣〟という感かん情じようを理り解かいする力を持つチロだからこそなのかもしれませんが。……チロはいい子でしたね。

ウェンディ：サムエルさん、あなたのチロちゃんは、とても優やさしい犬だったのだ。

ＧＭ：「……ええ。私の一番の家族でした」

ウェンディ：………はい。さあ、パヴィトラ・スタンヴァの街に戻もどろうか……。わたしたちにはまだやるべきことがある……。

ルシャナ：ええ。そうしましょう。

ＧＭ：では皆さんは、静かに丘を降ふり、街へと戻もどるのでした。




　パヴィトラ・スタンヴァの街道沿いの丘には、ひっそりと小さな墓が建っている。

　多くの人が一いつ顧こだにせぬ墓だが、時々誰かが手入れをしているようだ。

　その下に眠ねむる者が、何者か、何をなしたのかは伝わっていない。








『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・サヴァイヴ！』




第三話「反撃の魔獣軍団」




─ＦＩＮ─


















　　　　ＰＲＥＰＬＡＹ







◆Preplay01◆戦いくさ乙おと女め、最後の戦い




　先の戦いにおいて、三体の魔ま獣じゆうとまみえ、内二体を倒たおしたウェンディたち。

　残る一体も、息いき絶たえた。

　つまり……残す魔獣はあと二体。

　小さな戦乙女の冒ぼう険けんも、いよいよ大おお詰づめである。

　そして迎むかえた収しゆう録ろく日び当日。Ｆ．Ｅ．Ａ．Ｒ．の会議室に、いつもの五人がそろった。




●今回予告とハンドアウト

ＧＭ：皆みなさん、おはようございます。『サヴァイヴ！』最終回第四話の収録を始めます。

一同：よろしくお願いしまーす！

大おお竹たけ：ついに魔獣もあと二匹ひきだね！

林はやし：いやぁ、何だかあっという間だったなぁ～。

大竹：よぉしっ、残りの二匹も、がんばってやっつけるぞー！

ＧＭ：それではさっそく、今回予告を読みあげます。




▼今回予告

　決戦の時が来た───。

　今、真の封ふう印いんが解とかれ、邪じや悪あくなる力が解とき放はなたれる。

　響ひびき渡わたる魔獣の咆ほう吼こうは大地を走り、人々の営いとなみを静止させていく。

　大陸に拡かく大だいしていく破は滅めつの闇やみを斬きり裂さけるのは、戦乙女の刃やいばのみ。




　ウェンディ・ティファニー・グレース───世界はキミの助けを待っている。




『アリアンロッド２Ｅリプレイ・サヴァイヴ！』

　第四話「戦場に咲さく戦乙女！」




　───キミは生き残ることができるか!?




大竹：いよいよ最終決戦だ～！

林：ついに、ウェンディと故こ郷きようの村に呪のろいをかけたやつとの対決かぁ。

久く保ぼ田た：今回はすごいことになりそうですね。大陸中が危き機きに陥おちいるみたいですし。

鈴すず吹ふき：どう考えてもナッツは「ワタクシ、これにてお暇いとまさせていただきマス」と言うね。

一同：はやっ!?（爆ばく笑しよう）

大竹：今回予告で逃にげ出だすのぉっ!?

鈴吹：だって、今回のシナリオはヤバそうじゃないですか。

林：ナッツがいないと、俺おれら生き残れないから！

鈴吹：ですよねぇ～（笑）。まぁ、ちゃんと最後までおともしますから………。

大竹：ふぅ、よかったぁ。

鈴吹：………たぶん。

一同：おい────っ!?（爆笑）

ＧＭ：はっはっは。次にハンドアウトを配はい布ふします。今回はギルドハンドアウトになります。




▼ギルドハンドアウト

　コネクション：七つの封印　関係：宿しゆく敵てき

　七つの封印も残り二体。

　だが、封ふうじられし能のう力りよくを取りもどしつつある〝時の魔獣〟は、今や大陸全土の脅きよう威いになろうとしていた。

　鍵かぎをにぎるのは、〝狩かりの女神〟ウェンディ。

　彼かの女じよの力を発はつ揮きするためには、哀かなしき過か去この記き憶おくと対面せねばならない。




大竹：何と！　あいつを倒たおす鍵は、あたしが握にぎってるんですね！

ＧＭ：いかにも。第一話で語られた、とある描びよう写しやを拾わせていただきました。どんな風に関わっているかは、どうぞお楽しみに。

大竹：はーい！　がんばって過去と向かい合わなくちゃ！

鈴吹：過去との対面するシーンは、ウェンディに任まかせておけばいいな。よし、なんとかなる気がしてきたぞ（笑）。

久保田：他人事だから気楽なんですね？（笑）

大竹：も～っ！　あたしは他人事じゃないのに～っ！（笑）

林：にしても、〝時の魔獣〟か……いよいよ最終決戦って感じがしてきたなぁ。

大竹：がんばって呪いを解といて、村を元に戻もどすぞっ。

ＧＭ：今回予告とハンドアウトは以上です。次はＰＣの成長の処しよ理りをお願いします。

一同：はーいっ！




●キャラクターの成長




　取得するスキルの相談やすりあわせ、果ては戦せん闘とう時のシミュレートなどを行ないながら、にぎやかにレベルアップ作業が進む、進む。

　そして数一〇分後……大きく成長したＰＣたちが完成したのである。




▼ウェンディ・ティファニー・グレース（８レベル）の場合


───大竹みゆ



ＧＭ：では、成長報告をしてもらいましょう。まずはウェンディから。

大竹（以下、ウェンディ）：はい！　まず、《ハンターウェポン》のレベルを上げました。

ＧＭ：新しん規きには何を取得しました？

ウェンディ：シーン一回、装そう備びしている武ぶ器きの重量分だけ、ダメージを軽けい減げんできる《ダイナミックガード》を取得したのだ。

鈴吹：大竹さんが防ぼう御ぎよのことを考えてる!?（笑）

ウェンディ：前回、守ってもらったら、ジンが戦闘不ふ能のうになっちゃったから……（笑）。

林：あれは、俺の若わかさゆえに過あやまちだったんだから、気にしなくてもいいのに（笑）。

ウェンディ：自分の力でどうにかできるようにしたかったのだ。それから、《テイルズシンボル》で妖よう精せい天馬を取得したぞ。ふと現あらわれた妖精天馬と仲良くなったのだ！

久保田：突とつ然ぜん降ふって湧わきましたね、妖精天馬（笑）。

ウェンディ：わたしの背せ中なかの羽根の紋もん章しよう（第二話参照）が熱くなったとおもったら、突然天馬が隣となりにいたのだ。不思議なこともあるものだ！（笑）

ＧＭ：その紋章に天馬が宿ってたとか……。あるいはその紋章を目指してやって来たか。

ウェンディ：紋章を目指して来たというのはいいな。じゃあ、ヴァルキリーのお姉様が、わたしのために天馬を使わしてくれたということで。名前はオーディンでどうだろう。

久保田：オーディンは、北ほく欧おう神話の主神ですよ。偉えらそうな馬ですね（笑）。

林：せめてスレイプニル（オーディンの乗馬）にしなよ（笑）。

鈴吹：それでも、偉えらそうではあるよなぁ（笑）。

ウェンディ：じゃあ、名前はプルプルちゃんにするのだ！　ちなみにウェンディの身長に合わせて、小こ柄がらな馬だぞ。

鈴吹：それだと妖精天馬というよりは、妖精ポニーだな（笑）。

ＧＭ：ちなみに、一いつ般ぱんスキルは何を取得しましたか？

ウェンディ：ロールスキルの《ブロウストライカーⅡ》なのだ。フェイト１点消費する代わりに、攻こう撃げきの対象のリアクションにマイナス１Ｄのペナルティを与あたえるスキルなのだ。

ＧＭ：ま、マイナス１Ｄ？　それだとほとんど避さけられなくなりますよ!?

林：おおっ、攻撃が命中しやすくなったんだな！

ウェンディ：うん。これで、ＧＭのクリティカルを押おさえ込こめるといいなと思うのだ！

ＧＭ：か、哀かなしい（笑）。

ウェンディ：装備は、武器をフットマンズパイクに変へん更こうしたのだ。ＥＸＨＰポーションと、ＥＸＭＰポーションを二本買い、前に使ったポーション類を補ほ充じゆうしたぞ。成長報告は以上だ。




▼ゴード・ジンガー（８レベル）の場合


───林啓太はやし・けいた



林（以下、ジン）：ジンじゃーん！　まず、《バトルステップ》のレベルを上げたぜ。これで、踊おどっている最中の命中とかダメージとかが更さらに強化されたじゃん！（一同笑）

鈴吹：ダンサーっておもしろいなぁ（笑）。

ジン：新規取得はふたつ。ひとつ目は、《ハードビート》。【ＨＰ】が満タンの時に、ダメージが＋１Ｄされる。だから、ダメージを受けると「もうだめじゃーん……」とへこむ（笑）。

ウェンディ：じゃあ、ジンを集中的に守らないと！

ジン：ふたつ目は、未行動のキャラクターを行動させる《エンカレッジ》。ルシャナに先に動いてもらって、エンチャントしてもらう狙ねらいじゃん。

久保田：おお。それは助かります。

ジン：一般スキルは、《フェンサーⅠ》を取得した。攻撃と同時使用で、フェイトを１点消費する代わりに、ダメージが＋［攻撃対象人数］Ｄ上じよう昇しようするってやつね。

鈴吹：《フェンサーⅠ》はかなり強いからね。

ジン：マジすか！　よっしゃ、取って正せい解かいじゃん！　次は装備。胴どう部ぶ防ぼう具ぐをアボイドクロークに変更した。シナリオ３回、回かい避ひ判はん定ていに＋１Ｄできるじゃん。

ウェンディ：ジンがさらにすばしっこく！（笑）

ジン：補ほ助じよ防具をトリックマントに変更した。メジャーアクションのスキル使用時に、ダメージを＋２Ｄする。敵てきが単体でも、《ワイドアタック》を使えば強くなるじゃん！

ウェンディ：おおーっ、強いのだ！

ジン：あ、それと、【移い動どう力】を上げるためにラクダを買った。以上じゃん！




▼ナッツロッカー（８レベル）の場合


───鈴吹太郎すずふき・たろう



鈴吹（以下、ナッツ）：ナッツ、デス。《アイアンアームド》と《アイアンカバー》のレベルを上げマシタ。それから、【ＨＰ】回かい復ふく、【ＭＰ】回復を行なうスキル、アイテムの効こう果かに＋１Ｄされる《ディフィブリレイター》を新規取得しマシタ。

ＧＭ：一般スキルは何を取得しましたか？

ナッツ：フェイト１点消費するかわりに、セットアッププロセスで、《ヒール》を使用できる《ハンズオブライトⅡ》を取得しマシタ。

ウェンディ：おお！　そのタイミングで回復できるのはうれしいのだ！

ジン：超ちよう助かるじゃ～ん！（笑）

ナッツ：最後に装備ですが、右手武器が【ＭＰ】を消費することで射しや程ていを伸のばせるレッドコメットに。左手武器が【精せい神しん】にボーナスが入るセイントシールドになりマシタ。




▼ルシャナ・アムルタート（８レベル）の場合


───久保田悠羅くぼた・ゆうら



久保田（以下、ルシャナ）：まず《グリーンサム》と《ブーストガーデン》のレベルを上げました。それから、《ヒーリングガーデン》を取得。射程は場面（選せん択たく）で、《ガーデン：～》の効果を受けている他人に対して、【ＨＰ】回復ができます。

ジン：回復がすごく手て厚あつい！

ルシャナ：ま、使わないにこしたことはないですが……。ちなみに一般スキルは、装備しているアイテムの重量制せい限げんに＋５する《イクイップリミット》を取りました。

ＧＭ：何か重い装備を入手したんですか？

ルシャナ：ええ。ガードローブを装備しまして。かなり重いのでその対たい策さくです。その他、右手武器が、錬れん金きん術じゆつ判定にボーナスが入る庭てい匠しようのステッキに変更。左手武器はおしゃれの盾たてで庭匠の首くび飾かざりを取得しました。これでリンクアイテムが三つになり、効果が発動します。

ジン：……あのさ。ルシャナが俺の《エンカレッジ》で、最初に動く前ぜん提ていで話すけど……。

ルシャナ：どうしました？

ジン：ルシャナが《ヒーリングガーデン》の効果を受けるためには、《ガーデン：[image: ][image: ]》を受けるために俺らと一いつ緒しよに前に出て戦う必要がでてくるんじゃない？

ルシャナ：……はっ!?　し、しまった……!?

ナッツ：ルシャナが前線に立つのか……なんたる墓ぼ穴けつ！（一同爆笑）

ＧＭ：レベルアップで墓穴を掘ほってくれるとは、

さすが墓穴庭にわ師し！（笑）

ルシャナ：くっ……いいんです！　いざという時は庇ってもらいますから！（笑）

ナッツ：はいはい、がんばって庇いマスよ～（笑）。

ルシャナ：なお、【移動力】があまりにも低いので、移い動どう用ように軍馬を購こう入にゆうしました。以上です。

























●ギルドの成長

　今回はギルドが１レベル上昇し、一同は《ギルドシンボル》を取得した。

　ギルドのシンボルとなるアイテムを所持しているＰＣと同じシーンに登場しているギルドメンバーのダメージが＋２Ｄされる効果を持っている。シンボルは、ウェンディの故郷に咲く青い花があしらわれた旗である。

　選択したギルドサポートは以下のとおりとなった。

《蘇そ生せい》《祝福》《陣じん形けい》《宿敵：魔獣》《ギルドシンボル》







　　　　ＯＰＥＮＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Opening01◆よみがえりし女神の武ぶ具ぐ




　鍛か冶じ師しのアンヴィルによって打ち直された武具の欠片かけらは、新たな形に生まれ変わった。

　残す魔獣はあと二体。これならばまた、存ぞん分ぶんにやつらと戦うことができるだろう。

　そう確かく信しんしたその夜、ウェンディは奇き妙みような夢ゆめを見た……。




ＧＭ：それでは、オープニングフェイズを始めます。あれから一週間後。舞ぶ台たいはパヴィトラ・スタンヴァの鍛冶屋のアンヴィルの工こう房ぼうとなります。

ウェンディ：〝狩りの女神〟の武具ができるのだな！

ＧＭ：そうなります。まだ皆さんは登場していません。薄うす暗くらがりの中、窯かまの中でごうごうと炎ほのおが燃もえ上あがり、アンヴィルが振ふるう槌つちが鉄を打つ、カーンカーンという音が響ひびきます。

ルシャナ：前回預あずけた、〝狩りの女神〟の武具の欠片を使っているのですね。

ＧＭ：そのとおり。彼かれはしばらく作業に従じゆう事じした後───「できた」とつぶやきます。そして画面が暗転し……ここからＰＣが登場可か能のうになります。

ウェンディ：よし、さっそく見に行くのだ！

ジン：〝狩りの女神〟の武具、完成したみたいじゃん？

ＧＭ：「ああ。欠片は小さくて、刃を構こう成せいできなくてな。かといって、コーティングにすると剝はく離りが怖こわい。だから欠片を球きゆう状じようにして、槍やりの穂ほ先さきの根元に埋うめ込こんだのだ」

ルシャナ：西洋の剣けんは、柄つかの部分に聖せい遺い物ぶつが収おさめられるようになっています。おそらく、それと似たような発想なのでしょう。

ウェンディ：おおっ。かっこいいのだ！

[image: ]

ＧＭ：「この欠片はどうやら周囲に独どく自じの魔ま力りよく圏けんを作り上げるらしい。この形けい状じようは、その効果を維い持じする狙いもある」

ウェンディ：独自の魔力圏？

ジン：それって第二話で見た、瘴気を防ふせぐ領りよう域いきのこと？

ＧＭ：はい、そのとおりです。

ルシャナ：なるほど。確たしかにこれならば、武器を持っているだけで効果を発揮しますね。

ＧＭ：なお、今のところ、ルール的にはこの武具はウェンディの武器、フットマンズパイクと同等の性せい能のうしか発揮しません。

ルシャナ：ですが、〝七つの封印〟との戦いには、必ず役に立つ……と。

ＧＭ：ええ。そう考えてください。

ウェンディ：うむ。大事にする。ありがとう、アンヴィル！

ルシャナ：それで、お代はいくらでしょう？

ＧＭ：「代金は不要だ。お前はこの街を救ってくれたからな。感かん謝しやの印だ」

ウェンディ：じゃあ……代わりに、この種をあげるのだ。

ＧＭ：「これは？」

ウェンディ：アジュール村に咲く青い花の種なのだ。今は時が止まっているが、いずれ動き出すだろうと思っている。

ＧＭ：アンヴィルは種をしげしげと眺ながめます。「不思議なこともあるものだ。なるほど。お前の武具を鍛きたえたのも、何かの縁えん。この種は、裏うら庭にわにでも植えておこう。お前の武ぶ勲くんに輝かがやきがあらんことを」

ウェンディ：うん、ありがとう。

ＧＭ：「そういえば、神官長のファリスタが、お前たちに会いたがっているそうだ。明日にでも顔を出してやってくれ」

ウェンディ：分かったのだ！　では、帰りがてら、プルプルちゃんに乗る練習をするのだ。

ルシャナ：練習がいるんですか？

ウェンディ：そうなのだ。プルプルちゃんは乗ると震ふるえてしまって、なかなか走ってくれないのだ………。

ジン：プルプルって、そういう意味だったんかいっ!!（爆笑）

ウェンディ：ちょっとがんばって走らせるのだ！　はいよー、プルプル！　…………。ううっ、動かないのだ……ジン！　プルプルちゃんも一緒に担かついでいってほしいのだ！

一同：ちょ!?（爆笑）




　かくして、天馬とそれに乗ったヴァルキリーを肩に担いだ巨きよ人じんが、パヴィトラ・スタンヴァの街をのしのしと歩くのであった。




ナッツ：う、馬の意味がナイ！（笑）

ルシャナ：諦めるのが早すぎますよ、我わが女神っ!?（笑）

ジン：しかも天馬が増ふえた分、俺の負ふ担たんが増えただけじゃん！（笑）

ＧＭ：ともあれ、アンヴィルから無事に武器を受け取り、皆さんは宿屋で休息を取ることにしました。で、変へん則そく的てきですが、ここでウェンディが夢を見るシーンとなります。

ウェンディ：分かったのだ。また、お姉様と会えるのかな？




　　　　＊　＊　＊




ウェンディ：昔はひとりで眠ねむるのは怖こわかったが、今はもう平気だぞ。ナッちゃんを枕まくらにしているから怖こわくないのだ（笑）。

ナッツ：うーんうーん、苦しいのデス……（笑）。

ＧＭ：（笑）。さて、眠ねむりに落ちたウェンディは夢を見ます。目の前に広がっている風景は、懐なつかしい故郷、アジュール村のものです。

ウェンディ：懐かしいのだ……。きょろきょろと周囲を見回す。

ＧＭ：すると、あなたの数メートル先に、隻せき眼がんのヴァルキリーがたたずんでいます。

ウェンディ：あなたは、いつぞやにお会いした……。

ＧＭ：「……ガルデニアだ」と、彼女はどこか苦しげに息をつき、名乗ります。消しよう耗もうしているのが目に見えて分かりますが、それでも戦乙女らしい凜りんとした姿すがたは崩くずしていません。

ウェンディ：ガルデニアお姉様……わたしに、何かご用が？

ＧＭ：「ウェンディ、よくぞ〝過去の石〟を守った。お前に伝えなければならないことがある……アジュール村へと、帰るのだ」

ウェンディ：村へ帰れ？　いったい、何が起こっているというのだ？

ＧＭ：「あの地には……」とガルデニアが言いかけると、急に黒いかぎ爪づめの大きな手が彼女の背はい後ごに現あらわれ、彼女を捕つかまえます。

ウェンディ：何だこいつは……!?　お姉様を返すのだ！　槍を思い切り投げる！

ＧＭ：その槍は、ガルデニアを捕とらえた影かげの胸むな元もとへと突つき刺ささった───と思いきや、身体を貫かん通つうし、そのまま遠くへと飛んでいってしまいます。

ウェンディ：ガルデニアお姉様っ！

ＧＭ：巨きよ大だいな手につかまれ、ガルデニアは姿を消し───ウェンディは、目を覚まします。

ウェンディ：はっ……！　わたしの槍が天てん井じように突き刺さっているのだ……！

ジン：な、何が起きたじゃん!?（一同爆笑）

ウェンディ：すまない、夢の中で投げたつもりが、現げん実じつでも投げてしまっていたのだ（笑）。

ジン：さすがウェンディ、夢でも殺意高いじゃん……ぐー（笑）。

ウェンディ：みんなの寝ね顔がおを見て、考え事をするのだ。……少し、怖い。でも……行かなくちゃいけないのだ。……背中が熱い……痣あざが、浮うかび上あがっているのだな。

ＧＭ：おお、かっこいい演えん出しゆつですね。

ウェンディ：「村が、わたしを呼よんでいるのだな……」とつぶやいて、目を閉とじるのだ。

ＧＭ：では、ウェンディのつぶやきが月明かりに消えたところで、シーンを終しゆう了りようします。







◆Opening02◆力への渇かわき




　アディ地方のとある湿しつ地ち帯たいには、古代に作られた神しん殿でんがある。静せい寂じやくのみが支し配はいする神殿の中央には、文字が彫ほられた金きん属ぞくの柱が鈍にぶく輝かがやいている。

　しかし、突とつ如じよ地じ響ひびきが鳴り……柱が、激はげしく揺ゆれ始めた。




ＧＭ：次はマスターシーンです。舞台は、遙か遠方に山脈を臨のぞむ、アディ地方の湿地帯。そこにたたずむ神殿の中央には、光ひかり輝かがやく古代文字の刻きざまれた金きん属ぞく柱ちゆうがあります。

ルシャナ：この金属柱、パヴィトラの神殿の巨柱と同じものですか？

ＧＭ：そのとおり。蒸むし暑あつい空気の中、文字の光は柔やわらかく明めい滅めつしていたのですが……ふいに地の底から響ひびく地鳴りが聞こえ始め、がたがたと柱だけが激しく揺れ始めます。

ジン：地じ震しん!?　のわりに、何か変じゃん！

ＧＭ：光は徐じよ々じよに薄うすらぎ、やがて完全に消え去ります。と同時に、金属柱が崩ほう壊かい。そのあとにぽかりと口を開けた穴から、ふたつの影が浮ふ上じようしてきます。ひとつは、竜りゆうのような巨大な獣の姿をした影。もうひとつは、長い黒くろ髪かみをした女じよ性せいの影です。女性の右手には、蒼あおい光を放つ石が握にぎられています。

ナッツ：これはもしや……ワタクシ、嫌いやな予感がするのデスよ!?




「魔払ばらいの力には苦労させられたが、ついにこれを手に入れることができたぞ！」

　女は歪ゆがんだ笑みを口くちの端はに浮うかべ、石を強く握にぎりしめる。

「この〝未来の石〟───時を操あやつる力をお前が取りもどした以上、我われ々われは無む敵てきだ」

　満足げに語る竜に、女はどこか皮肉げな笑みを浮うかべた。

「だが、それを手にするためにひどく消耗してしまった。……私わたしはしばし眠りにつく。その間の護りは任せたぞ」

「ああ、任せるがいい。何者も、この地に近ちか寄よらせたりはせん！」

「それでいい。それでこそ〝王の魔獣〟よ。ドラコニア」

　満足げにそう言って、女はその手を天へかざした。

　その瞬しゆん間かん───どす黒い瘴気が膨ふくれあがり、神殿はおろか、湿地帯すらも覆おおい尽つくした。




ＧＭ：ウェンディがこの様子を見たら、あの日アジュール村を襲おそった瘴気と似にたものだと気づいたでしょう。

ウェンディ：何とっ!?　でも、実じつ際さい見てないから分からない！　いったいどうしたら……！

ＧＭ：といったところで、マスターシーンは終了です。

ウェンディ：気になるのだぁ───っ!!







　　　　ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ







◆Middle01◆急転直下




　鍛か冶じ師しアンヴィルの工こう房ぼうを訪たずね、新たな武ぶ具ぐを手にした翌よく日じつ。

　ウェンディ一行は、巨きよ柱ちゆうそびえるパヴィトラ・スタンヴァの神しん殿でんにやってきた。

　先日の災さい禍かから復ふつ旧きゆうしたばかりだが、かつての厳おごそかな空気は相変わらずだ。

　そして、現あらわれた神官長ファリスタは、穏おだやかな口調でウェンディたちに語りかける。




ＧＭ：それでは、ミドルフェイズに入ります。鍛冶屋アンヴィルから武具を受け取った翌日。舞ぶ台たいは、ファリスタのいるパヴィトラ・スタンヴァの神殿です。全員登場となります。

ウェンディ：では、ファリスタ様のもとへやってきたのだ。

ＧＭ：神官長の間に通された皆みなさんは「先日は、どうもありがとうございました」と、ファリスタにねぎらわれます。

ウェンディ：当然のことをしたまでなのだ。

ジン：美しい人の頼たのみなら、当たり前のことじゃん！

ＧＭ：「ふふ、お世辞がお上手ですね」

ウェンディ：あはは、ジンはまた相手にされてないのだ（笑）。

ジン：ファリスタさん、相変わらずガードがかたいじゃん……。

ウェンディ：ところでファリスタ様、わたしに話があるとのことだが……？

ＧＭ：「先日の戦たたかいで、このパヴィトラ・スタンヴァと、巨柱が封ふうじていた〝過か去この石〟を護まもっていただいた件に関連することです」

ウェンディ：〝過去の石〟は〝時の魔ま獣じゆう〟の過去に由来する力が宿った宝ほう玉ぎよくだったな。

ジン：[image: ]レベル分の経けい験けん値ちに相当するって話だったじゃん。

ＧＭ：「はい。今回の本題は、残る〝現げん在ざいの石〟と〝未来の石〟のふたつについてです。これらもまた、七つの魔獣の能のう力りよくを分散させて切り出したものだと聞いています」

ウェンディ：〝未来の石〟は、さっきマスターシーンで……。

ルシャナ：まあまあ、私わたしたちは知りませんから（笑）。ファリスタ様、ぜひ、お話を聞かせてください。

ＧＭ：「はい。まず〝未来の石〟はアディ地方のテルミヤという遺跡のある街に、この街と同様に封ふう印いんされています。〝現在の石〟は長い時の中で行ゆく方えしれずになっています」

ウェンディ：ふむふむ。

ＧＭ：「ただ、〝七つの封印〟が出しゆつ現げんした以上、〝現在の石〟は恐おそらく何者かによって開かい封ふうされたと思われます」

ジン：確たしかに、一部でも封印が開封されないと、今みたいな活動はできないじゃん。

ＧＭ：「この街が襲おそわれた今、事じ態たいは急を要します。私はふたつの手を考えました」

ウェンディ：ふたつの手？

ＧＭ：「まずは、〝狩かりの女め神がみ〟の武具を手にしたウェンディ様に、魔獣の討とう伐ばつを正式にお願いすること」

ウェンディ：なるほど。というか、むしろこちらからお願いしたい。故こ郷きようのためにも、残った二体をぶっ倒たおしたいのだ！

ナッツ：相変わらず殺意高いデスねぇ。

ＧＭ：「もうひとつは、カイラーシャ宮きゆう廷ていに、テルミヤとこのパヴィトラ・スタンヴァの警けい護ごのための増ぞう援えんの要よう請せい…………」と言ったところで、侍じ女じよが「大変ですっ！」と急を告げます。

一同：ああぁ～っ！

ジン：マスターシーンの情じよう報ほうがここで伝わってきたんじゃん！

ＧＭ：そのとおりです。慌あわてた様子のファリスタの侍女が言うわけです。「ファリスタ様、緊きん急きゆう事じ態たいです！　テルミヤが瘴気に包まれました！」

ウェンディ：〝未来の石〟が封じられているという街か……。

ＧＭ：ファリスタが「そんな、魔封じの結界で封じられていた遺い跡せきが破やぶられるなんて……〝未来の石〟は!?」と言うと、侍女は首を横に振ふります。

ウェンディ：どうしたのだ？

ＧＭ：侍女からの報ほう告こくを聞いたファリスタは、「最悪の事態が起きました……」と硬かたい表ひよう情じようで言います。「この町のように、石を封印していた遺跡があったのですが、そこが二体の魔獣に襲われ、陥かん落らくしてしまったのです」
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一同：（棒読みで）何だってぇ───っ!?

ナッツ：まあ、知ってましたが（笑）。

ルシャナ：チロはもういないはず。普ふ通つうに考えれば、結界がこんなにも簡かん単たんに破られるわけがありません。

ジン：いったいどういうことじゃん？

ＧＭ：「それは不明です。……渦うず巻まく瘴気に触ふれた者は、みな時が止まったように静止してしまうのです」と、侍女が困こん惑わくした様子で語ります。

ウェンディ：聞いたことがある状じよう態たいなのだ。まるで、わたしのアジュール村と同じなのだ！

ナッツ：つまり、ウェンディ様が真の敵てきデスか？（笑）

ウェンディ：わたしが知らない間にそんなことに……って、そんなイラッとするボケはいらないのだ！（笑）　襲しゆう撃げきしてきた敵が、村をそうしてしまったのだ！

ジン：マジか！　瘴気に触れると時が止まるんじゃ、うかつに近ちか寄よれないじゃん！

ＧＭ：「いえ、だからこそ〝狩りの女神〟のお力が必要なのです」

ルシャナ：…………。いえ、武具の欠片には、瘴気を払はらう力がありました。つまり……。

ジン：そうか！　ウェンディの槍やりが展てん開かいする魔ま力りよく圏けん内なら平気なはずじゃん。

ウェンディ：そういえばそうなのだ。この槍があれば、大だい丈じよう夫ぶなのだ！

ルシャナ：もちろん、あのラムプーラの時の再さい現げんができる可か能のう性せいは高いと考えていいでしょう。ただ、まだ確かく証しようはもてません。油ゆ断だんは禁きん物もつですよ。

ジン：たしか、この神殿には、太たい古この出来事に関する書物がありそうって話だったじゃん。まずは、それを閲えつ覧らんさせてもらえない？

ＧＭ：「分かりました。もちろん閲覧を許きよ可かします」

ルシャナ：〝過去の石〟が封印されているこの街を無む防ぼう備びにはできません。ファリスタ様が要請した援えん軍ぐんが到とう着ちやくするまで、情報収集をするのは悪くない選せん択たくでしょう。

ウェンディ：そうしよう。マスターシーンでも、魔獣はしばらく寝ねるといってたしな（笑）。

ＧＭ：といったところで、シーンを終しゆう了りようしましょう。







◆Middle02◆石の真実




　〝過去の石〟には、〝七つの封印〟の首しゆ魁かい、〝時の魔獣〟の記き憶おくが封じられている。

　では、〝現在の石〟〝未来の石〟とは何なのか？

　真実に迫るため、一行は神殿の膨大な書物・情報と格かく闘とうする。




ＧＭ：では、情報収集のシーンとなります。全員登場で、主に神殿の書庫で〝七つの封印〟関連の情報を集めることになります。情報項こう目もくは以下の四項目です。




・〝未来の石〟について　　【知力】判はん定てい：難なん易い度ど12

・〝現在の石〟について　　【精神】判定：難易度11

・アジュール村について　　【幸運】判定：難易度９

・〝七つの封印〟について　【感知】判定：難易度12




ナッツ：【精神】判定である、〝現在の石〟については、ワタクシが調べマス。

ルシャナ：私は、〝未来の石〟について調ちよう査さしましょう。

ジン：俺おれは【感知】が得意だから、〝七つの封印〟について調べとくじゃん。

ウェンディ：わたし、【幸運】が３しかないのだ……でも、自分の出身だから、アジュール村を調査したいのだ。

ナッツ：６以上なら、いけるんじゃないデスか？　他の面々も似にたりよったりデスし。

ウェンディ：分かったやらせてもらうのだ。

ＧＭ：それでは、項目順に判定していきましょう。まずは〝未来の石〟についてから。

ルシャナ：私からですね。《自然の友》を使って判定します。（ダイスを振る）………達成値15、成功しました。

ＧＭ：おみごと。古い資し料りようをかき集め読よみ解といた結果、ルシャナは以下の情報を手に入れることができました。




・〝未来の石〟とは、〝時の魔獣〟時間操そう作さ能力が封じられている青い石のこと。

・太古の神と魔の戦いの時、この能力を使って、〝時の魔獣〟は猛もう威いを振るった。

・この時間操作能力に対たい抗こうできたのは、唯ゆい一いつ特とく殊しゆな武具を持つ〝狩りの女神〟だけであった。




ウェンディ：青い石か。マスターシーンで言っていた〝未来の石〟も青かったな。

ＧＭ：はい、そうです。黒髪の女じよ性せいの手に握にぎられていたものですね。

ルシャナ：やはり、〝時の魔獣〟と戦うには、我わが女神と〝狩りの女神〟の武具が必要なようですね。

ウェンディ：〝狩りの女神〟の武具の完成が間に合って良かったのだ。

ＧＭ：次は〝現在の石〟について、ですね。

ナッツ：では、ワタクシがはりきって作業しましょう♪（ダイスを振る）16で成功デスよ。
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ＧＭ：膨ぼう大だいな書しよ棚だなをチョコマカと動いて調べものをしたナッツは、〝現在の石〟についての記き述じゆつを発見します。情報は以下のとおりです。




・〝現在の石〟とは、〝時の魔獣〟の基き本ほん的てきな能力が封じられている赤い石のこと。

・【ＨＰ】や【ＭＰ】、能力値などベーシックな能力が解かい放ほうされる。再さい生せい能力もここに封じられていた。

・五年ほど前、〝現在の石〟が解放されたことにより、〝七つの封印〟が復ふつ活かつした形跡がある。

・〝時の魔獣〟の再生能力は、自身に加え、他の〝七つの封印〟を再生する力を持っているらしい。ただ、仲間を再生には相当な魔力を消費する儀式が必要と目されている。




ナッツ：ふむ？　アジュール村の悲ひ劇げきが起きた頃ころと同じくらいデスね。

ＧＭ：〝時の魔獣〟が目覚めてまもなく、アジュール村が襲われたことになりますね。

ウェンディ：ううっ……。

ルシャナ：…………。恐らく〝時の魔獣〟は仲間の再生にあたって相当魔力を消耗したのでしょう。復活して五年ほどなりを潜めていたのは、それが理由かと。

ＧＭ：うわ、サクっとバレた！

ルシャナ：アジュール村襲撃と、〝七つの封印〟の活発化の約五年のタイムラグは実は気になっていまして。

ジン：なるほどね～。既に倒した〝七つの封印〟が復活してこないのも、再生に膨大な魔力が必要ってことを裏付けてるじゃん。

ナッツ：アジュール村を襲い、天敵の〝狩りの女神〟を呪って、その間に魔力を回復。満を持して本来の力を取りもどしに動いたってことデスね。

ＧＭ：およそ正解ですね。さて、次はそのアジュール村についてです。

ウェンディ：うむ、自然の友を使って判定なのだ。（ダイスを振る）達成値14、成功！

ＧＭ：では、ウェンディが書庫を歩いていると、ふいにある本につまづきます。何かに導みちびかれるように本を開いてみたところ、アジュール村について書かれたものでした。




・最強の〝狩りの女神〟であったガルデニアを祀まつった村である。そして、代々〝狩りの女神〟と呼よばれるヴァルキリーが育てられていた。




ウェンディ：本に載のるくらい、有名な村だったのか。

ジン：それは分からないけど、そんな風に語かたり継つがれていた村だったってことじゃん。

ＧＭ：と……ここでウェンディは、重要な一文を目にします。




・村では、過去の〝狩りの女神〟の記憶を継けい承しようする儀ぎ式しきが行われる。




ウェンディ：もしや魔獣に呪のろわれたのは、その記憶を継承する儀式の日だったのでは……。

ＧＭ：そのとおり。ウェンディが儀式を終える前に、村が襲われてしまったのです。

ウェンディ：そして、村は時が止まってしまったのだ。わたしはすべてを思い出した！

ジン：〝時の魔獣〟を倒せるのは〝狩りの女神〟だけ……。邪じや魔ま者ものを潰つぶそうとしたんだろうな。

ウェンディ：そうだったのか……お姉様たちの仲間入りをするのだと聞かされていたから、てっきりそうだとばかり思っていたよ。ちっとも知らなかったのだ。

ルシャナ：ですが、その〝お姉様たち〟が、歴代の〝狩りの女神〟のことだとすれば、そう教わっていることも頷うなずけます。

ナッツ：ウェンディ様もまた、〝狩りの女神〟となる御お方かただからデスね。

ウェンディ：そうか……。

ジン：とにかく、ウェンディが記憶を継承できれば、〝時の魔獣〟に対抗する手しゆ段だんも見つかるかもしれないじゃん！

ウェンディ：よし……分かったのだ！

ＧＭ：では最後の項目、〝七つの封印〟についてですね。

ジン：俺がやってみるじゃん。図書館でダンスを踊おどりながら、調べ物をする！

ナッツ：では、バンド〝ナッツロッカー〟が、演えん奏そうを担たん当とうしまショウ（笑）。

ルシャナ：うるさい調べ物ですね！（一同爆ばく笑しよう）
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ジン：ま、こんな情報収集があってもいいいじゃん！（笑）ノリノリで《ダンシングヒーロー》を使い（ダイスを振る）……よし、達成値15で成功！

ＧＭ：すばらしい。ジンは的てき確かくに〝七つの封印〟についての書物を見つけました。第三話の説明と重ちよう複ふくもしてますが、確かく認にんの意味でもう一度説明します。




・〝七つの封印〟は太古の神と魔の戦いが起こる都度戦いに狩かり出だされてきた。打うち倒たおされるごとに記憶を保ほ持じして再生させられ、新たな戦いに投入された。

・その結果、特にリーダーの〝時の魔獣〟クロノファングには無む限げんにも等しい成長点が蓄たくわえられている。この結果、時間操作能力と再生能力を手にしたようだ。

・残る〝七つの封印〟はリーダーである〝時の魔獣〟クロノファング。さらに〝王の魔獣〟ドラコニア。ドラコニアはドラゴンの特徴を有する魔獣である。




ＧＭ：なお、前の戦いでは、神、邪じや神しん、人間の見み境さかいなく、破は壊かいの限かぎりを尽つくしました。今でも部下が広こう域いき破壊を繰くり広ひろげたりするのは、その名残なごりのようです。

ジン：なるほどねぇ。いくども戦って、死んで、復活して、を繰くり返かえしているうちに、成長点をいっぱいためて強くなったわけだ。

ナッツ：そして、強大すぎるクロノファングは〝過去〟〝現在〟〝未来〟の三つの石に別れて封印されたわけか……。

ウェンディ：他の六体も三つに分けられたのか？

ＧＭ：いえ、他の六体はそうではありません。それぞれ別個に討うたれ、封印されました。

ジン：なるほど。やはり能力からみても〝時の魔獣〟は別べつ格かくじゃん。

ウェンディ：〝王の魔獣〟もドラゴンっぽくて強そうだから、油断できないのだ。

ルシャナ：情報を整理しましょう。まず、〝現在の石〟が奪うばわれ、〝七つの封印〟が解とけました。その結果、封じられていた太古の魔獣たちが復活を果たします。

ナッツ：〝時の魔獣〟の時間操作能力に対抗できるのは、〝狩りの女神〟のみデスね。

ジン：魔獣たちは、宿しゆく敵てきである〝狩りの女神〟が育ち、記憶継承が行なわれる村……アジュール村を襲って、時間を凍とう結けつさせた、と。

ウェンディ：そして、わたしだけが助かった……。

ルシャナ：想そう像ぞうですが、ウェンディ様に〝狩りの女神〟の素そ養ようがあったせいかと。

ナッツ：いずれにせよ、今は〝未来の石〟と〝現在の石〟の分のパワーを取とり戻もどした、不完全な状態の〝時の魔獣〟がいるわけデスね。

ルシャナ：で、当然〝時の魔獣〟は〝過去の石〟を狙ねらってくる……と。そして、すべての力を取り戻し、全力でもって、エリン全体を蹂じゆう躙りんするつもりなのでしょう。

ＧＭ：よく彼かれらの目的が分かりましたね？

ルシャナ：邪神・魔族側の兵器なら、世界を壊こわすのが目的でしょうからね。

ウェンディ：そうだな……。これで、ガルデニアお姉様がアジュール村に行け、と言った理由が分かったのだ。急いで向かわなければ！

ＧＭ：といったところで、シーンを終了しましょう。







◆Middle03◆頼もしき絆きずな




　〝時の魔獣〟を倒す手段を得るには、〝狩りの女神〟の記憶を継承する必要がある。

　しかし、今パヴィトラ・スタンヴァを離はなれてしまえば、また〝過去の石〟が危き機きにさらされるかもしれない。

　悩なやむ一行の前に現われた人物は………。




ＧＭ：では、次のシーンです。全員登場で、場所は神殿の神官長の間。ファリスタに情報を教えつつ、今後どうするかについて相談するシーンにしようかと思います。

ウェンディ：ファリスタ様、とんでもないことが分かったのだ！　情報収集で分かったことを、かくかくしかじかと伝えるのだ。

ＧＭ：「なるほど。やはり〝時の魔獣〟による襲しゆう来らいは避さけられなさそうですね………」

ジン：前回〝過去の石〟を奪われていたら、手がつけられなかったじゃん。

ルシャナ：……しかし、新たに分かった〝再生能力〟が復活していたら、何度倒してもよみがえってしまいますね。完全に倒す方法があればよいのですが……。

ナッツ：〝狩りの女神〟の力があれば、また封印できるとは思いマス。ただ、かつてどのように〝七つの封印〟を封じたのかは不明のままデスね。

ウェンディ：やはり、アジュール村へ戻もどり、記憶を継承するしかないな。でも……。

ジン：ん？　どうかしたじゃん？

ウェンディ：わたしたちがアジュール村に行っている間に、ここが襲われて〝過去の石〟が奪われたら終わりなのだ！

ナッツ：ですヨネぇ～。

ルシャナ：うーむ、どうしたものか……プレイヤーは〝時の魔獣〟がこもって休きゆう憩けい中と知っているのに、ＰＣが知らないのがもどかしいですね（笑）。

ＧＭ：では、ここで、部屋の扉とびらが開かれ……。

ウェンディ：何者だ!?




　そこに現あらわれたのは、三〇歳さいほどのがっしりとした体たい格かくの青年だった。

　ルシャナのそれとよく似たステッキを持っている。

　銀色の髪かみを短く刈かり込こんだ容よう姿しは精せい悍かんですらあったが、その面おも差ざしはどこか理知的で〝ワイルドブルー〟の庭にわ師しを思わせるものがあった。




ＧＭ：やってきたのは、ルシャナの兄、ミロク・アムルタートです。

ルシャナ：なっ……!?　あ、兄上っ!?　どうしてここに!?

ＧＭ：「ここが襲撃されたと聞き、遅おくればせながら援軍を率ひきいてやってきたのだ」

ジン：おおっ！　頼もしいじゃん！

ルシャナ：では、兄上に状じよう況きようを話しましょう。

ＧＭ：ミロクはルシャナの話を聞き、自信に満ちた表情で頷うなずきます。「この街は任まかせろ。我がアムルタート家の技わざがあれば、街ごと要よう塞さい庭園へと変えることなど造ぞう作さもない！」

ウェンディ：要塞庭園!?

ＧＭ：「我が庭の中では、一いつ般ぱん人じんも一いつ騎き当とう千せんの兵士へと変わるのだ」

ジン：確かに、ルシャナの能力のおかげで、超ちようパワーアップするけどさ！　何つーか……ルシャナの兄あに貴き、めちゃくちゃすごいじゃん……（笑）。

ルシャナ：さすがです、兄上（笑）。

ウェンディ：（目を輝かがやかせて）アムルタート家ってすごいのだ！

ＧＭ：「だが、我われ々われができるのは、時間稼かせぎだけだ」

ウェンディ：えぇ～っ!?（笑）

ジン：マジで!?　そんなすごいのに!?（笑）

ルシャナ：〝時の魔獣〟を倒せるのは〝狩りの女神〟のみですから。兄上は、いざというときは自分たちを盾たてにして、我が女神が魔獣を討伐する時間を稼ぐというのです。

ＧＭ：「ルシャナ。お前のためにしてやれることなど、これぐらいだ」

ルシャナ：ありがとうございます。長男の兄上にそんなことをさせるはめになるとは……少々複ふく雑ざつです。

ウェンディ：ルシャナの兄上は、ルシャナのことが大好きなのだな。……少しだけ、うらやましいのだ。

ルシャナ：ご家族は、石になったままですものね……。

ジン：ウェンディ、魔獣を倒す方法が見つかれば、きっとみんな元に戻るじゃん。

ウェンディ：……うん、そうだな。では、この場はアムルタート家の人々に任せて、アジュール村へと向おう。ＧＭ、どんな道みち筋すじになるのかな？

ＧＭ：こんな感じです……（と左の地図を見せる）。
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ウェンディ：ふむ。カイラーシャまで戻り、アジュール村。そのあとはテルミヤに向かうことになるかな………。〝時の魔獣〟が、じっとしててくれれば。

ジン：状況しだいでは、ここに戻ってくるかもしれないじゃん。

ルシャナ：いずれにせよ、アジュール村にいかないと話になりません。

ウェンディ：そうだな。

ＧＭ：と、ここでもうひとり、登場する人物がいます。

ジン：今度は誰だれじゃん？

ＧＭ：アサーバ先生です。「おーいナッツ君。そろそろバンドの練習をしないか？」と、場の空気を読まない言葉が飛んできます。

ナッツ：そう言えばワタクシ、バンドのツアーで、この街に来たのデシタ（一同爆笑）。

ジン：忘れてたけど、かなりひどい話じゃん!?（笑）

ウェンディ：すまんが、アサーバ先生。かくかくしかじかな事じ情じようで、わたしたちはアジュール村へ、そして場合によってはテルミヤまで行く予定なのだ。ナッちゃんは渡わたせないぞ。

ナッツ：シクシクシク（笑）。

ＧＭ：「ふむ……あの遺跡の街テルミヤに行くのか……」と彼は思案顔になります。

ウェンディ：今は瘴気が広がって、魔獣が占せん拠きよしているというが、それでも行くのだ！

ＧＭ：「ならば、この情報は役に立つだろう。以前考古学の調査のために、あの街を訪おとずれたことがある。あの街には目立たぬ地下道があるのだ。それを使えば、比ひ較かく的てき容よう易いに街の中央部に到とう達たつできるだろう」と、テルミヤに侵しん入にゆうするためのルートと、入り口を教えてくれます。

ルシャナ：さすがは考古学者、これはありがたい情報です。

ＧＭ：いやはや、まさかアサーバ先生がこの情報をパヴィトラ・スタンヴァで渡すことになるとは……。三話でシナリオを作った時には想定してませんでした（笑）。

ナッツ：ワタクシも、まさか、アサーバ先生とバンドを組んでワールドツアーに行くとは、まったく予想してませんデシタよ！




　どーでもいいが、言い出しっぺはアンタである。




ウェンディ：ありがとう、アサーバさん。助かるのだ。

ＧＭ：「うむ、気をつけてな」

ナッツ：さてと………。ワタクシこれにてお暇を………。

ウェンディ：させるかぁ───っ!?（一同爆笑）
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　もはやお約束の光景であった。

　そして翌日の朝────。




ウェンディ：それでは、行ってくるのだ。

ＧＭ：ファリスタたちは「ご武ぶ運うんを」と見送ってくれます。皆さんに餞せん別べつとしてＥＸＨＰポーションと、ＥＸＭＰポーションを１本ずつ用意してくれます。

ウェンディ：助かるのだ！

ＧＭ：そして三人はそれぞれの馬やラクダに乗り、ひとりは…………。

ナッツ：───縄なわで縛しばられ、ウェンディ様の天馬の背せに乗せられて運ばれるのデス（笑）。

ＧＭ：バンドメンバーは、楽曲を奏かなでつつ、ナッツを見送ってくれますよ。

ルシャナ：では、参りましょうか、我が女神。

ウェンディ：ああ。……行こう！

ＧＭ：では、皆さんが朝あさ靄もやの中、アジュール村を目指して出発したところで、シーンを終了します。







◆Middle04◆妨さまたげる者




　難なん所しよを越こえ、海路を越え、一行はアジュール村へとたどり着いた。

　村の入口に立てば、ウェンディの脳のう裏りにかつての光景が甦よみがえる。

　五年ぶりの帰き郷きように、彼かの女じよは湧わき上あがる感かん情じようを押おし殺ころすほかなかった。




ＧＭ：さて、次のシーンです。皆さんはカイラーシャを発たち、数日を経へてアジュール村へとたどり着きました。時じ刻こくは早朝。現在は、村の入り口付近にいます。

ウェンディ：戻るのは、五年ぶりなのだ……。

ＧＭ：当時、村を覆おおうほど展開されていた瘴気はすでに消えています。しかし、うっすらと朝靄がかかっていて中の様子は分かりません。村からは笑い声や喧けん噪そう、人々の生活する音は、まったく聞こえません。

ウェンディ：誰も、いないのか？

ＧＭ：はい、人の気配もありません。

ジン：（神しん妙みような表情で）これが……ウェンディの村じゃん……？

ウェンディ：…………。

ルシャナ：どうしました？

ウェンディ：いや、色々思い出が湧わいてきて…………。とにかく中に入ろう。

ＧＭ：皆さんが村に近づこうとすると、がさがさっと茂しげみが揺ゆれます。

ウェンディ：はっ……お父様、お母様!?

ジン：いや、違ちがうぞ！

ルシャナ：ウェンディ様、落ちついてください。……人の声がしませんから、動いている者は誰もいないということです。

ウェンディ：……そ、そう……だな。

ルシャナ：ウェンディ様はここにいてください。私がひとりで見に行くのが有利でしょうから、私が先に様子を見に行きます。

ジン：それ墓ぼ穴けつフラグじゃん！（笑）

ルシャナ：い、いや！　心配いりませんよ。毎回毎回墓穴あなを掘ほるわけが……。

ＧＭ：……と、茂みの中から、怪あやしげな敵が飛び出してきます！

ナッツ：ひゃーっ!?　な、何か現われマシタよっ!?

ルシャナ：なにぃっ!?

ジン：やっぱり墓穴じゃん！

ルシャナ：いや………これは、ＧＭの罠でしょう。




　苦しい言いい訳わけであった。




ウェンディ：それで、一体何なのだ？

ＧＭ：飛び出してきたのは、巨きよ大だいな目、細長い胴どう体たいの魔ま物ものです。身体の両サイドからはアンバランスなほど巨大な腕うでが伸のびています。こんな感じ（とイラストを見せる）。

[image: ]

ジン：何となく分かるじゃん、なぜならイラストを俺が描えがいているから！（笑）

ＧＭ：メタなことを言わない（笑）。

ウェンディ：ひとつ目の怪かい獣じゆうみたいなやつなのだな。見た目的に魔獣ですかっ？

ＧＭ：まぁ、殴なぐってみれば分かると思います（笑）。もう一体は、宙ちゆうに浮うかぶ球体です。それが二体。こちらはモブです。それでは、戦せん闘とうを開始しましょう！
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●第１ラウンド

ＧＭ：戦闘勝利条じよう件けんを説明します。ここにいるエネミーをすべて倒す、です。ＰＣの敗北条件は、ＰＣの全ぜん滅めつです。こいつは「ぎゃひぃ！」と鳴き、「貴き様さまらは通さぬ！」……的なニュアンスでボディランゲージします（一同笑）。

ウェンディ：ならば、倒すのみだっ!!（笑）

ＧＭ：はやっ！（笑）　なお、ひとつ目の魔物と宙に浮かぶ球体は、それぞれ別エンゲージです。距きよ離りは５メートルずつ離れています。

ナッツ：あ、ワタクシ、妖精天馬の背にいるということで同乗している扱いでＯＫデスか？

ＧＭ：ＯＫですよ（笑）。それでは、【行動値】の確認です。




行動値

ひとつ目の魔物　　　　19

ジン　　　　　　　　　15

宙に浮かぶ球体Ａ、Ｂ　14

ルシャナ　　　　　　　11

ウェンディ　　　　　　６

ナッツ　　　　　　　　２
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ＧＭ：まずセットアッププロセス。何か宣せん言げんがある方はいますか？　ちなみに、エネミーは二体とも特にありません。

ジン：《ステップ：ファイア》！

ＧＭ：ジンは炎ほのおが巻まき上あがるような、熱いステップを踏ふみます。次はルシャナ。

ウェンディ：その前に《陣じん形けい》なのだ！




　ウェンディたちは《陣形》で一気に前進し、宙に浮かぶ球体Ａ、Ｂにエンゲージした。




ルシャナ：では、《ガーデン：荒こう野や》！　対象はＰＣ全員です。（ダイスを振る）錬れん金きん術じゆつ判定成功。命中判定に＋１Ｄしてください！

ＧＭ：すると、ルシャナの周辺から水すい晶しようが生え、一いつ瞬しゆんのうちに荒野に変わります。

ウェンディ：ありがとうなのだ！

ＧＭ：で、乗っている馬やラクダが迷めい惑わくそうな顔をします。

ルシャナ：お前ら……色々いいことあるんだぞっ！（一同爆笑）

ＧＭ：さて、次はウェンディのセットアッププロセスです。

ウェンディ：うん、《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》！　これで攻こう撃げき力りよくが上がったのだ！

ＧＭ：ウェンディが馬上で槍をかざします。みなぎる気合い、あふれる殺意！　だが、前方に浮いているふわふわしたやつは微び動どうだにしません。

ルシャナ：なんと！　我が女神の殺意を恐れぬ!?

ウェンディ：相手にとって不足なしなのだ。

ＧＭ：それでは、イニシアチブプロセスに入ります。ひとつ目の魔物の行動ですが……目からビームを放ちます！

一同：ビーム来たぁーっ!!（笑）

ＧＭ：エネミースキル《病をもたらす単たん眼がん》を使用。ダメージは入りません。対象はランダムで決定します。（ダイスを振る）対象はウェンディ！　【精神】で対決となります。

ウェンディ：うっ……来るなら来い、なのだ！

ＧＭ：なお、《妨ぼう害がい》というスキルを持っているので、宙に浮かぶ球体と同一エンゲージにいる場合、あらゆる判定にマイナス１Ｄしてください。

一同：何だってえーっ!?

ルシャナ：しまった、エンゲージして墓穴を掘った！

ウェンディ：やっぱり墓穴するのか!?（笑）
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ナッツ：ルシャナ様は、前ぜん衛えいに出るようになりマシタからねぇ（笑）。

ＧＭ：では、命中判定。（ダイスを振る）８、達成値15です！

ウェンディ：１Ｄじゃ無理だ～！　（ダイスを振る）４、達成値11で失敗なのだ……。

ＧＭ：では、バッドステータスが入ります。［スタン］、［放心］、［毒（３）］です。

ウェンディ：えぇえ～っ!?

ジン：バッドステータスが三つも！

ナッツ：しまった、攻撃ではない以上、《カバーリング》できないデス!?　おさらばデス、ウェンディ様！（一同笑）

ウェンディ：まだ死んでないのだ！（笑）　しかし、リアクションもメジャーアクションもマイナス１Ｄでは、完全に戦力外なのだ……。

ＧＭ：［スタン］は行動する時点で、［放心］はクリンナッププロセスで回かい復ふくしますよ。

ウェンディ：ううっ、具合悪いのだ……。

ジン：村に戻ってきて、落おち込こんでいるウェンディを狙うなんて、ひどいやつじゃん！

ウェンディ：大だい丈じよう夫ふだ、ジン。まだまだ戦えるのだ……！

ＧＭ：「くけけ、ここは通さぬぞ！」ということで、次はジンの行動です。

ジン：このイニシアチブプロセスで……使うじゃん！　《エンカレッジ》！　対象はルシャナ！　ここで支し援えんを使ってほしいじゃん！

ルシャナ：分かりました。ムーブアクション、マイナーアクションともになし。メジャーアクションで《シャープネスガーデン》！　（ダイスを振る）出目10で発動成功。




　荒野に立たち並ならぶ水晶の柱が、ほのかに輝きを放ち始める。

　その光は、ウェンディたちの力を高める、精せい霊れいたちの祝福なのだ。




ルシャナ：さあ、これで《ガーデン：荒野》の範はん囲い内ないにいる全員のダメージに＋15です。

ジン：来たぁっ！　いつものことながら頼もしいじゃん！

ルシャナ：それではジン、範はん囲い攻こう撃げきをお願いしますよ。

ジン：任せるじゃん！　ムーブアクションで《ディセクトエッジ》、マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションで《ワイドアタック》！　《ダンシングヒーロー》も使って、命中判定４Ｄ！（ダイスを振る）出目15で……で、相手は魔獣じゃない？

ＧＭ：はい、魔獣ではありません。

ジン：了りよう解かいじゃん。ということで、達成値は31じゃん！

ＧＭ：そ、それは無理だ。まずは宙に浮かぶ球体Ａから回かい避ひ！　（ダイスを振る）出目は７、達成値15で失敗。次は宙に浮かぶ球体Ｂ。（ダイスを振る）出目は６、達成値は14で失敗です。

ジン：まずは《ギルドシンボル》込こみで４Ｄ、トリックマントで＋２Ｄ、ダメージロール直前に《ピアシングストライク》を宣言！　これでダメージが10Ｄ＋65じゃん！

ＧＭ：な、なんじゃそのダメージはーっ!?（笑）




　ルシャナの《ブーストガーデン》によって支援を受けたジンは、[image: ]点ものダメージをたたき出し……宙に浮かぶ球体をあっさりと一いつ掃そうしてしまった。
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ＧＭ：い、一掃!?　………残念。この宙に浮かぶ球体たちは、ケーフアというアンデッドでした。こいつらは一瞬にして消え去りました。

ジン：やっぱりケーフアだったか……あいつ俺が描いたじゃん（笑）。

ルシャナ：さすがイラストレーター（笑）。

ＧＭ：くっ、15レベルの宙に浮かぶ球体が瞬殺とは……！　炎のステップで踊りながら攻撃するジンのラッシュに、魂たましいの集合体は一瞬にして蹴け散ちらされてしまいました。ケーフアがいなくなったことにより、《妨害》の効こう果かも消えます。

ウェンディ：やったぁ～！

ジン：うっひょー、足取りも軽やかじゃん！

ＧＭ：さて、次の行動はルシャナ……でしたが、《エンカレッジ》で行動済ですね。次はウェンディの行動。なお、この時点で［スタン］が回復します。

ウェンディ：では、ムーブアクションでボスのエンゲージに移い動どう！

ナッツ：そして、同乗していたワタクシも一いつ緒しよに移動いたしマス。

ＧＭ：とすると、ふたりとも移動したことによって《ガーデン：荒野》が解除されました。

ウェンディ：あっ、そうか。

ルシャナ：支援の効果が消えるので、気をつけてください。

ウェンディ：《シャープネスガーデン》の効果がなくなった～。でも、一いち応おう殴ってみようかな。マイナーアクションで毒消しを飲んで、［毒（３）］を解かい除じよ！　メジャーアクションで《フェイタルハント》！

ＧＭ：うーむ、準じゆん備びがいいですね。

ウェンディ：命中判定は２Ｄ＋10で、えい！　（ダイスを振る）……達成値は17！

ＧＭ：回避します。（ダイスを振る）出目５、ダメだこりゃ。達成値は11で回避失敗！

ウェンディ：おおー、奇き跡せき的てきに当たったのだ！　《スラッシュブロウ》を宣言！　ダメージロールは、もろもろ足して13Ｄ＋70なのだぞ。いくぞっ！（ダイスを振る）わ、ちょっと低いかも……？　出目が44だから、[image: ]点の物理ダメージなのだ！

ＧＭ：あんまり気合い入れなくても[image: ]点越えるんですか!?（笑）84点ダメージを食くらいます。肉が四分の一ほどそぎ落とされました。

ウェンディ：器用なそげ方なのだ!?（笑）それと猟りよう王おうの兜かぶとの効果で、［スタン］が入るのだ。

ＧＭ：げほぉっ!?　ま、まあいい、次の行動の時に回復するでしょう。

ナッツ：ならば、ワタクシがその前に攻撃するのデスよ。ムーブアクションもマイナーアクションもなし、メジャーアクションで通つう常じよう攻撃デス。ふふふ、ワタクシの攻撃でも当たりマスね。えいっ！（ダイスを振る）ありゃま、低いデスな。７、達成値は17デス。

ＧＭ：回避します……（ダイスを振る）６が出ましたが、12で失敗です。

ナッツ：ここでワタクシの必ひつ殺さつ技わざデスよ！　思い切りおたまを振りかぶり《ファランクスアタック》！　ダメージは４Ｄ＋60デス！（ダイスを振る）69点の物理ダメージデス！

ＧＭ：鎧よろいの重さを乗せたおたまの一いち撃げきが炸さく裂れつします。39点ダメージを受けました……が、まだまだ元気ですよ。それでは、クリンナッププロセスです。

ウェンディ：《フックダウン》でハイＭＰポーションを飲む。（ダイスを振る）14点回復だ。

ＧＭ：と同時に、［放心］も回復しました。




●第２ラウンド

行動値

ひとつ目の魔物　　19

ジン　　　　　　　15

ルシャナ　　　　　11

ウェンディ　　　　６

ナッツ　　　　　　２
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ＧＭ：それでは、第２ラウンド目のセットアッププロセスです。ジンからお願いします。

ジン：ケルベロス戦を教訓に、ここでは手を抜ぬかない！　《ジャイアントグロース》を宣言じゃん！　ってなわけで、巨きよ大だい化かしました。もう二度と墓穴は掘らないじゃん！




　ルシャナは《ガーデン：荒野》をウェンディ、ナッツのいるエンゲージにかけ、命中判定を強化。ウェンディも《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》と、全力攻撃の構かまえを取った。

　最初の行動はひとつ目の魔獣。ナッツに嚙かみついてはみたものの、持ち前の【物理防ぼう御ぎよ力りよく】と《プロテクション》に阻はばまれ、ダメージは３点に押おさえ込こまれてしまった。




ＧＭ：実は、攻撃でダメージを出だす担当は、ケーフアのほうだったのです……とほほ。

ナッツ：ジン様とルシャナ様による《エンカレッジ》支援＆《ワイドアタック》コンボ炸裂の結果デスな。ふふふ。

ウェンディ：これは勝ったな！
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　ウェンディが、目をギラリと輝かせてつぶやいた。

　しばしの攻防のすえ……、

　結果はそのとおりになった。




ＧＭ：しくしくしく。エネミーは全滅しました。

一同：よっしゃーっ！

ルシャナ：上う手まく勝利できましたが、こいつらは〝七つの封印〟が配置した村の番人でしょうか。

ＧＭ：かもしれませんが、現げん状じようでは分かりません。なお、ひとつ目の魔物はバンイップという『ディスカバリーガイド』に登場するエネミーです。

ジン：やっぱりね。こいつも描いたことあるじゃん（笑）。

ＧＭ：さて、戦闘が終了しましたので、これで安全に村へ侵入することができるようになりました。好きなように回復行動を行なってかまいません。その後シーンを終了します。

一同：はーい！




　一行は手持ちのＭＰポーションを使い、【ＭＰ】をほぼ満タンにまで回復させた。




ジン：俺たち、思った以上に超ちよう強つよくなってるじゃん！　我われながらびっくりしたじゃんよ。

ＧＭ：それはこっちの台詞せりふです！（笑）ともあれ、以上でシーンを終了しましょう。







◆Middle05◆時、止まりし村




　ひとつ目の魔獣を倒し、ウェンディは今一度故郷を見る。

　しんと静まりかえったアジュール村の光景は、五年前のあの時と何ら変わりない。

　小さなヴァルキリーは、仲間たちとともに、ゆっくりと足を踏ふみ入いれた。




ＧＭ：さて、次のシーンです。前の戦闘より引き続き、場所はアジュール村の入り口です。突とつ如じよ現われた魔獣を倒した皆さんの目の前には、依い然ぜんとして静かな村が広がっています。

ウェンディ：いったいなぜ、わたしの村にあんな魔獣が……。

ルシャナ：この村に渦巻いていたという瘴気の影えい響きようでしょうか？

ジン：とにかく、行ってみるじゃん。

ウェンディ：うむ、そうだな。

ＧＭ：ということで、皆さんはアジュール村へと入っていきます。そこに広がっていたのは、異い様ような光景でした。




　早朝の朝靄が立ちこめる、どこにでもある素そ朴ぼくな村の風景。

　しかし───その美しい風景には似つかわしくない、奇き怪かいなオブジェが点てん在ざいしていた。

　恐ろしい何者かから必死に逃のがれようとする人々。

　魔獣に立ち向かおうとしている若わかき戦士たち。

　あの時のまま静止した、アジュール村の人々の姿すがただった。
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一同：………。

ウェンディ：（暗い表情で）……五年前と、何も変わっていないのだな。

ＧＭ：時はあの日からとどまったまま。ゆえに、村の様相は何ひとつ変わらないのです。

ルシャナ：彼らが逃にげてきた方向へ向かえば、この惨さん劇げきを引き起こした中心部へ向かえるかもしれません。

ウェンディ：じっと、村を見つめるのだ。

ＧＭ：あの時は暗かったうえ、いきなりだったので詳しよう細さいは分からない部分もありましたが、改めて見れば、人々の恐きよう怖ふする様子は、明らかです。

ジン：ウェンディ、大丈夫か？

ナッツ：お顔の色が優すぐれマセンが……。

ウェンディ：……大丈夫。わたしはもう、逃げないのだ。この村で起きたことを、この目に焼き付けて前に進んでいく。

ＧＭ：この惨劇から、あえて目をそらさないわけですね。そしてルシャナの言葉のとおり、惨劇の中心部へと向かう、と。

ルシャナ：そこに、こうなった理由があるはずですからね。

ＧＭ：分かりました。では、皆さんは村の中心部にあった、儀式のための神殿へとたどり着きます。

ウェンディ：…………儀式の神殿か。

ＧＭ：はい。〝狩りの女神〟の継承の儀式の飾かざり付つけもそのままに、神殿が静かに立っています。生命あるものはすべて時が止まっているため、草や木もすべて当時のまま。ただ、紙で作られた飾りなどは、色あせて見えます。

ナッツ：……何とも寂さびしいデスね。

ウェンディ：本当はあの日……わたしはここに来て、儀式を受ける予定だったのだ。儀式の間に行ってみよう。

ＧＭ：儀式の間には、呪われた犠ぎ牲せい者しや──巫み女こたちがいます。それ以外にも、驚おどろきの表情で静止した人々があちこちに。そして祭さい壇だんのほうへ行くと、ヴァルキリーの像ぞうがあります。

ウェンディ：像……？




　それは、豊ゆたかな黒くろ髪かみを持ち、右目を眼がん帯たいで隠かくした戦いくさ乙おと女めであった。

　瞳ひとみは険けわしく前を見み据すえ、槍を構えた凛々しい立たち姿すがたは、古の〝狩りの女神〟の勇ゆう姿しを思わせた。




ＧＭ：───その面おも影かげは、どこかガルデニアに似ています。

ウェンディ：やはりそうか………。

ジン：ウェンディ、この像は？

ウェンディ：この像は、………パヴィトラ・スタンヴァにいた時に夢ゆめに出てきた、ヴァルキリーのお姉様にそっくりなのだ。

ジン：この像が？

ウェンディ：うん。このガルデニアお姉様が、わたしに〝過去の石〟のことを教えてくれて、この村に急いで向かえと言ってくれたのだ。

ルシャナ：なるほど……過去のヴァルキリーの残ざん留りゆう思し念ねん、残された思いが、ウェンディ様に接せつ触しよくを持とうとしている、という解かい釈しやくもできるかもしれません。

ウェンディ：そうだったのか！

ルシャナ：ここに来るよう示しめされた以上、何らかの方法でその意い識しきにアクセスすることができるのではないでしょうか？

ナッツ：そういえば、記憶を継承するためだと言っていマシタね。

ウェンディ：そう、そのためにここに来たのだ。

ルシャナ：ともあれ、手がかりがありません。少し周辺を調べてみましょう。

ＧＭ：では、難易度11の【感知】判定と、難易度12の【知力】判定を行なってください。

ジン：では舞まいを踊りつつ調べる！　《ダンシングヒーロー》を使って、【感知】の判定をするじゃん。（ダイスを振る）出目は８、達成値14じゃん！

ＧＭ：成功ですね。この部屋の奥おくに、隠し扉がありました。

ウェンディ：おおっ!?

ＧＭ：しかし、その扉の入り口はすでに壊されています。おそらく、ここにあったと思われる、ヴァルキリーにまつわる武具が強ごう奪だつされたのでしょう。

ナッツ：なんと！　盗ぬすまれてしまったのデスか！

ルシャナ：あとは【知力】の判定でしたね。ここは私が。（ダイスを振る）クリティカル！

ジン：おおっ！　ルシャナ、すごいじゃん！

ＧＭ：あのヴァルキリーの像にウェンディが手を当てて念じれば、おそらく情報が手に入ると思われます。像の中には、ある種の情報を集積する、魔ま法ほう的な機き構こうがあるようです。クリティカルしたので、そこまで判はん明めいします。

ウェンディ：ありがたいのだ！　じゃあ……せっかくだから、儀式の時の衣い装しように着き替かえるのだ。あの時、止まってしまった儀式の続きをするのだ。

ＧＭ：なるほど、いい演えん出しゆつですね。

ルシャナ：その準備はお任せください、ウェンディ様。

ジン：みんなで、ウェンディの儀式の舞台を造つくり上あげるじゃん！




　かくして、ウェンディの記憶を頼たよりに、可か能のうな限りかつての儀式の舞台を再現する一行。

　ややあって、時の止まった青き花をひとつ、像の前に捧ささげ、一応の準備がととのった。




ウェンディ：みんな……ありがとう。像の手にそっと触れてみるのだ。

ＧＭ：すると、この部屋全体に神しん秘ぴ的てきな光が満たされ……ウェンディは像に触れると同時にふと意識を失ってしまいます。

ナッツ：ナントっ!?　ウェンディ様っ!?

ルシャナ：おそらく大丈夫でしょう。いわゆるトランス状態。神しん託たくを受ける時などに起きる現げん象しようです。

ジン：心配じゃん！　俺はウェンディの無事を祈いのって、祈き禱とうのために踊りまくるじゃん！

ウェンディ：……みんな、心配かけてすまない──と、幽ゆう体たい離り脱だつしながら思うのだ。

ＧＭ：それはちょっと違う（笑）。では、ここでシーンを終了。次は、ウェンディの心の中のシーンとなります。







◆Middle06◆過去への飛ひ翔しよう──そして、現在




　もっと速く。もっと強く。もっと鋭するどく。

　最悪の敵を凌りよう駕がするため、力を振ふり絞しぼるのだ。

　アイツを倒す術すべは、自分の限げん界かいのその向こう──命を燃もやした果てにしか見いだせない。

　ガルデニアの決死の覚かく悟ごを───ウェンディは確かに耳にした。




ＧＭ：さて、ここからはウェンディの意識のみのシーンとなります。ウェンディは突とつ然ぜんグリフォンに乗った自分を自覚します。

ウェンディ：どういうこと？

ＧＭ：意識の曇くもりがしだいにとれていくと分かります。これは太古の神と魔の戦いのイメージ。そこに参戦したガルデニアの視し点てんで物事を見ているのだ、ということに。

ウェンディ：おおっ!?　わ、わたしの右目がない……!?

ＧＭ：そう。あなたは自然に、「右目がないのも当然。私はこの武具を手に入れる代わりに右目を捧げ、〝狩りの女神〟の武具を神々から授さずかったのだ」ということを思い出します。

ウェンディ：そうだったのか……。




　ガルデニアは、マジェラニカの大地で、海で、空で、時には世界の外まで駆かけていき、邪じや悪あくなる〝七つの封印〟と攻こう防ぼうを繰り広げていく。




ナッツ：す、すごいデス、超スペクタクルな大だい冒ぼう険けんデスよ！

ジン：世界の外っていうのがまた……途と方ほうもない話じゃん。

ＧＭ：具体的に言うなら、彼女は神喚者（超ちよう上じよう級きゆうレベルの冒ぼう険けん者しや）の境きよう地ちに立っています。そしてガルデニアが持つ〝狩りの女神〟の武具は、ウェンディのものより遙はるかに強力です。

ルシャナ：なるほど、欠片になる前のものなんですね。

ＧＭ：そのとおり。そして使い手がその力を引き出せるレベルにあれば、この世のあらゆる存そん在ざい・概がい念ねんを斬り裂くことが可能です。

ジン：めっちゃ強いじゃん！




　そして戦いは最終局面に至いたっていた。

　最強の〝時の魔獣〟との戦い。

　時を操あやつり、圧あつ倒とう的てきに有利な状態で攻撃を繰くり出だす敵の攻めを耐たえ忍しのぶ。

　ボロボロにされながらも、ガルデニアは必殺の突つきを放った──。




ＧＭ：……そうして彼女は、かろうじて敵を打ち倒しました。最凶の敵の力を〝過去〟〝現在〟〝未来〟三つの要よう素そに斬り分け、三つの宝ほう石せきに封印することに成功したのです。

ウェンディ：三枚まいおろしだ！（笑）わたし、すごい！

ＧＭ：しかし、彼女にできたのはそこまで。すでに致ち命めい傷しようを負っていたのです。〝時の魔獣〟を〝過去〟〝現在〟〝未来〟三つの要素に斬り分けたところで、〝狩りの女神〟の武具も砕くだけました。ゆえに〝時の魔獣〟にとどめを刺さすことはできませんでした。

ルシャナ：そうか。〝狩りの女神〟の武具でとどめをさすと、再生能力を超こえて殺せるのか。

ＧＭ：そういうことです。

ウェンディ：重要な情報が手に入ったのだ。……だが、この時はどうしたのだ？

ＧＭ：ガルデニアは、苦く肉にくの策さくを講こうじました。最後に残った魂を、自分の中に取とり込こむことによって封じたのです。

ジン：だから、マスターシーンに出た〝七つの封印〟の最後の一体は女性の姿だったのか。

ＧＭ：そのとおり。これは自らの体内に〝時の魔獣〟の魂を封じて、瘴気を押さえ込む狙いもありました。そうして仲間のヴァルキリーに自分ごと封印してもらおうとしたのです。

ナッツ：〝時の魔獣〟の瘴気を無む効こう化かする〝狩りの女神〟にしかできない手段デスね。

ＧＭ：そういうことです。ガルデニアはすべての力を使い果たし、ゆっくりと大地に倒たおれ込こみます。それと同時に、金色の髪をしたヴァルキリーが「お姉様！」と駆かけ寄よってきます。

ウェンディ：もしや、わたしに似てます？

ＧＭ：どことなく面影はあるかもしれません。ガルデニアは、「あとは頼んだ」と、涙なみだを流す彼女へ言葉をかけます。泣いている彼女の顔が、ガルデニアの最後の記憶です。

ウェンディ：……。

ＧＭ：そしてウェンディは、〝狩りの女神〟の武具のふたつの力を認にん識しきしました。




・〝七つの封印〟の能力のうち、一部を無効化する

・〝時の魔獣〟に完全なる死を与あたえる




ＧＭ：魔獣の一部能力の無効化は、瘴気の無効化も含ふくまれます。完全なる死とは、〝時の魔獣〟再生能力を無効化し、とどめを刺すということです。

ウェンディ：それなら、完全に滅ほろぼすことができるのだな！

ＧＭ：そのとおり。なお、砕かれた武具の欠片は、大陸のあちこちに散らばっています。きっと、マジェラニカの上空を高速移動しながら戦い合っていたのでしょう。

ジン：めちゃくちゃかっこいいじゃん！

ＧＭ：その一部が、ウェンディの槍に宿った欠片であり、この村に保ほ管かんしてあった武具なのでしょう。さあ、夢の時間は終わります。

ウェンディ：はい！




　かくして、ウェンディのまぶたが微かすかに揺れた。

　目覚めたウェンディが、まず見たものは心配そうに覗のぞき込こむ三人の仲間の顔だった。




ウェンディ：みんな、ただいま！

ルシャナ：少し心配しましたよ。

ジン：けっこうぐっすり寝てたじゃん！（笑）

ナッツ：お疲つかれさまデス！

ウェンディ：ありがとう、みんな。……無事に儀式は終わったのだ。

ナッツ：おおっ、記憶を継承して、ついに〝狩りの女神〟になったのデスね！　はっ、じゃあもう、ワタクシはお払はらい箱ばこですか？（笑）

ウェンディ：記憶を継承したけど、別に防御力が上がったわけじゃないのだ（笑）。（優やさしい声で）ナッちゃんはやっぱり必要だよ。

ナッツ：ですよネぇ～（笑）。

ウェンディ：記憶は継承したけど、わたしはウェンディ、何も変わっていないのだ。




　どこか落ちついた、静かな自信を感じさせる声だった。




ルシャナ：そうですか。我が女神が、どこか変わってしまいそうで、少し不安でした。

ウェンディ：ルシャナは心しん配ぱい症しようだなぁ（笑）。

ルシャナ：それで……我が女神よ、何か分かりましたか？

ウェンディ：ああ。見たビジョンのことを、全部みんなに話すぞ。……これで、〝時の魔獣〟を倒せるかもしれない。危き険けんな戦いだが……協力してくれるか？




　ウェンディは静かに仲間たちに問いかけた。




ジン：神と魔の戦いのあと、この地の人と獣を見守るために遣つかわされたのが、俺たちネフィリムじゃん。

ウェンディ：この大陸は、巨きよ人じんたちによって守られていたのだな。

ジン：人里離れたところで人を見守り、よき方向へと導くのが俺たちの役目。今の状況は好ましい状態じゃない。だから、こちらこそ、魔獣を倒す手伝いをさせてほしいじゃん。

ウェンディ：ああ、もちろんだ！　最後までわたしを導いてくれ、優しき巨人よ！

ジン：（ふと我に返り）……な、何か俺、成長したっぽいじゃん！（一同爆笑）

ナッツ：照れてマスね、ジン様（笑）。

ジン：うっさいじゃん！（笑）




　ふと、若き宮廷庭師が〝狩りの女神〟に言葉をかけた。




ルシャナ：我が女神よ。私はアムルタート家の任にん務むを受け、あなたにお仕えしておりました。

ウェンディ：そうだったな。

ルシャナ：しかし、あなたのいつも前向きな姿を見て、今や心からあなたの役に立ちたい──そう考えています。

ウェンディ：嬉うれしいな。ルシャナに認みとめてもらえるなんて……ありがとう。

ルシャナ：ええ。一生をかけて、我が女神にお仕えする所しよ存ぞんです。




　──ここで。

　なぜか赤くなるウェンディ。




ウェンディ：い、一生!?　そんな、ルシャナ……わたしはまだ一五歳なのだぞ!?　しかも、見た目は一〇歳───犯はん罪ざいの領りよう域いきなのだ！

ルシャナ：別にプロポーズしたわけじゃないですから────っ!?（一同爆笑）

ウェンディ：そ、そうなのか、びっくりしたのだ……（笑）。と、とにかく……ルシャナの手を取るのだ。

ルシャナ：いかがなさいましたか？　我が女神よ。

ウェンディ：わたしたちはこうして、ずっと力を合わせてきたのだ。これからもマジェラニカ大陸を一緒に守ろう！　改めて、よろしくなのだ。

ルシャナ：〝狩りの女神〟に変わらぬ忠ちゆう誠せいを捧げましょう。

ウェンディ：ありがとう、ルシャナ。

ルシャナ：はい。こちらこそ、よろしくお願いします。




　そして機械人、ナッツロッカーへウェンディは向き直る。




ウェンディ：ナッちゃんも、ついてきてくれるよね？

ナッツ：しかたがありマセンなぁ～。ここまで来てしまった以上、おともいたしマスよ。

ウェンディ：いつも無理を言ってごめんね、ナッちゃんはご主人様を探さがしたいだろうけど。

ナッツ：心配無用デス。この問題を解かい決けつしないと、ご主人様は瘴気にまかれて死んでしまうデショウ。

ジン：それもそうじゃん！（笑）

ナッツ：だから、一緒に戦いマス。

ウェンディ：ありがとう、ナッちゃん！

ジン：よし、ウェンディ！　いよいよ決戦の時じゃん！

ルシャナ：行きましょう、我が女神よ。

ナッツ：ここまで来たからには、〝時の魔獣〟をきっちり倒しマショウ！

ウェンディ：ギルドシンボルの青き花の旗を拡ひろげて言おう。




　──さあ、〝ワイルドブルー〟出陣だ！
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一同：おうっ！
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　青き戦乙女に率いられたギルド〝ワイルドブルー〟。

　戦乙女の旗のもと、今、四人は決戦に赴おもむく。

　生死の境さかいをともに乗のり越こえる中で培つちかわれた、見えざる絆を感じながら───。







◆Middle07◆いざ、テルミヤへ！




　頰ほおに風を受け、天馬に乗った〝狩りの女神〟は、仲間たちとともに大地を駆がける。

　前方には、あまりにも巨大に膨ふくれあがった禍まが々まがしい障気のドーム。

　生きては帰れぬ不ふ吉きつさを漂ただよわせる領域へ向けて、しかし一行は手た綱づなを緩ゆるめる様子はない。




ＧＭ：次のシーンです。五年の時を経、〝狩りの女神〟として覚かく醒せいの儀式を成なし遂とげたウェンディ。故郷をあとにし、目指すは西方、沼しよう沢たく地ちの中にあるテルミヤの遺跡です。昼夜を徹てつした早駆けのすえ、皆さんは周辺一帯を覆い尽くす、瘴気のドームを目にします。

ウェンディ：ものすごい瘴気なのだ……。

ジン：マジェラニカらしく超ちよう巨きよ大だいじゃん！（笑）

ＧＭ：どす黒い瘴気で作られたそこは、今や魔物の巣そう窟くつと化しています。そして皆さんの目の前には、ドームの外がい縁えん部を後こう退たいしていく守しゆ備び隊たいの兵士たち。彼らは言います──。




　「──これ以上、先には進むな！」

　「時が止まる呪いの瘴気を知らないのか？」

　「馬ば鹿かな！　死にに行くようなものだぞ！」

　兵士たちは、口々に危険を告げる。その顔はいずれも不安と疲ひ労ろうの色が濃こい。




ルシャナ：我々には〝狩りの女神〟の加か護ごがある。ここは私たちに任せなさい。

ジン：（突如兵士になって）「〝狩りの女神〟……？　俺、聞いたことがあるぞ……小さきヴァルキリーを中心にした、〝狩りの女神〟一行が、魔獣たちを倒して回ってるって！」

ＧＭ：おお、すばらしい。まさにそういう台詞を考えていました。「俺も聞いたことがある」「伝でん承しようにある、青き衣ころもの戦乙女か！」と、兵士たちが次々と声を上げます。

ウェンディ：伝承もあるのか？

ＧＭ：『マジェラニカが闇やみに包まれし時、青をまといし戦乙女現われ、闇を斬きり裂さかん』……そんな伝承があるということで（笑）。

ウェンディ：そうだったのか！　知らなかったのだ（笑）。

ジン：すごいじゃーん。

ルシャナ：そこでカットインが入り、「頼んだぞ」と空につぶやくアサーバ先生の姿が。

ＧＭ：それはいい演出ですね。では、虫の知らせを感じたカトゥーラ村のミサキが「ウェンディちゃん。お願い、どうか無事で」と祈りを捧げている姿も入ります。

ナッツ：じゃあ、あの超巨大オカマグロも……（一同笑）。

ＧＭ：それから、ラムプーラの少女、ララ。ウェンディからもらった花の種を胸むねに抱だき、「ウェンディお姉ちゃん……」と空を見上げます。

ジン：そしてアンヴィルが「その槍の力を、お前の力を見せてみろ」と渋しぶくつぶやく。

ウェンディ：そうだ……この場所を、みんなの笑え顔がおを、守らなくちゃいけないのだ。

ルシャナ：ウェンディ様、そろそろ瘴気の内部に突とつ入にゆうします。

ウェンディ：ああ。天馬を操りながら……守備隊の人たちに、笑顔を向けるのだ。……任せてくれ！　必ず〝時の魔獣〟を倒して、戻って来るのだ！　……さあ、行こう！

一同：おおーっ！

ＧＭ：では、瘴気の中へ進む皆さんの背せ中なかを見送りながら、兵士たちは一いつ斉せいに敬けい礼れいの姿し勢せいをとります。そして守備隊長が「今はあの少女と、仲間たちを信じよう」とつぶやきます。

ウェンディ：がんばるのだ！




　青い衣をまとった戦乙女と、その三人の仲間たちは、瘴気のドームへと侵入する。

　ウェンディが槍を掲かかげると、刃の根元に埋うめ込こまれた銀球が、鋭い光を放つ。

　光は穂ほ先さきを包つつみ込こみ、どす黒い瘴気を音もなく斬り裂いていった。




ジン：おおーっ、前も見たけど、超すごいじゃん。

ナッツ：すごいデスねぇ。まるで砕さい氷ひよう船せんが氷の海を割わっていくようデス。

ＧＭ：やがて道を進んでいくと、周囲を沼ぬまに囲まれた、石いし造づくりの巨大な遺跡が見えてきます。全体の雰ふん囲い気きはアンコール・ワットに近いですが、中はかなり入り組んでいます。

ナッツ：あれがアサーバ先生の言っていた遺跡デスな。

ＧＭ：いかにも。彼の言っていた入り口は、すぐに見つかります。

ウェンディ：そうだ、プルプルちゃんとか馬とかラクダは、乗ったままで大丈夫なのか？

ＧＭ：乗っていても問題ない広さはあります。

ジン：そもそも、置いていったら、馬たちの時が止まっちゃうじゃん！

ウェンディ：本当だ！

ルシャナ：ウェンディ様から離れず、常つねにまとまって行動するようにしましょう。そうすれば、《ガーデン：荒野》もかけやすいですから（笑）。

ＧＭ：ここからはＦＳ判定を用いて、遺跡を突とつ破ぱすることとなります。内ない容ようは次のとおりです。




名めい称しよう：テルミヤの遺跡を突破せよ！

制せい限げん人数：４人

終了条件：４ラウンド（※）

支援判定：すべての能力値

判定：【敏びん捷しよう】

難易度：15

完かん了りよう値：17

成長点：20点




ＧＭ：終了条件は４ラウンドですが、３ラウンド以内に突破できなかった場合、〝時の魔獣〟クロノファングが奪った〝未来の石〟が体になじみ、《再生能力》４レベルが復活します。

ウェンディ：うわっ、強いのだ!?

ルシャナ：マスターシーンで時の魔獣が寝てたのは能力の復活につとめるためですね。逆ぎやくに、３ラウンド目までに到達すれば、相手は不完全な状態です。急ぎましょう。




　石作りの遺跡をひたひたと進む一行。

　その前に、直立した爬は虫ちゆう類るいといった外見の妖よう魔まが待まち構かまえていた。




ＧＭ：「ヨク来タナ、〝狩リノ女神〟ヨ」と、リザードマン風の妖魔が話しかけてきます。

ナッツ：ひえっ!?　しゃ、しゃべりマシタよ!?

ＧＭ：「我ガ主ドラコニア様カラ、丁てい重ちようニモテナセト聞イテイル」

ルシャナ：ドラコニアの眷けん属ぞくのようですね。

ジン：魔獣からなんて、とんだもてなしに決まってるじゃん！

ＧＭ：リザードマンはにやりと笑い、「ソウ言ワズ盛せい大だいニ楽シンデクレ」と、巨大なハンマーで傍かたわらにあったタンクをがーん！　と殴ると……瘴気ではなく、毒ガスが噴ふん出しゆつします。

一同：毒ガス!?

ジン：この毒ガスゾーンを素す早ばやく通とおり抜ぬけろってことぉ!?

ＧＭ：そのとおり。ちなみにここは、ダメージを受けずに通ることができます。少し特殊な処しよ理りになるので、少し説明をしましょう。




・毒ガスゾーン突破に挑ちよう戦せんする場合、２ＤのＨＰロスと［毒］（４‐Ｘ）を受ける。

・Ｘの数すう値ちは、判定で獲かく得とくした進行値となる。

・ひとりが判定しても、ＰＣ全員がＨＰロス、およびバッドステータスを受ける。




ウェンディ：判定すると２ＤのＨＰロスが自動的に来て、進行値が低いと、［毒］まで来るのか!?　とにかく高い進行値を出さないと!?

ルシャナ：ここはジンに突破してもらいましょう。

ジン：任せるじゃん。ここは【敏捷】が得意な俺がやるしかないじゃん！

ＧＭ：それでは、ＦＳ判定「テルミヤの遺跡を突破せよ！」を開始しましょう！




●第１ラウンド

行動値

ジン　　　　　　　15

ルシャナ　　　　　11

ウェンディ　　　　６

ナッツ　　　　　　２




ＧＭ：まずはセットアッププロセスからです。宣言のある人は、順番にどうぞ。

ジン：《ステップ：ファイア》。華か麗れいにダンスするじゃん！

ナッツ：ラクダの上でデスか？

ジン：ははは、俺ぐらいになると、ラクダの上でも簡単に踊れるじゃん！（笑）
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　ラクダも大変である。




ルシャナ：そんなジンはさておいて……（笑）。ひとつ確認ですが、《ガーデン：荒野》はかけられますか？

ＧＭ：ＦＳ判定中、ＰＣは全員で常に移動していることになりますので、《ガーデン：荒野》は設せつ定ていないこととします。

ルシャナ：そんなことだろうと思っておりました……では、宣言はありません。

ウェンディ＆ナッツ：こちらもありませーん。

ＧＭ：それでは、イニシアチブプロセスです。最初はジンの行動から。

ジン：【敏捷】の判定をするじゃん！　太陽のリボンの効果で、【敏捷】は９からスタートじゃん。

ルシャナ：《エンカレッジ》で《フィジカルエンチャント》を使うか……（しばし考え）……いや、ここはハイリスクでも、リターンが大きいほうを取りましょう。ジン、フェイトを使って、確かく実じつに高い目を狙ってください。

ジン：了解じゃん！　21が出れば、進行値に＋４！　《ダンシングヒーロー》に、フェイトを１点使って４Ｄにするじゃん！（ダイスを振る）12、達成値21！

ＧＭ：おみごとです。差分値はジャスト＋６、進行値が４点上昇します。




進行値　０[image: ]４




ナッツ：おおっ、［毒］を受けなかったのデスよ！

ジン：毒ガスが薄うすいところを見つけて、全速力で駆かけ抜ぬけるじゃん！　みんな、急いで俺についてくるじゃんっ！

ウェンディ：分かったのだ！　プルプルちゃん、続け～っ！

ＧＭ：くっ、そう来るとは思っていましたが……あっさり突破されましたね。ジンの素早い判はん断だんと誘ゆう導どうによって、皆さんが吸すい込こんだ毒ガスはごくわずかですみました。

ジン：ひゅー！　ラクダの上で決めポーズじゃん！（一同笑）

ウェンディ：ジンは本当に器用なのだ（笑）。

ナッツ：この移動中、ラクダは砂すな嵐あらしに遭あった時のように、鼻の穴をピタッと塞ぐんデスね。

ルシャナ：ラクダはそういう性せい質しつですね（笑）。

ＧＭ：とはいえ、ＰＣは自動的に受ける２ＤのＨＰロスは喰くらってください。（ダイスを振る）ということで、６点減へらしてください。

ウェンディ：けほっ、ちょっと吸い込んじゃったのだ。

ジン：しかたない。先に進むじゃん！

ＧＭ：では、進行値３のところでイベントが発生します。しばらく石の廊ろう下かを進んでいくと、分かれ道に突つき当あたります。

ウェンディ：むっ？　道が分かれているのだ。

ＧＭ：それぞれのルートをＡ、Ｂとしましょう。まず、Ａは近道のため、完了値がマイナス３されますが、判定が難むずかしめです。Ｂは通常の道で、完了値は17のままです。

ウェンディ：難所と、普通の道か……どういう風に違うのだ？

ＧＭ：分かるのは、それぞれ最初に出てくるイベントは以下の通りということのみです。




・Ａルート：〝王の魔獣〟ドラコニアの眷属リザードマンが群むれて行く手をふさいでいる。力ずくで突破せよ。／【筋きん力りよく】17、ＰＣ全員に４Ｄ＋20の物理ダメージ

・Ｂルート：道が途と中ちゆうで崩くずれ、ふさがっている。隙すき間まを空けて、人が通り抜ける穴を作ろう。／【筋力】15




ＧＭ：Ａルートの魔獣の眷属とは、冒ぼう頭とうで姿を見せたリザードマン風の妖魔です。ダメージは、力ずくで通り抜けるため、反はん撃げきを食らうという表ひよう現げんです。

ウェンディ：むむ……確かに、一ひと筋すじ縄なわではいかないのだ。

ルシャナ：低いＢルートでも判定の難易度15、さらにＡは17ですから、相当なものです。

ジン：ちょっと出目が悪いと、リザードマンにひっかかって、殴られ続けるじゃん！

ナッツ：このダメージに、《プロテクション》や《カバーリング》は有ゆう効こうデスか？

ＧＭ：はい、攻撃されているので、有効です。

ルシャナ：ふむ。…………（少し考え）……ひとりだけダメージを受けることになりますが……ここは耐たえてもらって、近道を突破しましょう。

ウェンディ：よし、じゃあ近道のＡルートに行くのだ！

ＧＭ：分かりました。では、完了値が17から14に下がります。次はルシャナの行動です。

ルシャナ：我が女神に《フィジカルエンチャント》です。シーン終了まで、【筋力】の判定に＋４してください。

ウェンディ：ありがとう、ルシャナ！　じゃあ〝狩りの女神〟の武具を振ふり回まわして突とつ破ぱ口こうを開くのだ！

ＧＭ：それではウェンディ、難易度17の【筋力】判定をどうぞ！

ウェンディ：突とつ撃げきーっ！（ダイスを振る）惜おしい、11！　達成値は28なのだ！

ＧＭ：すばらしい。差分値は＋８、進行値が４上昇します。
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ウェンディ：４上昇!?　見たか、戦乙女の突撃を!!

ジン：俺たちもあとに続くじゃん！

ＧＭ：殺さつ到とうするリザードマン風眷属たちをはね飛ばし、なぎ倒しながら進む〝ワイルドブルー〟、しかし、リザードマン風眷属たちの動きを、すべてかわしきることはできません。

ウェンディ：くっ、敵の反撃だな。

ＧＭ：そう、通すまいと詰つめかける、リザードマンたちの攻撃です！

ウェンディ：わたしは【物理防御力】が20あるし、猟王の防ぼう具ぐを使えば４点しか食らわないから平気なのだ。ナッちゃんは他の人を《カバーリング》して。

ナッツ：素晴らしい！　では、ジン様を《カバーリング》しマス。
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ＧＭ：ではダメージロール！　……（ダイスを振る）……これはひどい、４Ｄで９!?　29点の物理ダメージです。

ジン：大したことないじゃん！

ナッツ：ワタクシはルシャナ様に《プロテクション》！　（ダイスを振る）16点軽けい減げんデス。

ルシャナ：ありがたい。ノーダメージです！




　ウェンディは小さな嵐あらしとなって突つき進すすんだ。

　不幸にもその嵐に巻まき込こまれたリザードマンたちは、自らの身長より遙かに高く吹ふき飛とばされ、失神する運命を辿たどった。




ジン：ひゃっほーう！　テンションが上がるじゃん！

ＧＭ：そんなジンがひやりとする事態です。進行値６でイベントが発生。この遺い跡せき内ないに封じられていた死し霊りようがわきだし、精神をも揺さぶる悲鳴を上げながら、通路をふさぎます！

ウェンディ：ゆ、幽ゆう霊れいなのだーっ!?

ジン：ぎゃーっ!?　むしろ時が止まってるんだから、死霊も止まってほしいじゃん!?

ＧＭ：この瘴気、命あるものにしか効果がないんですよ。無機物、死霊などのアンデッド、魔族・妖魔には効果がないのです。

ルシャナ：ああ、命あるものの時が止まるって話でしたね。

ナッツ：でも、ずるいのデス!?

ＧＭ：ということで、ここから判定は【精神】の難易度13に変わります。判定に挑戦する一回につき、全員の３ＤのＭＰロスとなります。




　死霊の叫さけびが、遺跡の石壁に反はん響きようし、一同を包み込む。

　魂をやすりがけするような、不ふ快かいで怖おじ気けをもよおす悲鳴であった。




ナッツ：ＭＰロスは痛いたいデスね。フェイトを１点使って、３Ｄにしマスよ！　うりゃーっ！（ダイスを振る）……クリティカル！　皆さん、耳みみ栓せんをつけるのデス！

ウェンディ：わ、分かったのだっ！

ＧＭ：では、クリティカルしたダイスの数＋１Ｄ分、進行値が上昇します。

ナッツ：えいっ！（ダイスを振る）２、足して４デス！　ほらほらあなたたち、そこをどいてクダサイ！　我々は急いでいるのデスよ！　しっしっ！
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ＧＭ：死霊たちは嘆なげきの叫びを上げ、消えていきます……が、耳栓をしてもその声は強きよう烈れつです。皆さんは、３ＤのＭＰロスを受けます！（ダイスを振る）げっ、しょぼい!?　ご、合計６点です……。

ルシャナ：ふぅ、助かった……こちらは【ＭＰ】が大事ですからね。

ジン：しかし、このＧＭの出目、最後に反動がどかっとくる気がするじゃん……！（笑）

ウェンディ：気をつけなければ！（笑）

ＧＭ：さて、進行値９でイベントが発生します。皆さんの進路上、床ゆかからにょきっとゴーレム砲ほう台だいが現われます！

ウェンディ：強そうなのだ、倒していいか!?（わくわく）

ＧＭ：……が、それが作動する前に、皆さんがものすごい勢いきおいで前を通つう過かしていったため、特に何も起きませんでした（一同爆笑）。

ウェンディ：せっかく強そうだったのに、残念なのだ……（しょんぼり）。
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ジン：相変わらず、殺る気満々じゃん？（笑）

ウェンディ：そ、そんなことはないのだぞ？（笑）

ＧＭ：えーと、続けますね（笑）。さて、進行値12の時点でイベントが発生します。奥に進む皆さんの前に、五メートルぐらいの裂さけ目めが現われます。通路いっぱいに穴が空いているため、避けて通ることはできなさそうです。

ナッツ：うーむ、ここを越えなければ奥に進めないのデスよ。

ＧＭ：よく見ると、穴には点々と足場のようなものがあります。ここを跳とび越こえなければならないようです。能力値が【筋力】14へと変へん更こうになります。なお、ここで判定に失敗すると、地下に落下。這はい上あがることになるため、完了値が伸びます。

ルシャナ：ふむ……《フライト》を使った場合、判定は変わりますか？

ＧＭ：はい。《フライト》などで全員が飛行状態なら、難易度は10に下がります。

ナッツ：む。飛行状態になっても、判定が必要デスか？

ジン：きっと、なにか仕し掛かけがあるじゃん。

ルシャナ：でしょうね。ただ、難易度が４も下がるなら、私が最初に動いて、全員に《フライト》をするのがよさそうですね。

ＧＭ：では、クリンナッププロセスです。［毒］は……誰も受けていませんね。続くイベントの処理は、次のラウンドとなります。そのまま第２ラウンドへと移い行こうしましょう。




●第２ラウンド

行動値

ジン　　　　　　　15

ルシャナ　　　　　11

ウェンディ　　　　６

ナッツ　　　　　　２




ＧＭ：それでは、第２ラウンド目に入りましょう。セットアッププロセスの宣言は？

一同：ありませーん。

ジン：それじゃあ、俺は待機するじゃん。

ＧＭ：分かりました。では、次はルシャナの行動です。

ルシャナ：ムーブアクションで《マジックブラスト》、「対象：範囲（４体）」にして、マイナーアクションはなし、メジャーアクションで《フライト》！（ダイスを振る）９、発動成功です。全員、飛行状態になりますよ。

ＧＭ：ルシャナが呪じゆ文もんを唱え終えた時、皆さんの体がふわりと宙に浮かびます。それでは次、ウェンディの行動ですね。

ウェンディ：よし、判定するのだ！　10ならば、ファンブル以外で成功だぞっ。（ダイスを振る）10！　達成値24なのだ。みんな、こっちだ！




　天馬を駆り、ウェンディが先行する。

　上空から見る足場は、細い硬こう質しつの糸のようなものがあちこちに張はり巡めぐらされていた。




ＧＭ：残念、判定に失敗して、この糸に触れたらＨＰロスだったのですが……。

ジン：あ、危あぶなかったじゃん……。

ルシャナ：ふふふ、読みどおりでしたね！

ＧＭ：ともあれ、差分値は＋14、進行値が４上昇し、完了値の14に到達しました。皆さんはみごと、魔獣のいる場所へとたどり着きます！
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ウェンディ：ふう～。ＧＭの目も優しかったから、どうにか乗り越えられたのだ（笑）。

ＧＭ：むしろＰＣの目が良かったです。パヴィトラ・スタンヴァの難所の時とは逆で（笑）。

ジン：きっと今は、この大陸の大地も、俺らの味方してくれてるじゃん。

ウェンディ：なるほど。マジェラニカ大陸が味方か。頼もしいのだ！

ＧＭ：さて、皆さんは無事に迷めい宮きゆうを抜け、神殿の中央部である円形の広場に到達します。

ルシャナ：ふう、たどり着きましたね。

ウェンディ：あっ！　次のシーンの前に、回復をしたいのだ！（笑）

ＧＭ：分かりました、メインプロセス一回分、回復の余よ裕ゆうがあるとします。




　ということで、一行は持っているポーション類などで、回復を行う。もとより消しよう耗もうも少なかったので、万ばん全ぜんに近い状態に復ふつ帰きしている。







◆Middle08◆始まりの魔獣




　瘴気を斬り裂き、魔獣たちをなぎ払ばらいながら、一行は神殿の中心へと足を踏み入れた。

　待ち受けていたのは、すべての元げん凶きよう───〝時の魔獣〟クロノファング。

　若き〝狩りの女神〟と最凶の魔獣の戦いが、今、始まろうとしていた。




ＧＭ：では、次のシーンです。皆さんは、神殿の中央部へと向かっていきます。遺跡の中央、柱があった部分にポッカリと穴が空いています。

ジン：この下に〝未来の石〟があったわけか。

ＧＭ：いかにも。そして穴の上には、ふたつの影が浮かんでいます。ひとつは、竜の形にも似た超巨大な影。〝王の魔獣〟ドラコニアです。

ウェンディ：さっきのリザードマンたちの親玉だな？

ＧＭ：そのとおり。こいつは、竜の特とく徴ちようを取り込んだ魔獣で、七体の中でも武ぶ闘とう派はに分類されます。そしてもうひとつが、ドラコニアの隣となりにいる、鎧姿の女性です。




　その姿は、グリフォンに乗り、つややかな黒髪を風になびかせた、凛り々りしい面差しの女性であった。ウェンディの夢に現われた、〝狩りの女神〟ガルデニアとほぼ相そう違いがない。

　───眼帯をつけていないこと、禍々しい瘴気をまとっていることを除のぞけば、戦女神と呼ぶにふさわしいたたずまいであった。




ウェンディ：ガルデニアお姉様……いや〝時の魔獣〟クロノファングかっ!?

ＧＭ：その呼びかけに対し、〝時の魔獣〟は歪ゆがんだ笑えみを浮かべ、鎧の胸むな元もとにはめ込まれた青い石を指でなでます。

ジン：あの宝石……もしかして〝未来の石〟じゃん!?

ＧＭ：それには答えず。「来たか、新たなる〝狩りの女神〟よ」

ウェンディ：ひとつ聞きたい。その姿は？

ＧＭ：「知っているだろう？　この身体は我が宿敵〝狩りの女神〟のもの。封印の器うつわであったものを逆に乗っとらせてもらった」

ウェンディ：（つらそうに）ああ…………やはり。

ＧＭ：「この身体を自じ在ざいに使いこなすには時間がかかったぞ？　必死に抵てい抗こうするガルデニアの魂をねじ伏ふせるまで随ずい分ぶんかかったしな」

ウェンディ：………おのれ！

ＧＭ：「この〝狩りの女神〟の身体、そして武具のおかげで、このテルミヤの魔払いの力を無効化できた。〝未来の石〟を取り戻せたのはそのおかげよ」と嘯うそぶく〝時の魔獣〟の手には、アジュール村から奪われた〝狩りの女神〟の武具と思おぼしき槍があります。

ルシャナ：アジュール村から〝狩りの女神〟の武具を奪ったのは、その肉体の力を発はつ揮きするためか……。

ウェンディ：もうこれ以上、死者を冒ぼう瀆とくさせたりはしないぞ！

ＧＭ：「怒いかりに燃えているな、ウェンディ。だがあえて、お前に提てい案あんがある。……我らの仲間にならぬか？」

ウェンディ：ならないのだ！

ＧＭ：「……果たして、それは本心か？」

ルシャナ：どういう意味です？

ＧＭ：「我らもお前たち〝狩りの女神〟も、戦いのために生きる者ではないか。その力を存ぞん分ぶんに振るい、世界を滅ぼすまで戦いたいとは思わないか？」

ナッツ：た、確かに、ウェンディ様の戦闘に対する情じよう熱ねつは、並なみ外はずれてマスが……（笑）。

ジン：ナッツ！　しーっ！（笑）

ウェンディ：……こほんっ！（笑）　そんな力の使い方は、間ま違ちがっているのだ！

ＧＭ：「間違っている？」

ウェンディ：この力は、この大陸を生きる人々を守るためにあるのだ！　世界を滅ぼすために持っているのではない……！

ＧＭ：「お前は種族として、私はひとりにして、幾いくたびも戦火の中に身を置いてきた。何度苦く痛つうを味わわされても、戦い、傷つけ、命を奪う。それこそが、我ら戦士の本ほん質しつなのだ！」

ウェンディ：……お前は、かわいそうだな。

ＧＭ：「かわいそう？　……強者であり続けたこの私に、かわいそうとは？」

ウェンディ：幾いく度ども死と再生を繰り返して、まだ気づかないのか……むなしいものだな。

ＧＭ：「理り解かいできんな。戦場に立ち、敵を屠ほふり、殲せん滅めつすることこそが無上の喜び。敗者はあらゆる力をもって踏みにじる。お前もそのように生きてきたのではないのか？」

ジン：ちょいと口を挟はさませてもらうと、守りたい者や、願いのために、人は戦うじゃん。

ＧＭ：〝時の魔獣〟は、じろりとジンをにらみます。

ジン：お前は、戦うためだけに戦っている……目的のための手段ではなく、手段のための目的だ。戦い、弱者を蹂躙したいだけじゃん！

ＧＭ：「ふん、それがどうしたというのだ？」

ジン：でもな、〝狩りの女神〟はそうじゃない、だろ？　ウェンディ。

ウェンディ：……ああ、そうだ。わたしは、この戦いの間、見てきたのだ。人々がこの地に根ざし、恵めぐみを享きよう受じゆする様を。そして、魔獣であっても、人と心を通わす者がいることも。

ナッツ：チロのことデスね……。

ウェンディ：「わたしは、このマジェラニカに生まれたことを誇ほこりに思う。そして……天と地をつなぐ架かけ橋はしとなり、これからも守っていきたいと思っている」




　小さな戦乙女は、槍の穂先を〝時の魔獣〟へと向ける。

　「この大地に住む人々の笑顔、青い花はな咲さく故郷の景色、どれもわたしの大事なもの……」

　そして、───声を張はり上あげて、誓ちかう。




ウェンディ：お前がそれを壊そうとするならば、わたしは大切なものを守るため、全力を持って───



















ジン＆ナッツ＆ルシャナ：ぶち殺すきたぁ───っ!!

ＧＭ：「……どうやら私は、貴様の戦いに投じる精神の昂たかぶりを、我々と同じものだと錯さつ覚かくしてしまっていたようだ」と、〝時の魔獣〟は邪悪なオーラを強めて言います。

ウェンディ：錯覚も何も、最初から違うものなのだっ！

ＧＭ：「戦いの熱ねつ狂きようこそが、我ら暗き生命のすべて！　理解し合えぬのならば、この場で雌し雄ゆうを決し、どちらかが死すまで殺し合うとしようではないか！」

ウェンディ：望むところだ！　みんな、行くぞっ！

一同：おお───っ!!

ＧＭ：といったところで……クライマックスフェイズへと移りましょう！







　　　　ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ







◆Climax01◆〝狩かりの女め神がみ〟の戦場に舞う




〝ワイルドブルー〟の四人は、今、決戦の地に立つ。

　対するは、強大な力を秘ひめた魔ま獣じゆう二体。

〝時の魔獣〟の放つ瘴気がますます濃くなっていく中、

　ぶつかり合う意思は限げん界かいまで高まり、激げき突とつの時が訪おとずれようとしていた。




ＧＭ：いよいよ、クライマックスフェイズです。まず、ＰＣの勝利条じよう件けんは、〝時の魔獣〟クロノファングを倒たおす。ＰＣの敗北条件は、ＰＣの全ぜん滅めつです。

ウェンディ：絶ぜつ対たい負けないのだっ！

ＧＭ：さて、目の前にいるのは、グリフォンに騎き乗じようし飛行状じよう態たいとなった黒くろ髪かみのヴァルキリー、〝時の魔獣〟クロノファング。もう一体は〝王の魔獣〟ドラコニアです。皆みなさんは１エンゲージにおり、一〇メートル先に魔獣たちのエンゲージがあります。

ウェンディ：（挙手して）はいっ、敵てきは《超ちよう大おお型がた》か？

ＧＭ：ドラコニアは《超大型》の魔獣ですが、クロノファングは《超大型》ではありません。

ウェンディ：う～、残念なのだ……。

ＧＭ：なお、クロノファング、ドラコニアの他ほかに、クロノファングの胸むねにある青い石を攻こう撃げき対象にすることが可か能のうです。その場合は、「石を壊こわす」というメジャーアクションを宣せん言げんし、命中判はん定ていを行なってください。命中すれば、破は壊かいが可能です。なお、範はん囲い攻撃しても、石にダメージは入りません。

ナッツ：ほほー、あの石が〝未来の石〟なら、壊せば時間操そう作さ能のう力りよくを潰つぶせそうデスね。

ルシャナ：石を対象にした場合、ペナルティはありますか？

ＧＭ：特にありません。が、攻撃するとどうなるかは、今の段だん階かいでは不明です。

ウェンディ：情報収集で入手した情報によれば、〝狩りの女神〟の武ぶ具ぐを使えば、時間操作の力を消し去れる可か能のう性せいがあるのだ。

ＧＭ：情報の裏うら付づけなどが欲ほしい場合は、目もく標ひよう値ち15のアイテム鑑かん定ていを行なうことで、よりくわしく石の状態や破壊方法などが判はん明めいしますよ。

ジン：メジャーアクション使用して調べる必要がありそうじゃん。

ルシャナ：まずは全員《陣じん形けい》で近づき、石を狙ねらいましょう。

ジン：俺おれが《ジャイアントグロース》を使えば、エンゲージを封ふう鎖さできるじゃん。

ウェンディ：逃にがさないようにして、１ラウンド耐たえて……いっせいに反はん撃げき、だな！

ルシャナ：ええ、石さえ破壊できれば、こちらのものですからね！

ナッツ：その作戦が一番よいかと、ワタクシ思いマス。

ウェンディ：よし、じゃあそれでいこう！

ナッツ：おっと！　ワタクシ、この戦せん闘とう前のタイミングでフェイトを使い、《ハンズオブライトⅠ》！　おたまが輝かがやき、《プロテクション》の効こう果かに＋１Ｄするのデスよ。

ＧＭ：以上で戦闘前のタイミングは終しゆう了りようです。ここから戦闘ラウンドを開始しましょう！




●第１ラウンド

行動値ち

ジン　　　　　　　15

クロノファング　　15

ドラコニア　　　　12

ルシャナ　　　　　11

ウェンディ　　　　６

ナッツ　　　　　　２
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ＧＭ：それでは、セットアッププロセスです。【行動値】順ですので、ジンからです。

ジン：じゃ、このタイミングで《陣形》宣言じゃん！

ウェンディ：承しよう認にん！　全員、魔獣たちのエンゲージに移い動どうなのだ！

ジン：続けて俺のセットアッププロセス。ここはひとまず《ジャイアントグロース》で敵を逃がさないように封鎖！　飛行状態でも封鎖できるじゃん！

ＧＭ：くそぅ！　せっかくグリフォンに乗ってるのに！（笑）

ジン：逃げられる可能性を考えたからじゃん！（笑）

ＧＭ：さて、次はクロノファングのセットアッププロセス。彼かの女じよが手を掲かかげると、呪のろいの瘴気が渦うずとなって吹ふき荒あれます。オリジナルエネミースキル、《時の牢ろう獄ごく》！

ルシャナ：嫌いやな予感がしますが……どのような効果ですか？

ＧＭ：視し界かい内のウェンディ以外の範囲を対象とし、【精せい神しん】による対決を行ないます。こちらが勝利した場合、対象は行動済ずみとなる呪いを受けます。

ウェンディ：わたしには効果がないのか？

ＧＭ：瘴気の檻おりを形成しながら、クロノファングは苦い顔をします。「貴き様さまはすでに呪われている。二重にはかけられぬのが口くち惜おしいわ」

ルシャナ：なるほど。既すでに我わが女神には時がとまる呪いが掛かかっているので、別の呪いが重ならないというヤツですね。

ウェンディ：中二病設せつ定ていが役に立ったのだ！（一同爆ばく笑しよう）

ナッツ：ま、まさか、毎ラウンドやってくるんデスか？

ＧＭ：もちろんですよ。これが〝未来の石〟によって得た〝時を操あやつる力〟です。

ジン：《インタラプト》する？

ルシャナ：待ってください。ここは耐えて、２ラウンド目に《インタラプト》しましょう。もっとヤバイ能力がある可能性もありますし。私わたしはフェイトを使って抵てい抗こうします！

ジン：わ、分かったじゃん！

ＧＭ：さて、それでは【精神】の対決をしましょう！　（ダイスを振ふる）……達成値は17！

ジン：うわっ、高いじゃん!?




　この判定、ジンはフェイトを温おん存ぞんし、素すで判定した結果、失敗。行動終了となる。

　ナッツは、【精神】が高く、フェイトを１点使用することで、達成値19を出だし成功。

　そして、ルシャナは勝負にでてフェイトを３点使ったのだが。




ルシャナ：（ダイスを振る）……うぐっ、５Ｄで１が三つも!?　出目は10、達成値14!!

一同：うわぁぁぁぁ────っ!?（一同爆笑）

ジン：あえてダイス目勝負して失敗──さすが墓ぼ穴けつ庭にわ師しじゃん!!（笑）

ウェンディ：第三話の時といい、ルシャナは出目が悪いのだ！（笑）
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ナッツ：期待を裏うら切ぎらない御お方かたデスね！（笑）

ＧＭ：すばらしい！　最高ですよルシャナさん！（笑）

ルシャナ：褒ほめられてもうれしくないわぁ────っ!?（一同爆笑）くっ、幸運のペンダントを使いますよ！　１の目をすべて２に変えれば、出目は13になり、ぴったり17で成功です！

ＧＭ：ジン以外は全員抵抗しましたね。次はルシャナです。

ルシャナ：もちろん《ガーデン：荒こう野や》です！　対象は我われ々われＰＣ四人です！（ダイスを振る）錬れん金きん術じゆつ判定成功、命中判定に＋１Ｄしてください！

ＧＭ：石作りの遺い跡せきの広場が、水すい晶しようの柱の立たち並ならぶ荒野へと変わります。次はウェンディ。

ウェンディ：《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》！　プルプルちゃんの上で、槍やりを構かまえるのだ！

ナッツ：ワタクシは宣言なし、でゴザイマス。

ＧＭ：以上でセットアッププロセスが終了。メインプロセスに移うつりましょう。まずはジンの行動ですが、魔獣の呪いで行動済ずみですね。

ジン：くっそー！　何もできないじゃん！

ＧＭ：「お前たちの手の内は知っている。庭師の支し援えんが入ったお前の範囲攻撃は脅きよう威い的てきだ。だが、それを封ふうじた以上、流れはこちらにある！」とクロノファングはほくそ笑えみます。次はクロノファングのイニシアチブプロセスですが、何かありますか？

ジン：ここはなしで！

ＧＭ：では、クロノファングの行動です。ムーブアクション、マイナーアクションともになし、メジャーアクションで物理攻撃＋《ラッシュ》！　対象はウェンディ！　槍が光を帯び、魔ま法ほうの輝きを放ちます。

ウェンディ：魔法攻撃かっ!?

ＧＭ：ふ、いきますよ！（ダイスを振る）きた！　クリティカル！「戦いを至し上じようの物とせぬ者が、私の一いち撃げきをかわせるものか！」グリフォンが翼つばさを羽ばたかせ、突とつ入にゆうしてきます！

一同：クリティカルきたぁ────っ!!

ナッツ：当然のように、クリティカルを出して来マスね……（笑）。

ウェンディ：（ダイスを振る）達成値は４、命中！　だが、わたしはかわさないのだ！

ＧＭ：「ほう、あえて我が攻撃を受けるというか！　命知らずめ！」

ウェンディ：だけど平気だ！　カモン、ナッちゃん!!　ぐいっとな。

ナッツ：ウェンディ様、そんな急に押おし出さな……きゃあああっ!?　槍が迫せまってるのデスーっ!?（一同笑）と言いつつも《カバーリング》《アイアンカバー》デスよ！

ＧＭ：「勝利のために手しゆ段だんを選ばぬ。……やはりお前は、私と魂たましいが近いようだな」

一同：…………。

ウェンディ：こ、これは違ちがうのだっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：どこがですか？（笑）
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ウェンディ：これは、ナッちゃんへの深い信しん頼らいを表わしているのだ。

ＧＭ：そ、そうですか（笑）。ともあれ、クロノファングは槍を構え、ウェンディに向けて突とつ撃げきします！　ダメージロールは７Ｄ＋60！（ダイスを振る）出目30、90点〈光〉属ぞく性せい魔法ダメージです！

ナッツ：《アイアンカバー》デスよ！　【魔法防ぼう御ぎよ力りよく】が21デスから、これで38点デス。

ＧＭ：げっ、《プロテクション》なしでそこまで!?

ナッツ：ふふふ、ここで自分に《プロテクション》！（ダイスを振る）23点軽減デス。

ルシャナ：さらに《シールドガーデン》！　（ダイスを振る）29点軽減してください。

ナッツ：おお、ルシャナ様、ありがとうございマス！　ダメージはぴったり０デスよ！




　ナッツの展てん開かいした光の障しよう壁へきを、水晶柱に宿る精せい霊れいの光が補ほ強きようする。

　そして障壁は、クロノファングの激はげしい一撃を難なんなくはじき飛ばして砕くだけ散ちった。




ＧＭ：90点ものダメージが０とは……！

ナッツ：ふっ、この程てい度どは軽いデスな。ウェンディ様、ここはお任まかせクダサイ（一同爆笑）。

ウェンディ：ナッちゃん、どうしたのだ!?　急にキャラが変わったぞ!?（笑）

ナッツ：ワタクシ、ちょっと自信が出て参りマシタ（笑）。

ＧＭ：さて、次はドラコニアの行動です。ムーブアクションなし、マイナーアクションで《バッドステータス付ふ与よ：毒（２）》、メジャーアクション《ブレス：地》！　目の前でがばっと口を開け、毒どく液えきとともにブレスを噴ふん射しやします！　対象はＰＣ全員です！

ジン：うおっ!?　範囲攻撃じゃん！

ＧＭ：「がはは、もがき苦しめっ！」それでは、命中判定！（ダイスを振る）達成値は27……ここは自分のダイス目を信じる！　クロノファングが石をなでると、石がきらめきます。《時戻もどしの石》！　判定を振り直します。

ルシャナ：これはもしや、回数制せい限げんがないのでは？

ＧＭ：もちろん、ありませんよ。

ジン：つまり、石を何とかしないといけないじゃん！

ＧＭ：ふふふ、いきますよ！（ダイスを振る）げっ、下がった!?　達成値が23に！




　吹き荒れる禍まが々まがしきブレス攻撃。
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　ジンは、回かい避ひしたもののウェンディ、ナッツ、ルシャナは回避に失敗する。




ナッツ：ここは【ＨＰ】の低いルシャナ様を《カバーリング》デスよ。

ＧＭ：そりゃ！（ダイスを振る）５！　50点〈地〉属性魔法ダメージです！

ルシャナ：何の、《シールドガーデン》！　（ダイスを振る）24点軽減しますよ。

ウェンディ：ありがたいのだ！　さらに《ダイナミックガード》、初めてのお披ひ露ろ目めなのだぞ。槍を扇せん風ぷう機きのように回して、ブレスをはじき飛ばすのだ。これでダメージは０！

ナッツ：ワタクシは自分に《プロテクション》デス。（ダイスを振る）22点、合計で67点軽減デス。ダメージは０なのデスよ！




　激しく吹ふき付つけるブレスに、ウェンディとナッツの小さな身体が飲のみ込こまれる。

　しかし、ルシャナが構こう築ちくした水晶柱の壁と、ナッツの防ぼう御ぎよ魔法、ウェンディの槍が生み出す風によって、地のブレスがダメージを及およぼすことはなかった。




ＧＭ：まさか全部止められるとは！　「ぬぅ、矮わい小しような生き物のくせに！」と、ドラコニアは歯がみします。では、ルシャナの行動です。

ルシャナ：クロノファングの持つ石を、アイテム鑑定します！

ＧＭ：分かりました。では、【知力】の難なん易い度ど15で鑑定してください。

ルシャナ：（ダイスを振る）よし！　出目は９、達成値17です！

一同：おおーっ！

ＧＭ：ルシャナの目は、この青い石が偽にせ物ものであることを見み抜ぬきました。

一同：…………偽物!?

ＧＭ：偽物です。

ナッツ：なんとっ!?　あの青い石は〝未来の石〟ではないのデスか!?

ルシャナ：分かりやすい場所につけていたのはそのためですか。それで、本物はどこに？

ＧＭ：そこまではさすがに分かりませんね。ただ、本物は必ず、クロノファングがどこかに隠かくし持もっていますよ。

ウェンディ：もしかして……その本物を探さがす必要があるのか！

ＧＭ：いかにも、そのとおりです。どこにあるのかを当て、アイテム鑑定をし、それが本物であれば破壊が可能になります。

ウェンディ：……うっ、と言われても。

ジン：（少し考えて）なぁ、俺、目が怪あやしいと思うじゃん。

ルシャナ：目、ですか？

ジン：そうそう。ガルデニアって、右目に眼がん帯たいつけてたじゃん。

ウェンディ：そうなのだ。右目は神に捧ささげて、失っているのだ。……確たしかに怪しいのだ！

ルシャナ：ふむ、一理ありますね。ちなみに、片かた目めの色が違ったりは？

ＧＭ：両目とも青ですね。

ナッツ：右目だけ青なら確かく定ていデシたが、両方青でも十分アヤシイ。ならば、ここは判定をしてはっきりさせマショウ。ウェンディ様、ワタクシ、フェイトを使って鑑定してみマス！

ウェンディ：では、わたしは待機するのだぞ。

ＧＭ：ウェンディは待機ですね。それでは、ナッツの行動となります。

ナッツ：右目が怪しい、調べてみるのデス！　【知力】は５、フェイトを２点使いマスよ。おりゃー！（ダイスを振る）出マシタ！　達成値19デス！

一同：おおーっ！

ＧＭ：おみごとです。ナッツは、クロノファングの右目が〝未来の石〟と分かります。

ナッツ：あの輝き、間ま違ちがい無なく〝未来の石〟デス！　ウェンディ様、右目を、右目を狙ってクダサイ！

ウェンディ：やったぞ、さすがはナッちゃんなのだ！

ＧＭ：それでは最後、改めてウェンディの行動です。どうぞ！

ウェンディ：よし……石を狙うのだぞ！　避さけられたら困こまるから、ここで《ブロウストライカーⅡ》！　リアクションにマイナス１Ｄするのだ。

ＧＭ：ぐぇっ!?　ここで使いますかっ!?　クリティカル回避の可能性がなくなった!?

ウェンディ：よしっ、いくぞ！　槍で右目を狙うのだ！（ダイスを振る）クリティカル！

一同：おおおーっ!!

ＧＭ：そ、それは１Ｄでは……（ダイスを振る）回避できません！　出目は４で達成値14！　神かみ業わざのごとく正せい確かく無む比ひな槍の一撃は、強大な魔ま力りよくを秘めた魔獣の右目を貫つらぬきます！

ウェンディ：砕けろぉーっ!!




　ウェンディの槍が、クロノファングの右目へと突つき刺ささる。飛び散るのは赤き血ち潮しおではなく、ガラスのように硬こう質しつな、青色の破は片へん。

　───それは、右目に隠かくされていた〝未来の石〟が砕くだけたことを示しめしていた。




ＧＭ：右目を貫かれたクロノファングは、苦く悶もんの声をあげ、ぎろりとウェンディをにらみます。「……まさか、〝未来の石〟を砕かれるとはな……だが、〝過か去この石〟を取とり戻もどし、再ふたたび成長を遂とげれば……この力は甦よみがえる！」
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ウェンディ：その時は、またもう一度壊してやるのだっ！

ＧＭ：「くくく、その前に、我が真の力で貴様らをひとり残らず滅めつしてやろう……！」と笑った、その時……〝時の魔獣〟の身体が激しく震ふるえ始めます。




　哄こう笑しようを響ひびかせながら、〝時の魔獣〟はその姿すがたを変えていく。

　グリフォンとガルデニアが融ゆう合ごうし、みるみる巨きよ大だい化かしていく。

　しばし後のちに出しゆつ現げんしたのは、翼を持ち、右手を槍と一体化させた精せい悍かんなる魔獣の姿であった。




ウェンディ：それが魔獣としての姿というわけだな！

ＧＭ：はい。グリフォンと融合して巨大化したので、騎乗状態ではなくなりますが、飛行状態はかわらずです。その代わり、《超大型》が追加されます。

ウェンディ：よし！（[image: ]嬉しそう）

ＧＭ：では、全員の行動が終了した時点で、二体の魔獣が《二回行動》を使用します！

一同：な、何だってぇーっ!?

ＧＭ：「〝未来の石〟が失われた今、残念ながら、貴様らの時間を操る能力は使えなくなった。だが！　私の時を操る技わざは、既に己おのがものとして取りもどしている！」

ウェンディ：それが、この《二回行動》か！

ルシャナ：そして、どうやら《時の牢獄》や《時戻しの石》を失ったようですね。

ジン：《二回行動》の片かた方ほうを《インタラプト》する？

ルシャナ：いえ、まだ我が慢まんしましょう。

ＧＭ：「貴様らは地じ獄ごくの門を開いたと知れ！」まずはクロノファングの行動、ムーブアクション、マイナーアクションはなし、メジャーアクションで《超ちよう時じ空くう覇は王おう弾だん》を使用します。対象は場面（選せん択たく）、ＰＣ全員です！

ジン：な、何かすごそうな技が来たじゃん！

ウェンディ：がんばって耐えよう！　さあ、来るのだっ！

ＧＭ：クロノファングは分身を作り出し、肉体と融合した槍を次々と皆さんに向けて繰くり出だします！　命中判定！（ダイスを振る）惜おしい、５と６！　達成値は28です！




　現あらわれた〝時の魔獣〟の分身たちが、猛もう攻こう撃げきを仕し掛かける。

　息つく暇いとますらなき、多重攻撃が〝ワイルドブルー〟に襲おそいかかる。




一同：回避失敗っ！

ナッツ：ジン様を《カバーリング》でゴザイマス！　申もうし訳わけありマセンが、ウェンディ様、ここはどうか耐えてクダサイませ。

ウェンディ：わ、分かったのだ！　任せたぞ、ナッちゃん！

ジン：ひぃ～、助かったじゃん！　ナッツ、ありがとう！

ナッツ：さらに《アイアンカバー》を宣言デスよ。【物理防御力】＋17なのデス。

ＧＭ：それでは、ダメージロール！（ダイスを振る）……96点の物理ダメージです！




　この攻撃に、ルシャナの《シールドガーデン》とナッツの《カバーリング》＆《プロテクション》で対たい抗こうする一同。少しずつ【ＨＰ】が削けずれていくが、致ち命めい的てきなダメージを受けずにしのぎきる。




ＧＭ：硬っ!?　くっそぅ、ナッツのガードが抜ぬけない……（笑）。

ナッツ：ふふふ、これぞ護ご衛えい用エクスマキナの本ほん領りようデスよ。

ＧＭ：「全員残ったか……まぁいい、じっくりとなぶり殺してくれる」と、クロノファングが不気味に笑います。さて、続けて〝王の魔獣〟ドラコニアの行動ですよ。

ナッツ：そのイニシアチブプロセスで、ルシャナ様に《クイックヒール》デス。（ダイスを振る）発動は成功。（ダイスを振る）……45点回かい復ふくデス。

ルシャナ：すまないナッツ。助かりました。おかげで全回復しました。

ナッツ：ふふふ。わたしの光る手は、なんでも癒いやしマスから。

ＧＭ：それでは改めて、ドラコニアの行動です。ムーブアクションなし、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで物理攻撃です。《範囲攻撃：白兵》２を持っていますので、四人へ同時に攻撃をしますよ。

ウェンディ：さあ、こい！

ＧＭ：「貴様らを喰くらってやる！」ドラコニアが大口を開けて嚙かみついてきます。４Ｄでの命中判定！（ダイスを振る）クリティカルは……しない！　出目が17、達成値は29です！




　ドラコニアは、その巨きよ体たいからは想そう像ぞうもできないほど素す早ばやい動きで、〝ワイルドブルー〟に襲いかかる。あまりの速さに反はん応のうがわずかに遅おくれ、四人は回避することができない！




ルシャナ：全員回避失敗ですか……ナッツ、私はかまわず、ウェンディ様をお願いします！

ナッツ：了りよう解かいなのデス。ウェンディ様を《カバーリング》！

ＧＭ：それではダメージロール！（ダイスを振る）く、低かったか。出目は16、91点の物理ダメージ！　鋭するどい牙きばがかするだけでも、皆さんの肌はだに傷きずが生じます。

ルシャナ：《シールドガーデン》！（ダイスを振る）27点軽減してください。

ＧＭ：ということは、64点ダメージですね……あ、ちなみに《竜りゆうの証あかし》があるので、さらに10点のＨＰロスがありますよ。庇った場合は、一回分のみ引いてください。

一同：げえーっ!?

ルシャナ：ドラゴンの特とく徴ちようを持つという話でしたからね。やはり持っていましたか……。

ナッツ：ここはルシャナ様に《プロテクション》デス！（ダイスを振る）あわわ、１が多いデスよ……ということで、18点軽減デスね。

ルシャナ：助かった……残り【ＨＰ】17で、どうにか耐えました。

ジン：《シールドガーデン》がなかったらやばかった……【ＨＰ】19点残りじゃん！

ナッツ：ワタクシは、【物理防御力】42点を引いて、22点ダメージ。倍になって44点。ＨＰロス合わせて54点。……残り【ＨＰ】13で立っているのデス！

ジン：ナッツがここまで追おい詰つめられるとは、さすがは〝七つの封ふう印いん〟最後の二体じゃん！

ＧＭ：さて、全員の行動が終了しましたね。では、クロノファングがにぃっと笑います。




「私は時を操る者……ここで終わりだと思ったか！」

　───そんな言葉とともに、クロノファングの姿がわずかにぶれた。




ＧＭ：オリジナルエネミースキル、《時間跳ちよう躍やく》！　《二回行動》を使用した後に使用できます。全員の行動が終了したと同時に使用し、本人だけが三秒ほど昔にさかのぼることで、即そく座ざにメインプロセスを得ます！
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一同：な、何だってぇ────っ!?

ＧＭ：ムーブアクション、マイナーアクション、ともになし。メジャーアクションで《連続攻撃》！　「幾いく多たの粛しゆく清せいを生いき延のびて、戦い続ける私の力の一いつ端たんを見よ！」

ジン：げぇっ!?　幻げん影えいがもうひとり現われたじゃんっ!?

ＧＭ：それはいい演えん出しゆつですね！　では、かすかに姿がぶれたあと、分身が現われ、ルシャナを攻撃します！

ルシャナ：くっ……！　私ですか！

ＧＭ：「〝場〟を強化する貴様は戦闘の要だ。貴様を殺せば、残りの連中は総そう崩くずれになるからな！」




　このルシャナへの攻撃の一撃目を、ナッツが《カバーリング》。ルシャナが《シールドガーデン》を使用し、ことなきを得る。

　しかし《連続攻撃》の二撃目が問題であった。

　一撃目を《カバーリング》していたナッツは、これに対抗できないのである。




ＧＭ：《連続攻撃》の二撃目は……（ダイスを振る）……よし、６が三つでクリティカル！

ルシャナ：回避は……（ダイスを振る）……って、ファンブル!?

一同：ルシャナ～っ！（爆笑）

ＧＭ：すばらしい出目です（笑）。では、再び槍で突撃！（ダイスを振る）クリティカルしたのに出目が低いのはなぜだろうか。出目は25、95の物理ダメージです。

ナッツ：《アフェクション》デス！




　ルシャナの前に、分ぶ厚あつい光の障壁を展開された。

　ナッツの切り札《アフェクション》は、ダメージを一いつ切さい受けつけぬ絶ぜつ対たい的てきな防御であった。




ルシャナ：ダメージ０！　ナッツには助けられてばかりですね。ありがとう。

ナッツ：いえいえ、お気になさらず、デスよ。

ＧＭ：「くっ……こしゃくな真ま似ねを……！」クロノファングは行動終了となります。

ジン：や、やっと終わったじゃん。……さすがに、強い！

ウェンディ：だが、絶対に勝ってみせるのだ！

ＧＭ：といったところで、クリンナッププロセスです。［毒］の処しよ理りもありませんので、宣言がなければ、第１ラウンドは終了です。




●第２ラウンド

行動値

ジン　　　　　　　15

クロノファング　　15

ドラコニア　　　　12

ルシャナ　　　　　11

ウェンディ　　　　６

ナッツ　　　　　　２
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ＧＭ：それでは、第２ラウンド目のセットアッププロセスです。まずはジンから。

ジン：《ステップ：ファイア》！　炎ほのおの精霊に舞まいをささげ、回避が13になるじゃん！

ＧＭ：クロノファングは、「時よ、加速せよ、我らの破壊のために！」と高らかに宣言します。オリジナルエネミースキル《加速する時》！　ラウンド中、エネミー全員の【行動値】を＋10します。

ウェンディ：何と、あいつら、素早いのだ!?

ルシャナ：ということは、クロノファングの【行動値】が25、ドラコニアの【行動値】が22になりますね。

ジン：くっそー、俺より素早いじゃん！

ナッツ：こ、これはちょっと、敵の攻撃を防ふせぎきれないかもしれマセンよ!?

ウェンディ：どうにか耐えきらないといけないな……！




　続くルシャナは、再び《ガーデン：荒野》を宣言。ウェンディは万が一の事じ態たいに備そなえ、【物理防御力】を減へらさない《ハンティングスタイル》のみを使用した。

　そしてナッツは、《ハンズオブライトⅡ》＋《ヒール》をウェンディにかけ、半分以下になっていた【ＨＰ】を81点まで回復させる。

　続くイニシアチブプロセスでは、ジンが《エンカレッジ》をルシャナに使用。

　真っ先に行動したルシャナは、《ヒーリングガーデン》を使用。

　水晶の柱から、立ち上る柔やわらかな光にて仲間たちを癒やす。

　回復にフェイトを２点投入し、全員の【ＨＰ】を56点、回復させる。




ジン：とりあえず、これで一息ついたじゃん。

ＧＭ：「そうかな？」と、クロノファングの行動です。ムーブアクションなし、マイナーアクションなし、メジャーアクション《連続攻撃》！　対象はルシャナ！

ルシャナ：また私ですか！（笑）




　鋭いその一撃を見切れず、ルシャナは回避に失敗。心しん臓ぞうを狙う槍の間に、またもやナッツが割わって入った。クロノファングの与あたえたダメージは、85点。ナッツは二撃目のことを考え、あえて《プロテクション》をせず、その攻撃を引き受けた。




ナッツ：ダメージは43点デスね。残り【ＨＰ】17点。

ＧＭ：ならば二撃目！　今度の対象は……あえて、【ＨＰ】の減ってきたナッツに攻撃しましょう！

ナッツ：な、何と、こっちデスか!?　予想外デス！

ＧＭ：「油ゆ断だんしたな。ターゲットはお前だ！」（ダイスを振る）命中判定、クリティカル！

一同：ぎゃーっ!?

ナッツ：ならばこちらも！（ダイスを振る）出目は８、達成値７で当たりマシタ。

ＧＭ：いけるぞ！　２Ｄ増ふえて、ダメージは７Ｄ！（ダイスを振る）23点だから、合計で93点の物理ダメージです。

ルシャナ：ナッツ！　私の水晶の壁で護ります！　《シールドガーデン》！（ダイスを振る）……25点軽減してください。

ナッツ：では、さらに《プロテクション》！（ダイスを振る）なかなかいいデスよ、24点軽減デス！

ＧＭ：くっ、《シールドガーデン》が厄やつ介かいすぎる！（笑）

ルシャナ：私は攻撃ができませんからね、その分支援しますよ！（笑）

ナッツ：【物理防御力】42点ありマスから……合計91点軽減、２点ダメージを食くらい、残り【ＨＰ】は15点デスよ！

一同：おおおーっ!!

ＧＭ：「よく耐えるな。……だが、どこまで行けるかな？　やれ、ドラコニア！」とクロノファングが指を鳴らすと、再びドラコニアが口を開け、毒のブレスを吐はき出だします！　ムーブアクションなし、マイナーアクション《バッドステータス付与：毒（２）》、メジャーアクション《ブレス：地》。対象はＰＣ全員です！

ウェンディ：またブレスを吐いてきたのだ！




　魔獣二体による連撃は、確かく実じつに〝ワイルドブルー〟の体力を奪うばいつつあった。猛もう毒どくのブレスを避けきることができず、全員ブレスに巻まき込こまれてしまう。

　しかし、ナッツはルシャナを《カバーリング》。ルシャナは全員に《シールドガーデン》を展開することで、全体のダメージを軽減した。その結果、ジンとウェンディは毒を食らったが、どうにか耐え抜くことに成功する。そしてナッツは……。




ナッツ：46点軽減し、16点ダメージデスね……なんと、１点オーバー!?　もったいないけど、《プロテクション》！（笑）（ダイスを振る）27点軽減し、ダメージ０デス。

[image: ]

ＧＭ：くっ！　やっぱりルシャナの《シールドガーデン》が一番の敵だっ！（笑）　しかし、［毒（２）］を受けたふたりは、クリンナッププロセスに10点のＨＰロスですよ。

ウェンディ：うう～、食らうしかないのだ……。

ＧＭ：「もがき苦しみながら死ね！」と、ドラコニアは牙をむき出して笑います。以上で魔獣側は行動終了です。では、次はジンの行動！

ジン：よっしゃ、反撃といこうじゃん！

ウェンディ：ジン、がんばるのだ！

ジン：いくぜ！　ムーブアクションで《ディセクトエッジ》、マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションで《ワイドアタック》！　と同時に《フェンサーⅠ》を使用！　命中判定に＋２Ｄされて、合計６Ｄになるじゃん！

ＧＭ：命中判定に６Ｄ!?（笑）

ジン：ナイフをひらめかせて雄お々おしく舞まいながら、魔獣たちを攻撃するじゃん！（ダイスを振る）来たぁ、クリティカル!!

一同：おぉ────っ!!

ＧＭ：（それぞれダイスを振り）……ダメです、両方ともクリティカルしません。猛たけ々だけしく、しかし軽かろやかに舞う巨人に、二体の魔獣は翻ほん弄ろうされています。

ジン：《ピアシングストライク》を宣言！　《宿しゆく敵てき：魔獣》その他もろもろを入れて、ダメージロール！（ダイスを振る）よっし、出目超いいじゃん！　54点、合計[image: ]点！

ルシャナ：さらに《ブーストガーデン》です！（ダイスを振る）　さらに20点追加です。

ジン：合計、[image: ]点の物理ダメージじゃん！　１点でもダメージが通れば、バッドステータス［放心］を受けてもらうじゃん。

ＧＭ：くっ、両者ともに《バッドステータス無む効こう》を宣言。10点のＨＰロスを受けます。クロノファングは「なかなかやるではないか、ネフィリムよ」と言い、にやりと笑います。

ジン：ここで負けるわけにはいかないじゃん！

ＧＭ：さて、ジンの行動は以上ですね。それでは、次はウェンディの行動です。

ウェンディ：ＧＭ、弱っているように見えるのはどっちなのだ？

ＧＭ：深手を負っているのは、ドラコニアのほうですね。

ウェンディ：よし……まず、フリーアクションで精霊草を使用。たぶん相手の属性は〈地〉だから、〈風〉属性にするのだ！

ＧＭ：精霊草は、一いつ瞬しゆんのうちに風と化し、槍へとまとわりつきます。

ウェンディ：いくぞ！　ムーブアクションで《ハンターズハント》、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《フェイタルハント》＋《ヘビーハント》！　さらに《ボルテクスアタック》を使用！　さらにフェイトを２点使い、命中判定を５Ｄにする！

ＧＭ：決めに来たか！

ウェンディ：プルプルちゃんを急きゆう上じよう昇しようさせて、上空から飛とび降おりるのだっ！　うおりゃーっ!!（ダイスを振る）達成値、24なのだ！

ＧＭ：ドラコニアが慌あわてて回避を試みます。はっ！（ダイスを振る）……ここでファンブルかっ！　「馬ば鹿かな、あのヴァルキリーが見えないぞっ!?　どこだ……はっ、上!?」

ウェンディ：どこを見ている！（一同爆笑）　《スラッシュブロウ》も宣言！　ダメージは16Ｄ＋[image: ]なのだ！

ＧＭ：一瞬何を言っているのか理り解かいしかねる数字ですよ!?（一同爆笑）

ウェンディ：いくぞー！（ダイスを振る）出目は59！　[image: ]点の〈風〉属性魔法ダメージだ！　バッドステータスで［スタン］がつくぞ！




　瘴気を斬きり裂さきながら、小さき戦乙おと女めは天馬を駆かって急きゆう降こう下か！

　清らかな輝きを帯び、風の精霊の力を宿したその槍は、硬かたい鱗うろこすらも突つき破やぶり、深々と〝王の魔獣〟の額ひたいに突き刺さった！




ＧＭ：ぐっ……弱点属性のため、【魔法防御力】は０！　さらに《バッドステータス無効》によって10点ダメージを受け……しまった、これでは使えない！　［スタン］を受けて床ゆかに落下し、のたうち回ります。

ウェンディ：やった！　ナッちゃん、あとは頼たのんだぞ！

ナッツ：お任せクダサイ！　ムーブアクションはなし、マイナーアクションでＥＸＨＰポーションを飲み、【ＨＰ】を20点回復デス。そして……メジャーアクションは、おたまで攻撃デスよ！（ダイスを振る）達成値は21デス！　ふふふ、避けられないデショウ！

ＧＭ：［スタン］しているので、１Ｄです。（ダイスを振る）３！（笑）命中です！

ナッツ：《ファランクスアタック》を宣言デス！　この一撃に鎧よろいの重みを足し、４Ｄ＋45！（ダイスを振る）おおう、６と５しかないデスよ!?　67点の物理ダメージデス！




　全体重をかけたナッツの一撃は、瀕ひん死しの状態に追おい込こまれていた〝王の魔獣〟ドラコニアにとって、致命的なダメージとなった。

「まだだ、暴あばれ足りな……い……ぞぉおおおっ!!」

　断だん末まつ魔まの叫さけびをあげ、一言そう天に吠ほえると、〝王の魔獣〟はゆっくりと崩くずれ落おちた。




一同：よおぉ───しっ!!

ウェンディ：次はお前だぞ、クロノファング！

ＧＭ：「ふ、ドラコニアを倒したからとて、喜ぶのは早いぞ？」クロノファングは口くちの端はをつりあげて笑い、《二回行動》を宣言します！

ジン：おっと、《二回行動》を《インタラプト》！　クロノファングの翼めがけて、踊おどりながらナイフで斬きりつけるじゃん！

ＧＭ：「くっ……!?」バランスを崩くずし、クロノファングは二回目の攻撃を中ちゆう断だんします。しかし、まだこちらには《時空跳躍》が……はっ!?　しまった、《二回行動》が潰されたので、条件が成立せずに宣言できない!?

一同：やったー!!（拍はく手しゆ）

[image: ]

ジン：《時間跳躍》の体勢に入ることすら許さない攻撃で妨害したって演出で！（笑）

ＧＭ：くっそー、これはうまいことやられてしまった！　ここまで《インタラプト》を我慢したジンの読み勝ちですね。

ルシャナ：よかった、二回目の攻撃を受けなかったのは大きいですよ！

ＧＭ：ということで、全員の行動は終了となり、クリンナッププロセスとなります。




　ウェンディとジンは、［毒］によって10点のＨＰロスを受けるが、その後ウェンディは《フックダウン》でＥＸＨＰポーションを使い、【ＨＰ】を満タン近くまで回復した。




●第３ラウンド

行動値

ジン　　　　　　　15

クロノファング　　15

ルシャナ　　　　　11

ウェンディ　　　　６

ナッツ　　　　　　２

[image: ]




〝時の魔獣〟クロノファングとの戦いは、第３ラウンドに突入した。

　セットアッププロセスで、クロノファングは再び《加速する時》を宣言し、【行動値】を25にまで跳はね上あげる。

　ルシャナは三度目の《ガーデン：荒野》で仲間の命中判定を底上げし、ウェンディは《ハンティングスタイル》＋《ハンティングアデプト》によってダメージを引き上げた。




ＧＭ：以上でセットアッププロセスは終了。【行動値】25、クロノファングのメインプロセスです。クロノファングは、じろりとルシャナをにらみつけ、槍を掲げて狙いを定めます。

ウェンディ：またルシャナを狙っているのだぞ！

ＧＭ：そのとおり！　ムーブアクション、マイナーアクションともになし、メジャーアクションでルシャナに《連続攻撃》です！　（ダイスを振る）ほい、クリティカル！

ジン：〝ほい〟じゃねぇ──っ!!（一同爆笑）

ルシャナ：クリティカルで回避……（ダイスを振る）できない！　回避失敗です！

ナッツ：ルシャナ様を《カバーリング》デスよ！




　ルシャナを執しつ拗ように狙うクロノファングの前に、ナッツが立ちはだかる。

　二撃目にそなえて《プロテクション》をせず、ナッツが受けたダメージは95点。

　確かな手て応ごたえを感じ、クロノファングはにやりとほくそ笑む。しかし……。




ナッツ：ウェンディ様、《蘇そ生せい》をお願いシマス。

ウェンディ：《蘇生》承認なのだ！　マジェラニカの大地よ、我らに力を！

ＧＭ：まるでその声に応こたえるように、大地から優しい光りが浮かび、皆さんの身体に力が戻って来ます。【ＨＰ】を全ぜん快かいしてください……ううっ、回復されてしまった。

ナッツ：ありがたいのデス。53点ダメージを受けマシタよ。さぁさぁ、二撃目もどうぞ。

ＧＭ：「大地が味方をする？　そんな馬鹿げたことなど、ありえんっ！」と言いつつ、もう一撃！　再びルシャナを狙います！




　クロノファングの槍がルシャナを捕とらえる！

　しかしこの攻撃は、ルシャナ自身による《シールドガーデン》、ナッツの《プロテクション》が展開され、【ＨＰ】を半分ほど削るにとどまった。




ルシャナ：……ふう、残り【ＨＰ】32点です。どうにか持ちましたね。

ＧＭ：「しぶといやつめ……」と唸うなるクロノファング。さて、次はジンの行動です。

ジン：ルシャナの《シャープネスガーデン》待ちで、待機じゃん！

ＧＭ：……次はルシャナです、どうぞ。




　ルシャナは、受けたダメージをＥＸＨＰポーションで回復し《シャープネスガーデン》を使用。水晶の柱に宿る精霊の祝福は、光となって四人に宿り、さらなる力を与えた。




ウェンディ：やったー！　＋15点が来たのだーっ！

ＧＭ：さて、次はウェンディの行動です。

ウェンディ：まず、自分のイニシアチブプロセスで《ブロウストライカーⅠ》。《スラッシュブロウ》を復ふつ活かつさせるのだ。さらにフリーアクションで《ブロウストライカーⅡ》。ムーブアクションで《ハンターズハント》、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《フェイタルハント》＋《ヘビーハント》！　そして《祝福》なのだ！

ジン：おお、大地が俺たちの味方をしてくれているじゃん！

ナッツ：力がみなぎってくるのデスよ！

ウェンディ：では命中判定！（ダイスを振る）　うわっ、達成値18!?　最後のフェイトを１点使って振り直し！（ダイスを振る）ちょっと上がった、達成値は21！

ＧＭ：１Ｄしか振れない（ダイスを振る）……１でファンブルです（笑）。「何だ、この力は……先ほどまでと違うぞ！」

ウェンディ：《スラッシュブロウ》を宣言！　ダメージは16Ｄ＋[image: ]になったのだ。いくぞーっ！（ダイスを振る）わっ、低い！　出目は48、[image: ]点なのだ！

ルシャナ：さらに《ブーストガーデン》です！（ダイスを振る）20点足してください。

ウェンディ：ありがとう！　合計、[image: ]点の〈風〉属性魔法ダメージ！　１点でも通れば［スタン］するぞ！

ＧＭ：強きよう烈れつな一撃を浴びせられ、クロノファングは一瞬だけバランスを崩します……が、《バッドステータス無効》を宣言し、【ＨＰ】を10点減らして打ち消します。

ウェンディ：まだ倒れないのか……！

ＧＭ：「私は不死身の魔獣！　決して倒れぬ！」クロノファングは不気味な笑みを見せて言います。さて、次はナッツの行動です。




　ナッツは自分に《ヒール》をし、【ＨＰ】を回復。

　そして行動は、待機していたジンに回ってくる。

　ジンの舞まい踊おどりながらクロノファングを攻撃。魔獣を大いに幻げん惑わくさせた巨きよ人じんのふたつのナイフは〝時の魔獣〟を斬り裂いた！　《ピアシングストライク》に《ハードビート》、さらにフェイトを３点も乗せた渾こん身しんの攻撃は、実に[image: ]点ものダメージをたたき出す。

　強烈な一撃を食らってよろめく〝時の魔獣〟。だが、すぐに体たい勢せいを立て直し、反撃に出る。




ＧＭ：では、全員の行動が終了した時点で《二回行動》！　メインプロセスを行ないます！

ナッツ：ですよネぇ～！

ＧＭ：「くくく、〝時の魔獣〟を甘あまく見みるな！」ムーブアクション、マイナーアクションともになし、メジャーアクションで《連続攻撃》を宣言、ルシャナに攻撃です！

ルシャナ：……もはや、やることは全部やりました。ここで倒れても、悔くいはありません！




　しかし、一撃目はナッツに庇われ、80点のダメージが38点しか通らずに終わる。

　続く二撃目は《シールドガーデン》と《プロテクション》の重ねがけによって軽減されたが、ルシャナの少ない【ＨＰ】を半分にまで削けずり取とった。




ＧＭ：よし、ここで押おし込こむ！　《時空跳躍》で再びメインプロセスを得て、再びルシャナに《連続攻撃》ですっ！

ジン：しまった、マジでルシャナを潰す気じゃんっ!?

ウェンディ：ナッちゃんも【ＨＰ】が減って、ぎりぎりの状態なのに……！

ＧＭ：いきますよ、命中判定！（ダイスを振る）クリティカルッ!!

一同：来たぁーっ!?

ルシャナ：（ダイスを振る）出目は10、回避失敗です……！

ナッツ：何のっ、《カバーリング》なのデス！

ＧＭ：振りかざした槍を、ルシャナを庇ったナッツにたたきつけます！（ダイスを振る）出目は15、85点の物理ダメージです！

ナッツ：ダメージは43点……このままでは倒れてしまいマス！　しかたがありマセン、《プロテクション》！（ダイスを振る）27点軽減。16点受け、残り【ＨＰ】は24点デス。

ＧＭ：よし、《プロテクション》を切らせた！　もちろん、二撃目もルシャナに！（ダイスを振る）10、達成値25です！　さあ、回避をどうぞ！

ルシャナ：くっ……！（ダイスを振る）……ダメです、達成値は10、回避失敗！




　執拗にルシャナを狙い続けるクロノファング。邪じや魔まをされ続け、大いに苛立っていたその獣は、ついに獲え物ものに爪つめをかける───！




ＧＭ：（ダイスを振る）91点の物理ダメージです。身体と融合した槍が、ルシャナの身体に突つき立たてられます！

ルシャナ：最後のあがきです、《シールドガーデン》！　（ダイスを振る）……25点軽減。【物理防御力】を差し引き……50点ダメージ。耐えきれない！　【ＨＰ】は０、戦闘不ふ能のうです……っ！

一同：ルシャナ───ッ!?

ルシャナ：ウェンディ様……どうか、お勝ちください……。




　その言葉を最後に、ルシャナは地に倒れ伏した。

「まずはひとり」

　クロノファングの口元に浮うかんだ笑み。

　それは獲物をいたぶる獣特有のものであった。
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ウェンディ：クロノファング！　絶対に、許ゆるさない……!!

ＧＭ：それでは、クリンナッププロセスです。ウェンディとジンは、クリンナッププロセスで［毒］のＨＰロス分を差し引いてください。

ジン：くぅ～、こっちも効きいてきたじゃん……！

ウェンディ：あとがもう、ないのだ……！　次で終わらせるつもりで行こう！

ＧＭ：それでは、第４ラウンドへと移い行こうしましょう！




●第４ラウンド

行動値

ジン　　　　　　　15

クロノファング　　15

ルシャナ　　　　　11（戦闘不能）

ウェンディ　　　　６

ナッツ　　　　　　２

[image: ]




〝王の魔獣〟とルシャナが倒れ、戦いはより厳きびしさを増ましていた。

　セットアッププロセスでは、再びクロノファングが《加速する時》を使い、行動順のトップへと躍おどり出でる。対するウェンディは、《ハンティングスタイル》と《ハンティングアデプト》を宣言。クロノファングを確実に倒すべく、槍の狙いを魔獣の胸に定めた。




ＧＭ：それでは、イニシアチブプロセス！　最初の行動はクロノファングです！

ジン：どうにか耐えきらないと……！

ウェンディ：ルシャナの支援がなくて心こころ許もとないけど……勝たねばならないのだ！

ＧＭ：ムーブアクション、マイナーアクションなし、メジャーアクションで《連続攻撃》！　対象は……ジン！（ダイスを振る）しまった、低い！　達成値は27！

ジン：アボイドクロークを使用して、回避が３Ｄ……いけるか！（ダイスを振る）ダメだ！　出目８、達成値21で命中じゃん！　いいぜ、来いよぉ！

ＧＭ：槍が真一文字に突つき出だされます！（ダイスを振る）91点、物理ダメージです！

ジン：75点食らうから……ナッツ、《プロテクション》頼むじゃん！

ナッツ：もちろんデスとも、《プロテクション》！（ダイスを振る）23点軽減デスよ。

ジン：サンキュー！　52点ダメージを食らって、12点で立ってるじゃんっ!!

ＧＭ：耐えましたか。しかし、間かん髪はつ入いれずに二撃目が放たれます。再びジンを攻撃です！（ダイスを振る）……クリティカルッ！

一同：うわぁーっ!?

ジン：ぐっ……クリティカルのみじゃん！（ダイスを振る）……９、達成値22、命中！

ウェンディ：ジンッ!!

ナッツ：ご安心クダサイ、ウェンディ様、ジン様。《カバーリング》デスッ!!




　ジンに繰り出された一撃の合間に、ナッツはいつものように飛とび込こんだ。

　───たたき出されたダメージは、[image: ]点。頑がん丈じような身体を持つナッツでも、傷だらけの状態では、耐えきることができなかった。




ナッツ：おさらばでゴザイマス───ッ！　天馬からぽろっと落ちマス。




　小さきエクスマキナ、ナッツロッカーは天馬の背せから転げ落ちていった。

　その軽い身体は、地面に落下した後、軽くはずんで、

　ぐったりと動かなくなった。




ウェンディ：ナッちゃ───んっ!?

ジン：ナッツゥ──────!!

ＧＭ：「これでふたりだ。我が軍門に降くだるなら、聞いてやらなくもないぞ？」

ジン＆ウェンディ：お断ことわりだっ!!

ＧＭ：「ならば、無様にあがいて、散っていけ！」……それでは、ジンの行動です！

ジン：そこまで言うなら、あがいてやろうじゃんっ！　ムーブアクションで《ディセクトエッジ》、マイナーアクションで《ソードダンス》、メジャーアクションで《ワイドアタック》！（ダイスを振る）達成値、33!!




　トリックマントを翻ひるがえし、踊りのさなかに一撃を放つ───その不ふ規き則そくな攻撃は、クロノファングの感覚を狂くるわせ、反応を鈍にぶらせる。

　繰り出されたダメージは、69点。クロノファングの顔に、困こん惑わくが浮かぶ。




ＧＭ：「くっ……私をここまで追い込むとは……！　だが、私はまだ、倒れぬ！」

ジン：ウェンディ！　思いっきりやっちまえ！

ウェンディ：ああ……いくぞ！　クロノファングッ!!　ムーブアクションで《ハンターズハント》、マイナーアクションで《スマッシュ》、メジャーアクションで《フェイタルハント》＋最後の《ヘビーハント》！　これが本当の、最後の一撃だ！




　小さな手に力を込こめて、ウェンディは槍の穂ほ先さきを魔獣に向ける。

　そして───天馬を駆り、魔獣の上空へと舞まい上あがった。




ウェンディ：ルシャナ、ナッちゃん、ジン！　わたしに力を貸かしてくれ……！（ダイスを振る）クリティカルしないっ……！　達成値、22だっ！

ＧＭ：これで10が出れば回避です。では……いきます！　回避っ！（ダイスを振る）




　テーブルを転がる二個このダイス。固かた唾ずをのみ、全員がその動きを視し線せんでたどる。

　やがてダイスの動きは止まり、出された目は……。




ＧＭ：……７！　達成値19、回避失敗です！

一同：来たぁ───っ!!

ジン：がんばれウェンディ！　これで倒せないと、次の《二回行動》と《時空跳躍》はしのげねぇじゃん！

ウェンディ：ああっ！　ダメージロール！　10Ｄ＋[image: ]なのだ！　倒れろぉ───っ!!（ダイスを振る）……[image: ]点、〈風〉属性魔法ダメージッ!!




　風を、瘴気を斬り裂きながら、ウェンディは魔獣に向けて進しん撃げきする。

　まるで一ひと条すじの流星のように、槍の軌き跡せきに銀光が散る。

　清らかな輝きは破は邪じやの刃やいばと化し、───〝時の魔獣〟クロノファングの身体を斬り裂き、貫きとおした！




ＧＭ：「馬鹿な……私が、負け、る……だと？」

ウェンディ：知っているはずだ。クロノファング。〝狩りの女神〟の武具は───、

























ジン：カッコいいじゃん、ウェンディ！

ＧＭ：苦悶の声を上げて、クロノファングは地に落ち、再び立ち上がろうとあがき、──果たせず倒れ伏します。

一同：やったああぁ───っ!!

ウェンディ：ナッちゃん、ルシャナ、やったのだ！　倒したぞ、起きて起きて！

ＧＭ：そして、クロノファングの胸むな元もとから、赤い石がぽろりと落ちます。

ルシャナ：……それが〝現げん在ざいの石〟ですね？

ＧＭ：いかにも。〝時の魔獣〟の基き本ほん能力を作るものです。しかし、この石はしだいに不気味な脈動を始めます。それは心臓の鼓こ動どうにも似にて、再び身体を形成するために、魔力を集めているようにも見えます。

ジン：きっと、これが再さい生せい能力じゃん。

ＧＭ：ウェンディは、ヴァルキリーの直感で、この石を〝狩りの女神〟の武具で破壊すれば、完全な死を与え、人々の呪いも解とけると分かります。

ウェンディ：〝狩りの女神〟の武具の「真の死を与える」力を使う。これで、みんな元に戻る……！　石を破壊するのだ！




　ウェンディの槍に貫かれ、赤い石はまがまがしい色に輝いたあと、粉々に砕け散った。

　散る欠片かけらは光を放ちながら消え去る。

　そして吹ふき渡わたる風が、瘴気をちらし始めた。

　やがて、止まっていた時は、徐じよ々じよに動き始めていくだろう。




ＧＭ：そして、周囲を覆おおっていた瘴気は消え、暖あたたかな日差しが皆さんを照らしています。

ウェンディ：……久ひさしぶりに見る、青い空なのだ。

ジン：終わった……んだな。

ウェンディ：ああ、そうだな。




　と、そんなウェンディのもとに、問いかける声があった。




ＧＭ：「ずっと見ていたぞ。ウェンディ」ふと見れば、隻せき眼がんのヴァルキリーの幻影が現あらわれます。古いにしえの〝狩りの女神〟ガルデニアです。

ウェンディ：ガルデニアお姉様！

ＧＭ：「お前は、私が果たせなかったことを果たした。仲間を信じられなかった私は、単身で戦いを挑いどみ……その結果、未来に禍か根こんを残してしまった」

ウェンディ：そんな……お姉様のせいじゃないのだ！

ＧＭ：「優やさしいな、ウェンディ。……お前には、私の妹の面おも影かげが強く残っている。〝時の魔獣〟に身体を奪われたあとも、ずっと気がかりだった………愛いとしき妹」

ウェンディ：お姉様……わたしも、生まれた時から会いたかったのだ。こうしてお会いできて……とても、うれしかったのだ……！

ＧＭ：「お前がこの戦いで学んだことは、必ず役立つだろう。いつか私を超こえる〝狩りの女神〟になるのだ。……強く、生きるのだぞ」そう言って、ウェンディの手に触ふれます。

ウェンディ：はい、ガルデニアお姉様！




　ガルデニアは穏おだやかに微笑ほほえむと、ふわりと消えていった。

　太古に滅ほろびたヴァルキリーの魂は、ようやく安あん寧ねいを取りもどしたのだ。




一同：…………。

ウェンディ：みんな、帰ろう！　人々のもとへ！

一同：おうっ！

ＧＭ：それでは、瘴気が払はらわれ、甦った青空のもと皆さんが帰路につくところで、エンディングフェイズに移りたいと思います。







　　　　ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ







◆Ending01◆〝狩りの女神〟の帰き還かん




　戦いは終わった。

〝時の魔獣〟は倒れ、瘴気は晴れた。大陸の人々は救われたのだ。

　そして……ウェンディにかかっていた呪いも、また。




ＧＭ：それでは、エンディングです。〝時の魔獣〟を倒し、大陸の危き機きは去りました。ご希望があればそれにそった演出をしますよ。

ウェンディ：わたしの旅も終わりなのだ。アジュール村に帰ろうと思う。

ナッツ：（素に戻って）じゃあ、ウェンディの帰還を描えがけばいいんじゃないかな。別れる者はその途と中ちゆうで別れ、そうでない者は同行するということで。

ルシャナ：良いと思いますよ。

ジン：賛さん成せい！

ウェンディ：じゃあそうするのだ。みんなと一いつ緒しよにまずはテルミヤを出発しよう。ちなみにわたしの外見はどうなった？

ＧＭ：ウェンディの姿は、少しずつ成長し始めています。きっと、アジュール村の呪いも解けているころでしょう。

ウェンディ：やっと、元の姿に戻れるのだ。みんなには、感かん謝しやしても、し足りないのだ。ジン、ナッツ、ルシャナ……本当に、ありがとうなのだ。




　ウェンディの感謝の言葉に一同は笑え顔がおを返した。

　そして、ともに進む一行は、アジュール村へ向かう街かい道どうにさしかかる。




ナッツ：さてと、ワタクシ、ぴょんと天馬から降おりるのデスよ。それでは皆様、今度こそお暇させていただきマス。

ウェンディ：あ……そっか。ご主人様を探しに行くのだな？

ナッツ：はい。デスが、ひとつだけ問題が。……ワタクシのご主人様は、いったい誰だれだったのデショウ？

ウェンディ：えぇ────っ!?（一同爆笑）　誰だか忘わすれてるの？

ナッツ：実はそうなのデスよ～（笑）。

ルシャナ：だから、大陸のあちこちをうろうろしていたわけですね（笑）。

ナッツ：とりあえず、南のほうへ船旅に向かおうと思いマス。もしかしたらまた、皆様の側に現われるかもしれマセン。その時はぜひ、冒ぼう険けんの旅に加えてクダサイ。

ウェンディ：分かったのだ。ナッちゃん、元気でな。

ナッツ：ウェンディ様も、どうかお元気で。それでは……おさらばでゴザイマス！




　異い国こくの大地からやって来たとぼけた機械人形は、こうして去って行った。

　この先、彼かれが〝ご主人様〟に再さい会かいできるかどうか───それは誰にも分からない。




　そして数日後。

　とある分かれ道で、今度はジンが別れをきりだした。




ジン：さてと！　ナッツは南だから、俺は北にでも向かってみるかな！

ウェンディ：えっ？　ジンも行ってしまうのか？

ジン：まぁ、成人まであと半年くらいあるし、せっかくだから、各地を回って見聞を広めようと思ってるじゃん。

ウェンディ：旅を続けるのだな？

ジン：ああ。大きな危機は当面なくなったし、俺ひとりでもやっていけるじゃん。それが終わったら、村に戻って、成人の儀ぎ終了って感じかな。

ウェンディ：そうか……。

ジン：ウェンディは、村に帰るんだろ？

ウェンディ：うん。でも、まだ〝狩りの女神〟としての新しい使命を始めるのだ。

ジン：新しい使命？

ウェンディ：〝七つの封印〟は倒したが。この大地にはまだまだ邪じや悪あくな魔獣は多い。人を害するそいつらを、退たい治じしていこうと思っているのだ。

ジン：そっか、新しい女神か！　大変だけど、がんばれよ。応おう援えんしてるじゃん。

ウェンディ：うん、ありがとう、ジン。……ナンパはほどほどにな。

ジン：ちょ!?（笑）　まあ、気をつけるじゃん。

ウェンディ：また、冒険しよう。その時は巨人になって、また肩かたにのせてほしい。

ジン：お安いご用じゃん！　……それじゃ、元気でな。

ウェンディ：ああ。ジンもどうか、元気で！




　陽気な巨人族の青年は、北を目指す。

　一見したチャラさは相変わらずだが、内面は見み違ちがえるほど成長した。

　これからのひとり旅で積み重なる経けい験けんは、彼の人じん格かくを大きく育はぐくんでいくだろう。




ウェンディ：……そういえば、ルシャナはどうするのだ？

ルシャナ：私はウェンディ様に一生、お仕えすると誓ちかいました。ですから、アジュール村までおともいたします。

ウェンディ：そ、そうだったな（笑）。よ……よろしく頼むのだ！

ルシャナ：それはさておき、個こ人じん的てきにも、アジュール村に行ってやりたいことがあるのですよ。

ウェンディ：やりたいこと？

ルシャナ：ウェンディ様が言っていた、願いを叶かなえるという青い花……その花がいっぱいに咲さき乱みだれる庭園を、作ってみたいのです。

ウェンディ：本当か!?　あの花の色は、まるで空を切り取ったみたいに美しい蒼あおなのだ。きっと、とっても素す敵てきな庭になるのだ！

ルシャナ：ええ。庭師として、腕うでが鳴りますよ。……では、行きましょうか。




　ルシャナを伴ともない、ウェンディは故こ郷きようへの道をたどる。

　その道中のあちらこちらで、淡あわい青色のつぼみをつけた花が綻ほころび始めていた。

　今、マジェラニカはウェンディの大好きな季節を迎むかえようとしていた。




ウェンディ：ルシャナ──わたしは、この大地で生きる人々の笑顔のために……この大地とともに成長していきたいのだ。

ルシャナ：ウェンディ様の御み心こころのままに。



















　丘おかを越こえれば、懐なつかしい村が見える。

　人々の笑い声。

　小鳥のさえずり。

　木々の葉は擦ずれの音。

　それらが、風に乗って届とどいてくる。




　小さなヴァルキリーは、天馬から降りた。

　そして、自分の足で村に向かって駆けだしていく。




「みんな、ただいま！

　わたし〝狩りの女神〟になったよ！」




　本来の年ねん齢れいに少し近づき、それでもまだ子こ供どもらしい笑顔をたたえた戦乙女は、驚おどろきの声と歓かん声せいに包まれながら、大好きな故郷の人々輪の中に飛び込んだ。




　───喜びの歌が響く中、

　願いを叶える青い花が一輪、

　今、静かに花開いた。








『アリアンロッド２Ｅ・リプレイ・サヴァイヴ！』




最終話「戦場に咲く戦乙女！」




─ＦＩＮ─









　　　　あとがき




　サヴァイヴ！（生きろ！）




　───というタイトルの元に描えがかれてきた、戦いくさ乙おと女めと仲間たちの物語が終わりました。

　いかがでしたでしょうか？

　楽しんでいただましたなら、幸いです。

　さっそくですが、本書の内ない容ようについて語っていきましょう。

　ネタバレにあたる言げん及きゆうもありますので、未読の方はご注意ください。




●第三話：反はん撃げきの魔ま獣じゆう軍ぐん団だん

　プリプレイで、お話ししたとおりこのお話の舞ぶ台たいとなった街は、読者投とう稿こうです。

「マジェラニカ大陸を見せる」というコンセプトを持つある本書において、「都市」を投稿してくるとは、投とう稿こう者しやの木場椰子きば・やしさんも目の付け所がいいですね。どうもありがとうございます。

　特に街の中央にドーンと〝巨柱〟がそびえ立つヴィジュアルに惹ひかれました。

　第三話の〝街全体が封ふう印いん〟というアイデアとの相あい性しようがよく、調整のうえ使わせていただきました。

　最初はこの巨柱に、ウェンディ他三名をのっけた、巨きよ人じんのジンがよじ登っていくという楽しそうなヴィジュアルが浮うかでいたのですが……（笑）。

　まあ、紆う余よ曲きよく折せつあって巨柱の頂ちよう点てんに居い座すわったのはサンダークラウドさんになりました。

　こういうガツンと来る設せつ定ていがあると、色々漲みなぎるものがあります。

「また、たくさん投稿を採さい用ようするリプレイをやってみたい！」などと思いましたが、実じつ際さいにやったら、そのプロジェクトは〝デスマーチ〟化するので悩なやましいところです。

　さて、この話の肝きもはもふもふ魔獣チロ＝シャイロさんです。

　これまでの登場したた〝七つの封印〟が、知ち能のう低い系けいばかりだったのは、このあたりで絡からめ手で攻せめる敵てきを出だす予定だったからです。

　しかし、色々考えたわりに、ルシャナの墓ぼ穴けつがすべてを持っていきました。

　チロ＝シャイロの存そん在ざいは〝葛かつ藤とうする敵〟ということでも、本キャンペーンでは異い色しよくの敵です。〝邪じや悪あくな存在〟と規き定ていされている魔獣ですので、かなり特とく殊しゆな事例になりますが、ウェンディたちのに戦いの道を、異ことなった角度から照らす存在になってくれたかなと、感じるところです。




●第四話：戦場に咲さく戦乙女

　このお話の中ちゆう盤ばん、ウェンディは故こ郷きようのアジュール村に、つかの間の帰き還かんを果たしました。

　重要な決戦の前に、自分は何のために戦った来たのか。

　何を成なし遂とげるべきなのか。

　それを確かく認にんすることが、ウェンディにとって必要だと思い、設もうけたシーンです。

　大竹さんが、ウェンディとよくシンクロしてしてくれたこと。

〝ワイルドブルー〟の三人が、それぞれの形でウェンディを支ささえてくれたこと。

　それが、ここを私わたしのお気に入りのシーンとしてくれました。

　あとはもう、クライマックスのクロノファング戦につきますね。

　ふたり戦せん闘とう不ふ能のうが出るという激げき闘とうは、ＧＭとしても予想以上のスリリングさでした。

　ナッツの防ぼう御ぎよ力りよくと《プロテクション》、ルシャナの《シールドガーデン》は本当に堅けん固ごなのですが、思わずそれを突つき破やぶりかけてしまいました（笑）。

　やはりＧＭの攻こう撃げき時のクリティカルって怖こわいですね（[image: ]人ごとのような口調で）。




●ＰＣたちについて。

　ではここでＰＣたちについて、少々。ウェンディは最後に回し、まずはジンから。




・ゴードジンガー（ジン）について

　優やさしく陽気な巨人族の彼かれは、ギルドのムードメーカー的な役やく割わりを果たしてくれました。

　ナンパしては突つっ込こまれ、踊おどっては突っ込まれと、物語の楽しい雰ふん囲い気きの醸じよう成せいに大きく貢こう献けんしてくれました。

　彼のような軽いタイプのキャラが、ガイダロス戦みたいにマジになると、シリアス度がぐっと上がって見えます。不思議な現げん象しようですね（笑）。




・ナッツロッカーについて

　すぐ戦闘から逃にげたがるという、なんとも弱気なＰＣです。しかし、とにかく前向きで元気潑はつ剌らつと戦闘に挑いどむウェンディとの相性せいは抜ばつ群ぐんです。

　楽しい掛かけ合あいで相そう互ごのキャラクター性を引き立たせていました。

　彼が騒さわいでくれるので、襲おそい来る危き機きが当とう社しや比ひ20％以上ヤバく見えるという（ＧＭにとって）お得なＰＣでもありました（笑）

　しかしバンドはいったいなんだったのか？




・ルシャナ・アムルタートについて

　なんですかもう。言こと霊だまってスゴイですね。

　今巻かんでも、立りつ派ぱな墓穴庭にわ師しぶりを披ひ露ろうしてくれました。

　ともあれ、成功と失敗は、コインの裏うらと表のようなもので、冒ぼう険けん者しやにはつきもの。

　それを楽しむキャラ造ぞう形けいをしてくれた久く保ぼ田た様には、感かん謝しやすることしきりです。

　もちろん、〝狩かりの女め神がみ〟への忠ちゆう誠せいも微笑ほほえましい一ひと幕まくでした。




・ウェンディ・ティファニー・グレース

〝好きなこと〟が本当に明めい確かくなヒロインでした。

　大竹さんのその初しよ志し貫かん徹てつぶりは、好感が持てます。

　故郷を呪のろわれ、自分だけが大事な人たちを助ける可か能のう性せいを持っている。

　なかなかに、重い設定で始まった彼かの女じよの物語。

　それを最後まで走はしり抜ぬけたのは……

〝殺意〟──そうしばしば物語で称しようされた、積極的にゲームに挑む姿し勢せいがあったから。

　そう考えています。




　あとがき冒ぼう頭とうの話に戻もどりますが、本書のタイトルは『サヴァイヴ！』です。

　考えてみれば、多くのＴＲＰＧは「生きる」ことを疑ぎ似じ体験する遊びです。

　死と隣となり合あわせの生。

　その中でいかに自分を貫つらぬけるのか？

　敵と、そして自分自身に打ち勝てるのか──。

　それが、このＴＲＰＧというゲームの魅み力りよくなのかな、と近ちか頃ごろそう思うしだいです。

　ともあれ〝ワイルドブルー〟はこの戦いに打ち勝ちました。

　四人の生せい存ぞんと勝利を今は喜びたいと思います。

　いつかまた、〝狩りの女神〟と仲間たちの冒ぼう険けんを描きたいものです。




　そして、イラストレイターの猫猫猫ねこびよう・ねこ先生。

　魅み力りよく的てきな四人の冒険の様子と、迫はく力りよくある〝七つの封印〟たちは、物語に確たしかな質感を与あたえてくれました。どうも、ありがとうございます。




　最後に、読者の皆みな様さま。

　ウェンディたちの物語に、最後までおつきあいいただき、どうもありがとうございます。

　では、また新たな物語でお会いしましょう。





二〇一四年八月二二日




田中信二
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